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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は本文縦組で制作されております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　―Prologue―







　ヴァルダン王国の王おう都とクルラードは「正せい円えんの都みやこ」って呼ばれてる。

　なぜかというと、町の中心にある王城の城壁が円形だからだそうな。建けん国こくから一度も遷せん都としたことのない由ゆい緒しよあるお城で、よく言えば威い厳げんがあり、悪く言えば重くて暗い。カゼルラのミゼリア城が明る過ぎるせいもあるんだけど、少し息苦しく感じるお城だ。

　殿でん下かの侍じ従じゆうになって早六年。俺は奥向きの仕事から外、要するに殿下のお供ともとして外国に連れて行ってもらえるようになっていた。もちろん侍従長のラフィット様が同行して一いつ切さい取り仕切ってるけど、ラベンナとルーニア、そして今回のヴァルダンでやっと三国目。

　今まで行った二に国こくとは比べ物にならない広さの城で、俺は帰り道の分からない散歩をしていた。ずばり迷子。人に聞こうにも、どうしてだかこの一画には誰もいなくて、俺は早足でうろうろしていた。

　小さな悲ひ鳴めいが聞こえたのは、そんなときだった。

　外からだ。何事かと木の生おい茂しげった裏庭に出てみれば、小こ柄がらな女の子が男に腕うでを摑つかまれていた。周りには数人の女性もいて、どの人も身なりがいい。貴き族ぞくの侍従や侍じ女じよだろう。口々に姫ひめ様さまに近づくな、とかこんな危険なことをして姫様に何かあればどうする、とか女の子を責せめ立てている。

　部外者の俺が仲ちゆう裁さいするべきか判断に迷っていると、彼らの頭ず上じようから声が聞こえた。

「ディアに触さわるな！　私の友達だぞ！」

　勇ましい声と同時に枝が揺ゆれ、木に登っていたらしい人物が飛び降りてきた。

　空そら色いろのドレスをものともせず――下着が見えるのをものともせずとも言うんだけど、現れたのは十代半ばの女の子だった。

　軽やかに着地した彼女を追うように、舞い上がっていた長い白金プラチナの髪がサラサラサラーと背中に………………俺は仰ぎよう天てんした。

　なんというか、年ねん齢れいにしても外見にしても、木に登るような少女じゃなかったからだ。

　そう、その子はどう見ても妙みよう齢れいの「お姫様」だった。

　颯さつ爽そうと立ち上がったお姫様は絹きぬ糸いとのような髪を鬱うつ陶とうしそうに払はらい、お友達を摑む男に猛もう然ぜんと頭突きを喰くらわせる。

　おお……なんて男おとこ勝まさりな。

　辺りにきゃーだのわーだの悲鳴が飛び交かい、お姫様は頭突きだけでは飽あき足らず、侍従の腕を嚙かむ始末だ。お友達の女の子は拘こう束そくから逃のがれたが、今度は侍女に怒ど鳴なられている。

　残念ながら俺にはどうすることもできない。即そつ決けつして、城内に戻った。

　どうやらお姫様とお友達の女の子には、すごい身み分ぶん差さがあるようだ。

　お姫様はきっと八人の王女様の内の一人だろうから、それなりに地位のある人間じゃないと間に入った時に逆に咎とがめられる。

　せめて王女様方と面識のあるラフィット様を呼んでこようかと見回せば、でかい男が駆かけ寄ってくるのが見えた。殿下の近この衛え騎き士し長ちように就任したばかりの我が兄だ。厳いかつい顔に「説教！」という文字が浮かんで見える。

「マーシュ、探したぞ！　その年で迷子になるな！」

「ま、迷子じゃないよ、散歩だよ。それよりも兄さん、ちょうどいいところに」

「お、おい！」

　ぐいぐい腕を引いて裏庭に連行すれば、繰くり広げられる大おお騒さわぎに気づいたのか、兄さんは一直線に駆け出した。

「姫！」

　ああ、やっぱり。兄さんはお姫様を庇かばい……。

「侍女が姫君を取り押さえるとは何ということですか！」

　……じゃなくて、お友達の女の子を助け起こした。

　兄さんに間に入られ侍女は動きを止めたけど、すぐに嘲わ笑らいだした。

「これは、アレクシス殿下の！　小こ間ま使づかいの娘むすめがオデリージ家の姫君に近づくなど身分違いも甚はなはだしい。追い払っているのですよ」

「我がヴァルダン王国は身分を重んじますゆえ、小間使いの娘は」

「無ぶ礼れい者もの！」

　兄さんの一いつ喝かつに、白金の髪のお姫様も力強くうなずく。

「姫を笑うことはベルナルド陛へい下かを笑うことも同じ！　身分を重んじると言うなら、まずそなた達から改めるがよろしい！」

　兄さんの大きな背中に庇われた子リスのような女の子が、その栗くり色いろの目を見開いた。

　侍女や侍従が悔くやしそうに睨にらんできたけど、兄さんは無む視しして丁てい寧ねいな所しよ作さで「お姫様」を助け起こす。

　それを、俺はぽかんと見守っていた。




　――……王女様って、そっちだったんだ……。







　第一章　二組の襲撃者







　大陸最さい西せい端たんの国ペンテレイアから、隣りん国ごくカゼルラの北方を抜けてルーニア王国へ。

　北から中央の大国ヴァルダンを目指すアレク達一行は、ルーニアの国こつ境きようを越えてヴァルダン領りようの一国バルマに到とう達たつしていた。

「殿でん下か！」

　馬上からなだらかに続く平原を見下ろしていたアレクは、蹄ひづめの音に振り返った。

　アレクと護ご衛えいの騎き士し二人がいる場所は小高い緑の丘になっており、前方に目をやれば小さな森の点在するバルマの平野、後方にはルーニアの雪を冠かんした峻しゆん厳げんな山々が映うつる。

　山の裾すそ野のから駆かけ戻ってきた三人の騎き兵へいは、アレクの前まで来ると素早く下馬した。

　紫むらさきの髪に紫の瞳ひとみ。白はく馬ばにまたがったままのカゼルラ王国王太子に向け、叩こう頭とうする。

「ご報告致します。やはりレビ砦とりでにもバルマからの連絡は入っておりませんでした」

　今回の旅の護衛を一任されている、若い近この衛え騎士団副ふく長ちようのゼノは事実だけを述のべてアレクの采さい配はいを待った。

　いつもなら迎えのバルマ兵団がいるはずの平原に、今日は影かげも形も見えない。

　アレクは十六歳の頃から四年間このバルマを通ってきたが、こんなことは初めてだった。

　何か不ふ測そくの事じ態たいがあったのかと、今朝まで滞たい在ざいしていたルーニア国境のレビ砦に副長を走らせてみたのだが、ルーニア側は何も知らされていないようだ。

　しばし考え込んだアレクに、騎士達が心配そうな目を向ける。

　このまま平原に待たい機きしていては陽ひが落ちる。レビ砦に戻るか、自分達だけで予定通りバルマの北の町ペルサに入るか、アレクは指示を出さないといけない。

「――本体に戻る。馬を休ませたら出発しよう」

「はっ！」

　副長が騎き乗じようし、馬首を返したアレクの横につく。近衛騎士四人がその周りにつき、一同は視し察さつを切り上げて一行の本体が待機する北へ向かった。




　平原の北、大きく枝を伸ばした大たい樹じゆの陰かげには即席の囲いが作られ、馬がたむろしている。

　二十余名ほどの騎士が王太子と副長の帰き還かんにわらわらと集まり来て、アレクは愛あい馬ばの首を叩たたいてやり鞍くらから滑すべり降りた。手た綱づなを若い騎士に預け、その足で樹の真下、豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんのごとき敷しき物ものの上でくつろぐ一団の元へ向かう。

　敷物の上で、菓子を片手に足を投げ出して座しているのは騎士ではない。暑いのか、大きく襟えり元もとをはだけた赤茶色の髪の青年を見下ろし、アレクは腰こしも下ろさずに言った。

「ライ、モニカはどこへ行った？」

　おかえりとも言わせず投げかけられた質問に、これから向かうヴァルダン王国王孫である王子、カーライルは垂たれ気味の目め尻じりを更さらに下げた。

「アレク。お前、ちょっとモニカから離れるとすぐそれ言うな。よくうるさがられないな」

「モニカ様はもう感かん覚かくが麻ま痺ひしていらっしゃいます。お可か哀わい想そうに……！」

　ううっと涙ぐんだのは、旅に同行しているアレクの婚約者モニカの侍じ女じよローズだ。

「まぁまぁ、モニカ様は殿下のそういうところに理解がありますから。はい、殿下もどうぞー。モニカ様の大好きなリュセのお茶ですよ」

　ローズと一緒にライの給きゆう仕じをしていた優やさ男おとこが、こんな場所にもかかわらず本格的な茶器から茶を注そそぐ。

　にっこりと侍じ従じゆうのマーシュにカップを差し出されたアレクは、条件反はん射しやのように受け取ってしまった。

　その様子を、ライの隣となりに座っていた大柄な男が興味深そうに見つめる。

「おもしろいね。殿下の大好きな、ではなくてモニカ様の大好きな、で受け取るとは」

　この真夏の盛さかりに重そうな黒いローブをまとって平へい然ぜんとしているのは、ペンテレイア王国からの客人ウィトスである。〝魔ま道どう〟というペンテレイア古来の不思議の術じゆつを扱あつかう魔ま導どう師しであり、若くしてその長おさでもある国の要人だ。ライの招待を受け、アレク達に同行してヴァルダンを目指している。

「そんなことよりモニカは……」

「マーシュ殿どの！　座ったままアレクシス殿下をお迎えするとは何事ですか！　侍従なら立ち上がるべきです！」

　至し極ごくまっとうなことを言い出したのは、ライの護衛官である青年ジェラルドだった。肩かたにつくかつかないかの茶色い髪は細く柔やわらかそうで、二十一歳の男性にしてはとても小こ柄がらだ。腰に差す剣も通常より細く、体型に合わせて使いやすいものを選んでいるのだろう。

　主人達同様付き合いの長いジェラルドに叱しかられ、マーシュは首をすくめる。

「モニカは……」

「相変わらずお堅かたいですねー、ジェラルド様は。さすが俺の兄さんと仲がいいだけありますよ」

「モニカ……」

「あなたとロベルト殿の血が繋つながっているなんて私は全然信じてませんから！　ロベルト殿は高こう潔けつにしてアレクシス殿下の信頼も厚い近衛騎士長！　それに引き替え弟のあなたはなんなんですか！　絶対に血が繋がっていないに違いない！」

「モニ……」

「失礼な、俺と兄さんは正しよう真しん正しよう銘めい血の繋がった兄きよう弟だいですよ。ジェラルド様の兄さん信しん奉ぽうには驚おどろかされますね、本当に」

「悪いな、マーシュ。ジェラルドは自分がちっこいからデカい男に憧あこがれるんだよ」

「ライ様！　今問題なのはちっこさではなくマーシュ殿の侍従としての態度であって！」

「モニカ――――――――!!」

　先ほどから言葉を被かぶせられてばかりいるアレクの魂たましいの叫さけびが響ひびき、辺りにいた近衛騎士ばかりか草を食はんでいた馬までもが硬こう直ちよくする。

　アレクは敷物の上にがっくりと膝ひざをついた。

「モニカはどこへ行ったんだ!?　モニカの顔が見たい！　帰ってくればおかえりなさいって言ってくれると思って急いで帰ってきたのに！　なぜ誰も行先を教えてくれない!?」

「殿下殿下、モニカ様はさっきまで待っててくれたんですよ、本当ですよ」

　マーシュは慰なぐさめ、割られないようにアレクの手から空のカップを奪うばい取る。「モニカ」「大好き」の単語を冠したお茶はしっかり飲み干ほされている。

　打ちひしがれるアレクをローズは冷ややかに眺ながめ、少し離れた北東の森を指した。

「さっきまで待っていたと言っても随ずい分ぶん前ですけども。あちらの森ですわ。池があってレームが行きたいと言い出しましたので、息抜きに。せっかく殿下から離れられましたもの」

「お前の近衛二人とうちのルドルフ付けたぞ」

「……ルドルフ許さん」

「心狭せまいなぁ。近衛二人はいいのか？」

「教育済みだ！」

「……お前の近衛も大変だな……」

　ライが護衛官の一人を貸してくれたのはありがたいが、対モニカ教育を受けていない男が最愛の婚約者の側そばにいるのは許しがたい。

　アレクは立ち上がり、このまま寝ね転ころびそうなほどくつろいでいる面々に釘くぎを刺さした。

「モニカを迎えにいってくる。馬を休ませたらこのまま予定通りペルサに向かうぞ」

　進む方を選ぶだろうと予想していたマーシュやローズは素直に返事をするが、ライは素早く口を挟はさんだ。

「アレク、いったんレビ砦に戻らないか？　いつも来ている迎えが来てないんだ。待つ方が安全だろう？」

　馬に乗ろうとしていたアレクは動きを止めた。

　バルマは危険な国ではない。アレクにとっては旅慣なれた国であり、護衛についてくれる軍隊長は毎年同じ人物で親しい間柄だ。ライはバルマにとって宗そう主しゆ国こくの王子だが、属ぞつ国こくとなって久しく、ヴァルダンから独立を目指しているような不ふ穏おんな空気もない。

　心配することなど何もないはずなのに、ライはいつの間にか真剣な顔をしていた。

「まずは戻れ。バルマで何かあったんだろう」

「いや、それは私にも分かる。だからペルサで待とうかと……」

「殿下、土つち煙けむりが見えます！」

　副長が慌あわてた様子で駆け寄ってきた。

「旗はありませんが、バルマ軍ではないでしょうか」

　平原の南に目を向ければ、確かに隊列を組んだ兵士らしき一団がいる。四し列れつ横おう隊たいで規律正しくこちらに向かって来る様さまはまるで戦いくさのようだ。

　アレクが、マーシュとライが沈ちん黙もくした。

　近衛騎士団の見み張はりがいたにしては、距きよ離りが近い。彼らはすでに肉にく眼がんで捉とらえられる位置にいて、ぐんぐんと前進してくる。

　黙り込んだ一同にかまわず、ウィトスはのんびりと茶器を片付け出した。

「えらく大軍だね。お迎えっていつもこうなの？」
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「レーム――！　もう戻るよ――！」

　水み際ぎわの切り株に座っていたモニカは、何度目か分からない声を上げた。

　対岸ではしゃぐレームに向かって大きく腕うでを振れば、ドレスの広い袖そで口ぐちが肘ひじまで落ちて華きや奢しやな腕が露あらわになる。

　五月の森のような翠すい緑りよくの瞳。腰まである長い亜あ麻ま色いろの髪をすっきりと一つにまとめ上げた小柄な少女は、カゼルラ王国王太子アレクシスの婚約者モニカ・ウェスタインだ。

　いくら呼んでも水遊びに夢中のレームは戻ってこない。モニカはため息をついて振ふり返った。

「ごめんね、みんな。先に戻ってくれててもいいよ」

　根気よく待ってくれている近衛騎士二人とルドルフ――カーライルの護衛官である二十代半なかばの男性は「とんでもない」と首を振った。

「モニカ様をお一人にはできません。私たちが殿下に怒られます」

「そうですよ。それにレームは遊びたくてうずうずしていましたしね」

　視線は自然と水際のレームに向く。白に見えるような薄い灰色の体たい軀くに純じゆん白ぱくの鬣たてがみ。四本足で走る小さな姿。……この旅が始まったとき人間の小こ姓しようとしてモニカの側にいたレームは、いま一頭の子馬の姿になっていた。

　平然としている近衛騎士達に反して、ルドルフの顔は若じやつ干かん引きつっている。

「……実際に自分の目で見ても信じられないのですが……」

「ごめん……。人前で姿を変えちゃダメって言い聞かせてるんだけどね……」

　最初は大人しく少年の姿で遊んでいたレームだが、気分が高こう揚ようしたのかもっと走りたくなったのか、事情を知らないルドルフの目の前で姿を変えてしまったのだ。

　レームは馬でもなければ人でもない。角つのはないのだが、魔道王国ペンテレイアに棲すむ聖せい獣じゆう、一いつ角かく獣じゆうであり、自身も強い魔道の力を持っている。

「ルドルフ殿は落ち着いてらっしゃいますね。私が初めてレームの変化を見たときは叫びましたよ」

「本当に。我われ々われは大おお騒さわぎでしたからね」

　近衛騎士達に感心され、ルドルフは恐きよう縮しゆくしたように小さく頭を下げた。

　ルドルフはヴァルダン人に多い茶色の髪に茶色の瞳。キリリとした眉まゆに高い鼻び梁りようが男らしい、まさに騎士という呼び名が相応ふさわしい男性だ。個人の護衛というよりは兵を率いる方が似合いそうだが、武ぶ骨こつではなく品の良さも持ち合わせている。

　同じ護衛官のジェラルドはアレクの近衛騎士達と顔見知りだが、ルドルフは新任らしく今回の旅が初仕事だそうだ。

　そのとき、草を踏ふむ足音と森に似つかわしくない金属音が聞こえた。

　見れば、重そうな甲かつ冑ちゆうに面めん貌ぼう付きの兜かぶと、具足までつけ完全武ぶ装そうした兵士が二人急ぎ足でこちらにやって来る。甲冑の紋もん章しようはバルマ国軍の物だ。

「こちらにいらっしゃいましたか！　お探し致しました」

　男達は親しげにモニカに歩み寄ると、一礼した。

　挨あい拶さつをしようとモニカは立ち上がったが、その間もなくバルマ兵二人は笑顔で先を促うながす。

「さあ、戻りましょう。アレクシス殿下がお待ちでございます」

　到とう着ちやくが遅れた分急いでいるのだろう。バルマ兵が来たのを見て、呼ばずともレームが水際を走って戻ってくる。それを確認し、モニカは近衛騎士達と共にバルマ兵の後に従したがった。

　バルマ兵は一人が先せん導どうに立ち、もう一人が一番後ろ、ルドルフの後に続く。

　全員が歩き出した、そのときだった。

「うわあああああっ!!」

　後方から激はげしい水音と悲ひ鳴めいが聞こえ、振り返ると一人のバルマ兵が池に突っ込んでいた。モニカの目の前で、兵の手から離れた抜ぬき身の剣が鈍にぶい音を立てて草の上に転がる。

　その側には唸うなりを上げるレームの姿があった。

　体当たりで池に突き落としたのだろう、鬣は逆立ち、怒いかりに満ちた青い瞳でバルマ兵を睨にらみ付けている。

「レーム!?」

　モニカはぎょっとしたが、なぜそんなことをしたのか考える暇ひまはなかった。

　先導のバルマ兵が剣を抜き、森から軽武装の新たな手て勢ぜいが五人現れ、レームに切り掛かったからだ。

　レームは気け配はいを察さつ知ちして飛び退すさったが、剣先がかすったのか血ち飛沫しぶきと甲かん高だかい悲鳴が上がった。

「レーム！」

「おのれ、何者だ！」

　モニカ達は池を背にして囲まれ、騎士とルドルフは一いつ斉せいに剣を抜いて構かまえた。

　森から現れた五人の敵は覆ふく面めんをしており、いずれも退たい路ろを塞ふさぐように半円形にモニカ達を取り囲む。応戦する騎士とルドルフの後ろから、モニカは叫んだ。

「レーム！　逃にげなさい！　アレクに知らせて！」

　レームの足なら追われずに森を抜けられるはずだ。すぐに跳はね起きたレームはうなずき、敵の一人を蹴けりながらモニカに向かってくる。

「レーム！」

　ほんの一瞬の口付けだが、十分だった。

　レームの口くち許もとが触ふれた感かん触しよくがしたその刹せつ那な、ドレスの縫ほう製せい部分が音を立てて千切れた。

（きつい！）

　一瞬にして骨こつ格かくが男のそれに変わる。

　背中から血を流したレームが走り去るのを見届け、モニカはドレスの苦しさを振り払はらうように裾すそを蹴り上げた。姿し勢せいを低くして突進してきたバルマ兵の顔面目め掛がけ、尖とがった踵かかとをめり込ませる。

「……ぐっ！」

　腰の入った蹴りに布の覆面が破やぶれ、敵の顔が露わになる。鼻血まみれになった男は怒りの形ぎよう相そうで襲おそい掛かってくるが、モニカは落ちていた剣を拾うと、振り下ろされた男の剣を真まっ向こうから受け止めた。

「モニカ様！」

　近衛騎士やルドルフだけでない、襲ってきた敵兵の誰もが怯ひるむのが分かった。それもそのはずだ。娘むすめだと思っていた人物が、突然男のような力を出したのだから。

　レームの力によって真実男に姿を変えたモニカは、ルドルフの援えん護ごに回る。敵は七人、こちらは三人とモニカだけだ。モニカはペンテレイア王国で兵士として生活していたが、実戦経験はない。それでも剣の心こころ得えはあるのだからぼーっと守られているよりマシだ。

　相手が手て強ごわいと判断したのか、敵兵はいったん距離を置いてモニカ達と対たい峙じする。

　モニカに顔を蹴られた男は、怒りを通り越して憎ぞう悪おの表情でこちらを睨んでいた。短い焦こげ茶色の髪。血にまみれた鼻は高く、目つきの鋭するどい若い男だ。

　モニカは威い嚇かくに怯おびえないよう睨み返す。近衛騎士を頼たよってはいけない。いま自分が恐きよう怖ふに負けて悲鳴を上げたり逃げ出せば、それは皆の足を引っ張ることになる。

（アレク！）

　緊きん張ちように動かなくても上がっていく息を懸けん命めいに整え、モニカは剣を握にぎり締しめた。
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　バルマ軍は全員が騎馬だった。指し揮き官かんとみられる男が下馬し、草地に膝をつく。

「アレクシス殿下！　ようこそお越しくださいました！　到着が遅れ、申し訳ございません」

　草原に揃そろった兵を見渡し、アレクはひざまずく見知らぬ中年の隊長を見下ろした。

「マーゴ隊長はどうなさった？　いつも貴き国こくを通るときには特とく使しとして来てもらっているのだが」

「代わりにアレクシス殿下をお迎えするよう、わたくしの隊が任じられました」

　アレクは表情を変えずに「そうか」とだけ答えた。

「同行者がまだ揃っていない。いま迎えを遣やらせたから少し待ってもらえるか？」

「はっ！」

　アレクは近衛騎士団に片手を上げた。

「レーム達が戻り次し第だい出発する。皆、騎乗できるものは騎乗しろ。騎馬隊は私の指示に。ゼノ、徒歩の者はお前に任まかせる」

「はっ！」

　一同が馬具を揃え鞍に腰を下ろす間、アレクは側に立つウィトスを見やった。

「ウィトス様、本当に殿しんがりをお任せしていいのですか？」

「少し時間をもらえれば。まあ、レーム君が戻ってからだね」

「……ではお願いします。まずは馬車へ」

　殿をと言いつつ、ウィトスは馬車に乗り込む。二人の会話をバルマの指揮官は怪け訝げんな顔で聞いていたが、ウィトスが去ると腰を屈かがめて進み出た。

「アレクシス殿下。ヴァルダンのカーライル殿下はどちらにおいででしょうか。一言ご挨拶を申し上げたいのですが」

「ああ、ライか。ライは馬車の中だ。今は寝ている」

「寝て……」

　アレクに顎あごをしゃくられ、指揮官が途と惑まどい顔で二台ある馬車を見つめたときだった。

「殿下！　レームがこちらに参ります！」

　近衛騎士の一人が叫んだ。

　北東を見れば、子馬が一頭まっしぐらに駆けてくる。アレクやバルマ指揮官の前に飛び込んできたレームは、あっという間に姿を変えた。

「デンカ！　モニカが！」

　少年の姿に変わった子馬に、バルマ兵が一様にどよめき、後あと退ずさる。

　アレクはレームの肩から赤いものが滴したたり落ちているのを見て、息を呑のんだ。

「レーム、お前、怪け我がを！」

　しかしレームは皆まで言わせる隙すきを与えなかった。

　周りの兵士達を見ると、紺こん碧ぺきの瞳を怒りに燃やし指を突き付けたのだ。

「こいつらがモニカを襲ってきた！　この服着たやつら！」

「なにっ!?」

　アレクも叫んだが、指揮官も同じく叫んだ。その表情は演技ではなく、予想もしない驚きよう愕がくに満ちていたが、アレクはその理由を考えることを後回しにした。

「ゼノ！　馬に乗れ！」

　歩兵を任されていたはずの副長は一瞬だけ躊ちゆう躇ちよしたが、すぐさま命令に従った。

「全騎兵退たい却きやく！　レビ砦まで後こう退たいしろ！」

　アレクの号令に副長が馬の腹を蹴って先陣を切れば、すでに方向を変えていた二台の馬車が猛もう然ぜんと後を追う。騎乗しなかった六人の騎士をアレクの元に残し、騎馬隊はライを乗せた馬車を囲みレビ砦へ向けて平原を逆ぎやく走そうした。

　前まえ触ぶれもなく始まった撤てつ退たいに、指揮官はぎょっとする。

「お、追え!!」

　我に返ったバルマ兵が次々と馬に乗ったが、彼らが鞍に乗り手綱を取った瞬しゆん間かん、アレクは叫んだ。

「レーム、吠ほえろ！　馬をこの場から引き返させろ！」

　レームは言われるままに変化して吠えた。大気が振しん動どうし、草原に馬でも犬でも狼おおかみでもない咆ほう哮こうがこだまする。

「な、なんだ!?」

「馬が勝手に！」

　レームの声は人に影えい響きようを与えることはできないが、馬には絶大な効果をもたらした。

　すでに逃とう走そうしていたカゼルラの騎馬は怯えて速度を上げ、追いかけようとしたバルマの五十の騎馬は狂くるったように暴あばれ出したのだ。ある者は高々と前足を上げて反そり返る馬から振り落とされ、ある者は手綱を取りきれず鞍に乗せられ馬の走るままに草原へ消えていく。

　どの馬も蜘く蛛もの子を散らしたように怯え逃げ惑まどい、放り出された兵士が十人ほど残った。

「馬ば鹿か者もの！　馬を戻せ！　王子を捕とらえろ！」

　バルマ指揮官……いや、バルマ兵を装よそおった男は怒ど鳴なりながら剣を抜いた。

（やはり偽にせ者ものか！）

　同じように剣を抜き、アレクはライの懸け念ねんが当たっていたことを確信した。

「横列散さん開かい！　追わせるな！」

　アレクに応こたえ、騎乗しなかった六人の騎士が次々と剣を抜いて広がる。

　他国ならば儀ぎ礼れいに駆り出され、飾かざりとしての印象が強い近衛隊だが、カゼルラでは違った。守られる側の人物が王国で一、二を争う剣士なのだから、守る側はそれ以上を要求される。カゼルラ王太子の近衛隊は、それぞれが騎士として秀ひいでた精せい鋭えいだった。

　残った歩兵と切り結ぶと、レームが少年に姿を変えた。

「デンカ！　先生が呼んでる！」

「よし！　先に行け！」

　アレクの目から見てもレームの顔は蒼そう白はくだ。恐怖だけならいいが、出血多量では危ない。よくぞ倒れず泣き出しもせずここまで来てくれたものだ。

　切り結んでいた歩兵を全て動けなくすると、草原の彼方かなたから制せい御ぎよできない馬を捨てた敵兵がこちらに駆けてくるのが見える。

「退却！　走れ！」

　ルーニア国境目指して走り出せば、遥はるか前方に人影が見える。

　一台の馬車がぽつんと残り、その側に立っていたのは黒いローブ姿のウィトスだった。一足先に到着したレームを優しく抱き上げている。

　徒と競きよう走そうでもするかのように、アレクと近衛騎士達はウィトス目指して走った。追ってくる敵兵は距離があるとはいえ数を増やしてきている。さらに恐きよう慌こうを抑おさえた馬で追ってくる者もいる。

「魔導師長！」

　自ら殿を務つとめると言った言葉を信じて、全員がウィトスを置いて側を走り去った瞬間。

　――怒ど濤とうのような爆ばく風ふうに背はい後ごから襲われた。

　いや、襲われたのではない。ただ後方で巻き上がった突とつ風ぷうがアレク達の背中にぶつかってきたのだ。

　命令に忠ちゆう実じつな近衛騎士だけでなく、退却の命令を下したアレク自身ですら足を止めてしまった。
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　いったい何が起こったのか、正しく理解できた者はいなかっただろう。

　振り返ったその先には紅ぐ蓮れんの炎ほのおの滝が現れていた。

　それは遥か天上から轟ごう音おんを上げて流れ落ち、アレク達と敵兵を分ぶん断だんするように、横一列に草原の彼方にまで広がっていた。端はしを視線で追おうにも、ゆらゆらと高熱で揺ゆらぎ途切れ目が見えない。

　全員の顔が灼しやく熱ねつの炎に照らし出される。視し界かいは一面赤に染そまり、バルマ兵がいるはずの向こう側は何も見えなかった。

　退却の命めいを下してから、わずか数十秒。

　驚愕に棒を飲んだように立ち尽つくすアレク達を置いて、ウィトスは抱かかえたレームを丁てい寧ねいに座席に寝かせる。

「さあ行くよ！　幻まぼろしは長時間もたない！」

　その声に、恐怖に凍こおり付いていた六人の騎士が正気を取り戻した。

　幻――。その顔には例外なく、人じん知ちを超えた現象に説明がつけられた安あん堵どの色が浮かんでいた。我に返って足を動かす。

「殿下、馬車へ！」

　若い騎士が御ぎよ者しや台だいに乗り込み、後の者が脇わき目めも振らずに走り出す。中へ入ろうとしたウィトスに、アレクは急せき込んだ。

「魔導師長、幻はまだ持ちますか!?」

「あと数分。敵が後退している可能性が高いけど、早く距離を空けた方がいいよ」

「殿下、お早く！」

　こんなときまでのんびりしたウィトスを遮さえぎり、騎士は焦あせりながら急かす。

　だがアレクは馬車には乗らずに、手にした剣を振り上げた。

「殿下、何を！」

　馬車馬の馬ば装そうを剣で断ち切りだしたのだ。あっという間に二頭立ての馬車は一頭になってしまう。

「レームと魔導師長を連れて退却しろ！　急げ！」

　馬は銜みと手綱だけを残して車体から馬を離したアレクは、鞍も鐙あぶみもない馬の背に乗って北東の森へ向かって駆け出した。
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　バルマ兵の囲みを崩くずしたモニカとルドルフは、森の中を逃走していた。

　多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいで動けずにいたところ、アレクに命じられてモニカを呼びに来た近衛騎士が援護に入ってくれたのだ。

　森の入り口目指して走る二人を、騎士達の足止めを潜くぐり抜けた三人の敵が追ってくる。

　ドレスのモニカと違い、敵の足は速い。ぐんぐんと距離を縮められ、これ以上背中は見せられないと判断したルドルフが立ち止まった。

「ルドルフ!?」

「お逃げください！　あいつらの狙ねらいは恐おそらく私だ！」

　突然の発言にモニカは思わず足を止めてしまった。

　三人もの敵を相手にルドルフを一人で置いていけない、だがきっとモニカはこの場から逃げることが正しい――。そんな迷いが足を縫ぬい付けてしまった。

（しまった！）

　前に立つルドルフに二人が襲い掛かり、一人が――モニカが顔面を傷つけた男が横合いから嬉き々きとしてモニカに迫せまる。

　あの男が来るのが見えているのに、モニカは反応することができなかった。走りづめと精神的な疲ひ労ろうからか、剣を持った腕を上げることもできない。

　だが、立ち尽くすだけになったモニカの背後から声が聞こえた。

「モニカ！」

　雄お叫たけびのような声と同時に、笑いながら目の前にまで迫っていた男が吹き飛んだ。

　衝しよう撃げき音おんと共に、誰もが目を向けてしまうほど見事に宙を舞った男は後方の木に激げき突とつし、そのままずるずると地に落ちる。

「アレク！」

　背後から蹴りをかましてモニカの前に出たアレクは、そのままルドルフに加か勢せいする。

　供ともも連れずたった一人で現れたアレクに、モニカだけでなく二人の敵も目を見張った。

　すかさずルドルフが一人を剣の柄つかで殴なぐり、もう一人をアレクが素す手でで殴り飛ばす。

「モニカ、早く馬に！」

「は、はい！」

　呆ぼう然ぜんと眺めてしまっていたモニカは、急いで馬を繋いでいた場所へと走る。震ふるえる手で木に括くくりつけていた手綱を解ほどき、力を振り絞しぼって鞍に身を置いた。ドレスのままのためまたがれば足は剝むき出しだが、横乗りしようという考えすら浮かばない。

　皆の待つ場所に帰ろうとすると、追いついたアレクが阻はばんだ。

「モニカ、森の端を通って北東へ出てください！」

「北東ってどっち!?」

「反対側です！」

　皆が待つ方向とは逆だったが、モニカはアレクの指示を疑わなかった。

　言われた通りに馬首を返し、森の際を走り抜ける。同じく馬に乗ったアレクとルドルフが続き、三人は北東を目指し飛ぶように駆けて行った。







　第二章　路地裏の女神







「魔ま導どう師し長ちよう殿どの！」

「よかった、ご無事で！」

　先にレビ砦とりでに到とう着ちやくしていた近この衛え騎き士し達は、最後の人物の到着に我われ先さきにと駆かけ寄った。

　いくら殿しんがりは一人でいいと言われても、荒あら事ごとに慣なれていなさそうなウィトスを置いていくことに気を揉もんでいたのだ。喜び勇んで馬車の扉とびらを開く。

　しかしウィトスに抱かれ降りてきたレームに、一緒に迎えに出ていたローズは悲ひ鳴めいを上げた。マーシュも飛びつくように駆け寄る。

「レーム君！　血が！」

　傷に当てられた布が真まっ赤かに染そまっており、ローズは震ふるえながらウィトスを見上げた。

「魔導師長様、レームとモニカ様は一体……！」

「分からない。まずはレーム君を頼たのむよ。止し血けつしているだけだから、意識のない間に傷を縫ぬってしまった方がいい。目が覚めたら怖こわがるだろうからね」

「は、はい！　マーシュ様、後は私が！」

　気を失っているレームを騎士が預かり、ローズは慌あわただしく砦の奥について行った。

　ウィトスは集まったマーシュやライ、副ふく長ちように落ち着いた様子で起こったことを告つげる。

「こちらを追い払はらった後、殿でん下かは一人で森に向かってしまった」

「殿下がお一人で!?」

　副長は血けつ相そうを変えて、ウィトスと共に戻ってきた若い騎士に詰つめ寄る。

「なぜ追わなかった！」

「で、ですが、殿下は魔導師長様とレームを頼むと仰おつしやられ……！」

　副長の怒ど鳴なり声を浴あびたまだ十代の若い騎士は半泣きで弁べん解かいする。アレクからウィトスとレームを託たくされた身ではどうするのが最良なのか。これが副長や他の経験ある騎士なら迷わずアレクを追っただろうが、まだ若い少年騎士の判断できることではなかった。

「マーシュ様、殿下とモニカ様を探しに行ってきます！」

　飛び出して行こうとした副長を捕つかまえ、マーシュは首を振った。

「ゼノ、二、三人だけ派は遣けんして君は残って。敵に会ったり、ざっと見て殿下達がいなければすぐ戻ってくるよう指示して欲しい」

「はっ！」

　その場にいた騎士二人が飛ぶように砦を発たち、副長が怪け我が人にんの確認と点てん呼こに去る。

　残された少年騎士は怯おびえたように体を震わせた。

「……なぜペンテレイアがカゼルラの支配を免まぬがれたのかよく分かりました……。ペンテレイアの国王陛へい下かは……中央に出たりはなさらないのですか？」

　平原を分ぶん断だんする灼しやく熱ねつの滝を見せつけられた六人の騎士達は、砦に戻ってきたときには一様に青い顔をしていた。距きよ離りがあると見えない幻まぼろしなのかマーシュ達には見えなかったのだが、見た者にはかなりの衝しよう撃げきがあったようだ。

　もちろん、中央進出など微み塵じんも考えていないウィトスは穏おん和わに微ほほ笑えむ。

「私達はカゼルラに守られてきたのに恩おんを仇あだで返すようなことはしないよ。大丈夫。それにしょせんはまやかしだ。その証しよう拠こに側そばにいた君達は熱くもなんともなかっただろう？」

「いいえ……熱かったです……」

「それは視し覚かくからくる疑ぎ似じ感かん覚かくだ。あの炎ほのおの壁は目をつぶって飛び込めば簡単に抜ぬけられるんだけど、みんなあっさり騙だまされるね。あんなものはうちの魔導師の一番下したっ端ぱでも簡単にできるよ。すごいことではない」

　そう言われても、あの流れ落ちる炎を見た騎士達は沈ちん黙もくするしかない。いったいどこの勇者が、轟ごう音おんを立てる、どれほど深いかも分からない炎の中に飛び込むのか。

　それほどの魔ま道どうを見み逃のがしたのかと思うと惜おしいが、マーシュはぱんぱんと手を叩たたいた。

「とりあえずみんな副長のところに戻って。斥せつ候こうが戻り次し第だい出発するよ！」

　すぐに出しゆつ立たつの準備に取り掛からなければならない。

　慌あわてて走り去っていった騎士達を見送り、マーシュは側にいた初しよ老ろうの男に向き直った。レビ砦の守備を任まかされている城主、クレメンスだ。

「聞いた通りです。クレメンス様、すぐにこの砦にいる兵を貸してください。私はバルマ国王にカゼルラ王の名みよう代だいとして真しん偽ぎを問わないといけない」

　バルマ王が関与しているのかいないのか。している可能性は低いが、それならば自由に動くためにも協力を取り付けないといけない。関与しているなら、そのときは取るべき方法を取るまでだ。

　思わぬ大事に城主は色を失っている。しきりに汗を拭ぬぐいながら喘あえぐように言った。

「マーシュ殿、それは私の一存で決定できることではありません。我が王に結論を出して頂きますゆえ、どうかお待ちを……。急ぎ五日、いえ四日で必ず返事をお持ち致します！」

「それでは遅いのです。すぐに出ますので兵の用意を」

「しかしそれはバルマへの越えつ境きよう行為になります！　まずは陛下にご相談して、兵を出していいかお返事を……！」

「四日後に来るルーニア王の返事は否いななのですか？」

「！」

　城主は口をつぐんだ。

　恐おそろしいほどの沈黙が流れ、マーシュは諭さとすようにゆっくりと言った。

「カゼルラの王太子殿下がバルマ軍を装よそおった何者かに襲おそわれました。時間が惜しいんです。あなた方がたにバルマと戦えと言っているんじゃない。バルマ国王に捜そう索さく協力の依頼をしたいから、我々をあちらの王おう都とまで送ってほしいんです。それだけです」

　一地方領りよう主しゆとしては、こんな大事の責任は負おいたくない。その気持ちは十分に分かるが、国王の決断を待つ時間がないのだ。

　城主の額ひたいを汗が流れ落ちる。マーシュは重ねて言ごん上じようした。

「四日後に陛下のお返事を頂いてから動いては遅いんです。我々は今日すぐに動かないといけない。ご協力頂けますか？」

　実際のところ、ルーニア王が協力を拒きよ否ひすることはありえない。バルマへの義理を通しカゼルラの怒いかりを買っては意味がないからだ。ルーニアはカゼルラと国こつ境きようを接しており、貿易にしても過去の戦いくさにしても大きな庇ひ護ごを受けている。

　有う無むを言わさぬ気き迫はくを込めて見つめれば、城主はやがて小さくうなずいた。越境にはカゼルラからの依頼という正当な理由がある。自分に損そんはなく、逆にアレクに何かあればそれこそ我が身が危ないと悟さとったのだろう。

「承しよう知ちしました……。兵を揃そろえてまいります！」

「ありがとうございます！　感謝致します。アレク殿下がご無事の折にはレビ城のクレメンス様の迅じん速そくな行動あってのことと我がカゼルラのティマエス王、ならびにルーニア国王にお伝えしておきましょう」

　マーシュににっこりと微笑まれ、城主は隊列を整えるためにあたふたと城の外へ出て行った。

　側で眺ながめていたライは、感心したような呆あきれたような顔で口くち笛ぶえを吹いた。

「マーシュ、外がい交こう官かんになったらどうだ？　俺んとこ来ないか？」

「ありがとうございます、丁てい重ちようにお断りさせて頂きますよ。外交官なんて俺みたいな馬ば鹿かには務つとまりませんね」

　口く調ちようは軽かったが、その響ひびきは冷たかった。身み分ぶん差も忘れて睨にらみ付けてくる空そら色いろの目に、ライの表情からも笑えみが消えた。

　走り回る兵士たちの喧けん騒そうから離れ、二人は早足で歩き出した。ジェラルドだけが後ろに従したがい、砦の奥に入っていく。

　ライは重い息を吐はいた。

「悪かった。俺の考えが甘かった」

「狙ねらわれていることは、もっと早くに言って頂きたかったですよ……！」

　責せめてももう遅い。

　ヴァルダンの内情を知っているマーシュは歯は嚙がみした。ここにアレクとモニカさえ残っていれば、ベルナルド王への見舞いなど投げ出してカゼルラに帰国できたのに。

「だが俺だけじゃない。モニカが戻らないということは……ルドルフも襲われたということだ」

「ルドルフ様？」

　怪け訝げんな顔をするマーシュに、ライは眉み間けんにしわを寄せた。

「命を狙われているのは俺だけじゃない。あいつは俺の伯お父じから狙われ、俺はあいつの一族から狙われている。バルマ兵を装って同時に襲われたということは、どちらかの計画がだだ漏もれしてるんだろう」

「それは……俺達を襲ってきた兵とモニカ様達を襲った兵は、同じバルマ軍を装っていたけど依頼者が別……ということですか？」

「そうだ。偽にせ者もの軍が俺を襲ってきたなら、情報を摑つかんで便乗したのは俺の伯父の方だな」

「ライ様の伯父君……？」

「断だん言げんしていいのかい？」

　マーシュが意味を考えたとき、背はい後ごから声が割り込んできた。周囲に警けい戒かいしていたジェラルドですら至し近きん距離に来るまで察さつ知ちできず、三人は文字通り飛び上がる。

「魔導師長殿！」

「ウィトス様！　気け配はいを消して近づかないでくださいよ！」

　いつの間に忍しのび寄ったのか、ウィトスが漆しつ黒こくの瞳ひとみをおもしろそうに輝かがやかせて背後についていたのだ。

「マーシュ君、気配読めたのかい？」

「だったらいいな、ですよ！　こういう時の決まり文もん句くです！」

　四人は長い階段の踊り場で立ち止まった。石窓から見下ろす階下は出立の支し度たくで騒さわがしいが、ここは静かだ。

　階段の上からも下からも人が来ないことを確認し、ウィトスは続けた。

「カーライル殿下やルドルフ君の親戚というなら、黒幕はヴァルダンなんだろう？　殿下が確信しているのはどうしてなんだい？」

「まず、ルーニア、カゼルラ、ペンテレイアでは襲われず、ヴァルダン領であり、かつ自じ治ち権けんを持つバルマ王国が利用されたこと。後はすでに俺自身がヴァルダンで狙われた経験があるからだ。今のヴァルダンにとって俺とルドルフはとんでもなく大事であり、また一方でとんでもなく邪じや魔まだと思われている。俺がカゼルラに向かう旅で、一個小隊をおいて三人で来たのもそのせいだ」

「なんで言わなかったんですか！」

　マーシュは叫さけんだ。言わずにはいられなかった。地じ団だん太だを踏ふみたい気分だ。

　ライはジェラルドが止めるのもかまわず、頭を下げた。

「これについては真ま面じ目めに謝しや罪ざいする。正直、アレクが同行している旅で追おっ手てが来るとは思わなかったんだ。往いきさえ躱かわしきれば、帰りは絶対安全だと油ゆ断だんしていた。……申し訳なかった」

「あなたが狙われるのはどうでもいいんですよ！　殿下は強いからいいけど、モニカ様さえ無事なら俺だってこんな心配……」

　ジェラルドが片手で会話を止め、マーシュはすぐに口をつぐんだ。

　階下から、誰かが階段を駆け上がってくる。

「マーシュ様！」

　上がってきたのは副長だった。背後にもう一人近衛騎士を連れている。

　その騎士の顔を見て、マーシュは眉まゆを寄せた。

　彼はこの旅に同行していない、騎士長ロベルトと共に王都に残っている騎士だった。

　副長は慌ただしく踊り場に上がってくる。

「騎士長から早馬です。マーシュ様にも知らせた方がいいと思い……」

「兄さんから？」

　今頃はカゼルラでパエトン男だん爵しやくの接待中のはずだろう。ペンテレイアに向けて旅立った時から定期的に連絡は受けていたが、いつもは副長を通して聞いている。こんなふうに直接呼ばれるのは初めてだ。

　少し困ったような副長の前で、伝令係の若い騎士は折り目正しく一礼する。

「申し上げます。オルディアーナ様がオークハルト侯こう国こくにお輿こし入いれなさるため、ヴァルダンにお戻りになられます。パエトン男爵と騎士長麾き下か一同は姫ひめの護ご衛えいのためにヴァルダンへ同行致しますゆえ、そちらでアレクシス殿下と」

「ごめん、もう一回」

　マーシュは思わず遮さえぎっていた。

　聞き間違いかもしれない。それ以前に内容が理解できなかった。

　目を閉じて集中するマーシュに、伝令は律りち儀ぎに繰くり返す。

「護衛のためにヴァルダンへ同行致しますので、そちらで」

「いや、その前」

「は？　は、あの、オルディアーナ様がオークハルト侯国にお輿入れなさるためヴァルダンへお戻りに」

「ははははははは」

　突然笑い出され、使者は固まり沈黙した。

　側で聞いていたジェラルドとライがびくっと肩かたを揺ゆらし、副長も凍こおり付いた。ウィトスだけが「急なお話だねぇ」と感想を述のべる。

　マーシュは腹を抱かかえて笑った。

　おかしくてならなかった。身をよじり、目め尻じりに浮かんだ涙を拭う。

「ははは、お輿入れする方を送ってくの？　兄さんが？　こりゃ傑けつ作さく」

　ひとしきり笑った後、別人のように空色の瞳が険けわしくなった。

「また譲ゆずったっていうのか!?」

　その後の盛せい大だいな舌した打うちを、品のいい副長は聞かなかったことにした。

　兄の姿が目に浮かぶようだ。どうせ引き止めもせずに、それどころか後押しするようなことを言ったか、言わなくても考えたに違いない。あまつさえご丁てい寧ねいに恋こい敵がたきの元へ送り届けるだと？

（冗じよう談だんじゃない！）

　怒りのまま、ライに嚙かみ付くように言い捨てていた。

「申し訳ありませんが、ディア様の縁えん談だんは破は談だんとさせて頂きますよ」

「当然だ。俺の寿じゆ命みようも延のびるしな。二人に結婚されて困るのはこっちだ」

　軽かる口くちを叩くがライの目も笑っていない。

　何か言ってはいけないことを伝えたと思ったのか、直ちよく立りつ不ふ動どうのままの伝令係に、ライは素早く視線を移す。

「今はまだカゼルラにいるのか？」

「はっ。ですが私が戻るころにはラベンナ公国に入っているはずです」

「その後の進路は？」

「ラベンナからオークハルトに入り、ヴァルダン王都へ向かう行こう程ていでございます。なにぶん、姫君をお連れしての旅のため、進行はゆったりとしております」

「よし。このレビ砦からラベンナなら三日あれば駆けられるな？　こいつを、ジェラルドを連れて行ってくれ。一いつ刻こくも早くだ！」

　ぐいと押し出され、ジェラルドは顔色を変えた。

「ライ様！　冗談ではありません！　私があなたのお側を離れるなど！」

「ジェラルド、オルディアーナのところに行ってくれ」

「ですが！」

「頼む！」

　あまりに真剣な声に、ジェラルドは言葉を飲み込んだ。

「カゼルラから動くなと言わなかった俺の読み違いだ。オルディアーナに万が一のことがあってからでは遅い」

「ライ様！」

「オルディアーナと合流するべきだ。ヴァルダンで待つ」

　非ひ難なんの声にもライは揺るがなかった。

　主しゆ従じゆうはしばらく睨み合ったが、やがてジェラルドが折れた。不本意なのを隠かくすこともせず一礼し、伝令の騎士を連れて消える。

　ジェラルドと騎士の二人を送り出し、マーシュはにっこりと微笑んだ。

「では、我々はバルマ王を脅おどしに行きましょう」
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　休むことなく走り続けたモニカ達は、馬が潰つぶれる前になんとか北東部の町に入ることができた。

　幾いくつもの旅の馬車が停てい留りゆうする町の広場で、アレクは馬から飛び降りる。

「モニカ！」

　大おお勢ぜいの人目も気にせず抱き寄せられたが、モニカは大人しくその胸におさまった。

「ごめん、アレク……！」

　助けに来てはいけない、と言わないといけないのに言えなかった。

　窒ちつ息そくさせるような強さで抱き締しめられているのに、いつものように逃にげようという気が起きない。それどころか自みずから腕うでを回していた。

　広い胸に縋すがり付き、モニカは目を閉じた。視し界かいがぐらぐらしていたのだ。馬から降りたのに、まだ走っているような変な感覚がする。

　倒れそうなモニカに気づいたのか、アレクはとんとんと子どもをあやすように優しく背中を叩き、囁ささやいた。

「もう大丈夫ですよ。みんな無事です。レームも戻ってきたし、ライ達もレビ砦に戻しました」

「森に残ったみんなは……」

「子どもじゃない。バルマに危険があると判断すれば、私の命令がなくともレビ砦に戻ります。あなたは何も心配しなくていい」

　怪我は。敵兵が増えたり、誰かが命を落とすような大おお事ごとになっていないだろうか。

「大丈夫。私の近衛があの程度の輩やからに負けると思いますか？　ありえませんから安心してください」

　心配事は尽つきなかったが、気休めなどではなく本気で断言され、モニカもやっと力を抜いた。乱みだれていた鼓こ動どうが少しずつ静まる。

「ここはルッカと言って、このまま東に進めばヴァルダンの北部に入ります。怖かったでしょう？　少し休みましょう」

　ここが小さな村ならすぐに出ないといけないが、幸いにしてそれなりに大きな町だ。モニカ達のように西からではなく、東から入ってきた旅人も多い。アレクもそれを承知の上でこの町を進路に選んだのだろう。

「ありがとう、アレク」

　大きく息を吐き落ち着いた声で微笑むと、アレクもほっとしたように腕を解といた。

　側で控ひかえていた、あちこち服を切り裂さかれ血もついているルドルフに目を向ける。

「ルドルフ、怪我はどうだ？」

「全て軽けい傷しようでございます。それよりも殿でん……いえ、アレク様。なんとお詫わびをすれば……！」

　モニカを守ったルドルフに詫びられアレクは不思議そうにするが、モニカはどきりとした。

　ルドルフは、命を狙われているのは自分だと言った。それが本当だとすれば、モニカが巻き込まれたことに対しアレクは怒り狂くるうだろう。

　黙っておいた方がいいのではと目め配くばせしたが、ルドルフはかすかに首を横に振った。

「事情をご説明いたします。どこか人払いできる宿にでも入りましょう」

「そうだな、馬も休ませなければ……」

「それはいいけど、二人ともお金持ってるの？」

　簡単に宿に入るというが。

　アレクはもちろん、ルドルフもモニカの素そ朴ぼくな疑問に「あっ」という顔をした。どうやら手持ちはないらしい。

　宿や薬どころかパンひとつ買うお金もない。着替えもしないと、血のついたルドルフと町民にしては派は手でなアレクの出いで立ち、そしてほつれたドレスのままのモニカは異い色しよくだ。

　気持ちも体も落ち着き元気の出たモニカは、ドレスの腰こし帯おびに突っ込んでいた剣を外しアレクに預けた。

「わかった。私がお金作ってくるからちょっと待ってて」

「待ってください、モニカ！　あなた一人で行かせるわけにはいきません！」

「姫、お金を作るとはどうなさるおつもりなのですか!?」

　焦あせって引き止められ、モニカは目を瞬またたく。

「どうって、そこの路ろ地じの」

　店に……と続けようとすると、アレクがハッと顔色を変えた。

「臓ぞう器きですね？　路地裏には人の臓器を売買する闇やみ商人がいるというマーシュの話は」

「噓うそに決まってる!!　どんな危険な町!?」

「モニカ様、闇商人の店はやはり夜でないと開かないのでは」

「闇商人、店は持たない!!」

　仮に闇商人がいたとしても呑のん気きに店を構かまえたりはしないだろう。

　臓器を否ひ定ていされ、アレクは必死でモニカの肩を抱いた。

「そ、そんな嫌いやです！　あなたが囮おとりになって男を路地裏に誘い私達で仕留め」

「ないから!!」

「ですがマーシュが！」

「またマーシュか！」

　分かっていて余よ計けいな知識を吹き込んでいるに違いない。二人のうちどちらがどちらで遊んでいるのか、よく分からない主従関係である。

　この方法も正解ではないと知り、アレクは驚きのあまり目を見み張はった。

「では庶しよ民みんが不ふ当とうに金銭を得える手段が他にあるんですか？」

「……アレクは庶民を誤ご解かいしている」

　なぜ正当な手段が思い浮かばないのか。きっとアレクにとってお金は「稼かせぐもの」ではなくてそこに「在ある」ものなのだろう。

　ルドルフにまで同じような反応をされ、モニカはため息をつくと近くの路地を指差した。

「臓器は売らないし誘い込んでタコ殴なぐりもしないから。そこに硬こう貨かが描かかれた看板のお店があるでしょ？　あそこに行ってくる。闇のお店じゃないし、危ないことは何もないから少しだけここで待ってて」

「そんな！　危険です！」

「モニカ様、せめて扉の外で待たせてください！」

　アレクもルドルフも真顔だ。お店に入るのになんの危険があるのか貴き族ぞくの思し考こう回かい路ろは不明だが、二人が主張を曲げないので好きにさせた。

　まずは路ろ銀ぎんの調達だ。

　モニカは乱れた服を整え、体の変化によって破やぶれた箇か所しよをそれなりに隠す。結っていた亜あ麻ま色いろの髪を解ほどいて腰まである長い髪をたらし、なるべく体型が隠れるよう胸元や肩を覆おおった。鎖さ骨こつは出てしまっているが、なんとかいけるだろう。

　こうして男の体になってしまった以上、女性らしい仕し草ぐさだけが頼みだ。

　自前の長い髪を武器に、モニカはお淑しとやかに換かん金きん屋やに足を踏み入れた。




　　　　　　　　　　[image: ]




「はーい、入ってもいいよ！」

　宿の一室で扉の外に声を掛ければ、アレクとルドルフがそろりと部屋に入ってくる。

「おお！」

　声の響きは違うが、二人はモニカの姿に同時に感かん嘆たんする。

「可愛かわいいですよ、モニカ！　どこからどう見ても町の少年です！　ああ、ペンテレイアを思い出します……！」

「……本当に少年だ……。先ほどまで少しも気づきませんでした」

　ルドルフは呆ほうけたようにモニカを見つめる。すでにレームの変化を見ていたルドルフは、魔道によって男性に変わったというモニカの説明も疑うことなく信じてくれた。

　ドレスを脱いだモニカは、綿めんの下した穿ばきと前開きの半はん袖そでの肌はだ着ぎ、上から袖のない、尻しりまで隠れるほどのチュニックにベルトをしている。バルマでは一般的な格かつ好こうらしく、どの店にも置いてあったのだ。

　長い髪は一つにまとめて結い、腰には剣を差している。男になったといっても女性と間違われそうな容よう姿しだが、剣のおかげでやや男性寄りになった。

「じゃあ、二人も着替えて。ルドルフは腕の怪我診みるから上は脱いでてね。傷口洗うお水もらってくるから」

　言い残して、モニカは部屋を出た。

　ここはルッカの町でも一番大きな、一番客の出入りのある宿屋だ。換金屋にてモニカは困った風ふ情ぜいで「旅行中に襲われ供ともの者とはぐれました。手持ちがないのでこのドレスについている宝石は売れますか？」と真しん珠じゆやらダイヤなりを差し出したのだ。主人は「相そう場ばが違う！　もっと高く！」とふっかけたりしないモニカにたいそう喜び、それをお嬢じよう様さまらしい育ちの良さと世間知らずと取ったらしい。男だと疑うこともなく宝石を買い取ってくれた。三人はそうして手に入れたお金で薬を買い、服を買い、宿に入って今に至いたるのだ。

　階下の厨ちゆう房ぼうにルドルフの傷を洗うための水をもらいに行ったが、宿の誰も先ほどのドレス姿のモニカと今のモニカを結びつける者はいなかった。顔を覚えられないように大きな宿を選んだのも幸いしたらしい。

（ただでさえ目立つんだから）

　ルドルフはともかく、アレクの見るからに王子様な服装と顔をなんとか誤ご魔ま化かさなければいけない。

　首しゆ尾びよく水を手に入れたモニカは部屋に戻り、扉を叩く。

「二人とも、着替え終わっ……」

　一言断り部屋に入ったモニカは、愕がく然ぜんとした。あまりのことに水みず桶おけを取り落としそうになった。

　部屋の中央にはアレクが立っていた。

　売っていた服の中でも一番地じ味みで簡かん素そな綿の上下に、上からモニカの物と同じようなチュニックを着ている。服だけは完全な町人、いやその地味さにおいては村人と言ってもいいかもしれない。

　だが首から上が違った。

「……に、似合わない!!　浮いてる！　顔だけ浮いてる！」
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　うっかり扉も閉めずに叫んでしまい、ルドルフが慌てて扉を閉じる。

　これほどとは思わなかった。顔がいいから何でも着こなせると思えば大違いだ。首から上どころか、体も服に合っていない。寸すん法ぽうがという意味ではない。全身から発せられる高こう貴きな雰ふん囲い気きに合っていないのだ。

（明らかに町人じゃない！　町民を装ったうえ装いきれてないただの貴族だ！）

　このままでは一歩宿を出た途と端たん注目されてしまう。いや、宿の中でも従じゆう業ぎよう員いんや客の視線を集めてしまうに違いない。

　しかし本人はこの格好がいたく気に入ったようで、うっとりしている。

「似合わなくてもかまいません。あなたが私のために買ってくれたんですから」

「似合わないと困るの！」

　しかも買った金はアレクから貢みついでもらったドレスの宝石を売った金だ。無情な連れん鎖さである。

「と、とにかくアレクの服は後で考えるよ」

　まずは怪我の手当てだ。モニカは、羽は織おったシャツを乙女おとめのように前でかき合わせているルドルフの右側に座った。

「貴き婦ふ人じんの前で肌を晒さらすのは……」

「そんなに照れなくても男の裸はだかなんて見慣れてるから」

「姫!?」

「姫って呼ばない」

　水で傷口を洗いながら、モニカは少し考えた。

「外に出たらミラって呼んで。この先、僕は男でミラだ」

　このなりで「モニカ」では怪あやしまれる。

　上衣を剝はぎ取られ、ルドルフは焦りながら包ほう帯たいを奪うばい取ろうとしてくる。

「それは了りよう解かい致しますが、手当ては自分で……。あなたのお手を煩わずらわせるのは」

「いいから。利きき手じゃないからやりにくいでしょう」

　元兵士のモニカにとって、傷の手当てなど何ほどのものでもない。知識として教え込まれている。

　厚手の騎士服のおかげか、ルドルフの傷は浅く出血はすでに止まっていた。発熱している様子もなく、モニカは患かん部ぶをきれいにし、薬を塗ぬって包帯を巻いていく。

　手当てされるルドルフをものすごい形ぎよう相そうで睨みつけていたアレクは、一通り手当てが済んだのを見計らって声を掛けた。

「さきほど話すと言っていた事情とは？」

　モニカは包帯と薬を片付けると、ベッドに腰掛けるアレクの隣となりに座った。単純に喜ばれたが、これはアレクが怒りに行動を起こしたときの制せい御ぎよ役だ。

　モニカの心情を読んだのか、ルドルフは覚かく悟ごを決めたように顔を上げた。

「私はルドルフ。ルドルフ・モーゼ・オークハルトと申します」

「オークハルト？」

　繰り返しつぶやいたモニカは、聞き覚えのある名に記き憶おくを反はん芻すうした。

（それってマリアの……）

　マリアとは、縁えんあって友人になったカゼルラの侯こう爵しやく令れい嬢じようだ。アレクとモニカの共通の幼友達ヨシュアの婚約者だが、過去に彼女と縁談のあった相手がオークハルト侯国の嫡ちやく子しだと聞いたことがある。

　同じく、思い当たったアレクも眉をひそめた。

「なぜオークハルト侯国の跡あと取とりがこんなところへ？　ライの護衛をしているのはどういうわけだ」

「アレクシス殿下。殿下は今、ヴァルダンで持ち上がっている問題をどこまでご存ぞん知じですか」

　アレクはしばし黙ったが、小さく口を開いた。

「サウル王太子殿下のことか？」

　属ぞつ国こくと他国の要人が語り合う内容ではないが、今は非常時だ。ルドルフに視線を向けられ、モニカも肯こう定ていの意味でうなずいた。

「現在ヴァルダンでは、次代の王太子位を巡めぐって二つの公こう爵しやく家けが対立しております」

　一つが、長く王家の外がい戚せきとして君くん臨りんしてきたオデリージ家。国王べルナルドの亡なき妻も、現王太子サウルの正せい妃ひもこの一門の出身だ。近きん親しん婚こんを繰り返し、ヴァルダンでは「もう一つの王家」と言われるほどアディマーリ王家と関わりがある。

　そしてもう一つがモーリット家。同じ公爵位といっても大たい公こう家けであるオデリージ家には及およばぬ格だが、ここにきて張り合うほどの勢力をつけてきた。

　全てはモーリット公爵令嬢マルキアがサウルの子を身ごもったからだ。

　次の王太子にはオデリージ一門のカーライルか。モーリット公爵令嬢に男児が生まれればそちらになるのか。それが争点であることはモニカも知る話だ。

「アレクシス殿下とモニカ姫、お二ふた方かたはどうお思いでしょうか？」

　ルドルフの問いに、アレクとモニカは顔を見合わせた。

「当然のことながらライだろう。モーリット家の強さは一時の物だが、オデリージ家の強さは本物だ。そのオデリージ家の令嬢とライは婚約しているのだから、ライがいる限り権けん勢せいは揺らがない」

「そのモーリット公爵令嬢に男の子が産まれていれば私も分かるよ？　でも女の子かもしれないし、そもそも争うのが早すぎると思うんだ」

　なぜ対立が起こるのか、モニカも不思議だった。

　ライは長ちよう子しであるばかりか、サウルの正妃の子だ。いかにマルキア嬢の身分が高かろうが、妾めかけから生まれた子は庶しよ子しでしかない。仮に男児が産まれたとしても、ライを押しのけるのは容よう易いではないだろう。

　ルドルフは二人の答えに納なつ得とくし、うなずいた。

「そのとおりです。ですがモニカ姫、モーリット家にとって子が産まれるまで待っていては遅いのです。今すぐでないと、彼らは政権を引き寄せることができない。カーライル殿下のご婚約者ローレンシア姫が行方ゆくえ不ふ明めいとなり、マルキアが懐かい妊にん。そしてヴァルダン王家に未婚の、しかも敵対するオデリージ一門ではない王女がいて、その王女と結婚できるモーリット家に連なる未婚の男子がいる今でないと」

「ちょっと待った」

　モニカは止めた。

　何かいろいろ言われた。頭の中で整理しているうちに、アレクが先に反応した。

「ローレンシア姫が行方不明だと？」

「アレク、知ってるお姫様？」

「……名前だけは。リディの従い姉と妹こにあたるんですが、社しや交こう界かいには一いつ切さい出ずに変わり者と言われた方でした。もともとローレンシア姫の姉君がライの婚約者だったんですよ。残念ながら姉君は病気で若くしてお亡くなりになったんですが……。ルドルフ、ローレンシア姫はいつから行方不明に？」

「アニス姫がお亡くなりになってすぐです。望んでの失しつ踪そうのようで、ほぼ半年手掛かりがありません」

　ローレンシア姫の姉姫はアニスと言うらしい。

（ってことは、お姉さんが亡くなったから妹さんにライ様の婚約者の座が回ってきたんだ）

　それがいいことなのか悪いことなのか、本人達を知らないモニカには分からない。だが自ら失踪するということは、喜んではいなかったのではないだろうか。――もちろんそれが失踪の理由と決まったわけではないが。

「オデリージ家にカーライル殿下と釣つり合うような、他の姫はいません。ローレンシア姫が見つかり、ライ様と結婚するのが先か、私がヴァルダン王家の姫と結婚するのが先か。今はその戦いになっています」

「ということはルドルフ、君はモーリット公爵家と縁続きなのか？」

「はい。私の母であるオークハルト侯こう妃ひがモーリット公爵の妹なのです。私は公爵の甥おいにあたり、マルキアとは従い兄と妹こ同士になります」

「どうしてルドルフが結婚することが大事なの？」

　なんの関係もないような気がするが、ルドルフは忌いま々いましげに顔を歪ゆがめた。

「まだ公おおやけにはされておりませんが、この結婚はオークハルト侯爵家が王女を妻にもらうのではなく、私がアディマーリ家に婿むこに入るのです」

「うん」

「私は王位継けい承しよう権けんを得られます。ライ様が死ねば王家に連なる唯ゆい一いつの男子になります」

「……！」

　モニカは絶ぜつ句くしたが、すでにその考えに行き当たっていたアレクは剣の柄つかに手をかけていた。キンと澄すんだ音が鳴り、鍔つばが鞘さやから浮く。

「アレク!!」

　モニカが悲鳴のように叫んだときには遅かった。

「狙われたのはお前だったのか――！」

　アレクの構える長ちよう剣けんの鋭するどい切っ先が、ルドルフの喉のど仏ぼとけに突き付けられていた。

「アレク、やめて!!」

　瞬きもせず見つめる薄うす紫むらさきの瞳は冷ややかに、だが、抑おさえきれない怒りに燃えている。

　今にも剣先が喉を貫つらぬきそうに見え、モニカはとっさにアレクに抱きついた。剣を摑む手を上から押さえる。

「アレク、落ち着いて！」

「なぜ黙っていた」

　相手は怪我人だ。怒りを露あらわにしている恋人に縋って何とか剣を戻させようとするが、現在は男であるモニカの力でもびくともしない。

　アレクはぎりぎりと歯は軋ぎしりしながらうめくように言った。

「――知っていればモニカを連れて来たりはしなかった!!」

　ルドルフは浅い呼こ吸きゆうを繰り返しながら仰のけ反ぞり、首の皮一枚に迫せまった切っ先を前に声を震わせた。

「も、申し訳ありません……！　あなた様が……カゼルラの王太子殿下が同行する旅で襲われるわけがないと、私とライ様は、往きさえ躱しきれば安全だと甘く見ていたのです……！」

「ベルナルド陛下がモニカに会いたいと言ったのは本当か？」

　殺さつ気きだった問いかけに、ルドルフの額から汗が流れ落ちる。

「まさか、モニカもいれば安全性が高まると思ったわけではないだろうな!?」

　傷つけてはいけない人物、人ひと質じちにも取れない人物が増えるのは、ライとルドルフの安全にも繋がる。

　だが、今回においてはその効果はなかったのだ。なんとか「違う」と答えて欲しいのに、ルドルフは馬鹿正直に無言の肯定をしている。

　モニカは必死で縋りついた。

「アレク！　私は来てよかったよ。私のいないところでアレクが危ない目に遭あったかもしれないなんて、それこそ耐たえられない！　こうして一緒にいられてよかった。私は足手まといだったけど……」

　結局アレクに助けられている。

「――モニカ」

　硬かたい声で返され、モニカは思いつめた顔で言葉を被かぶせた。

「アレクが怒るのも分かるよ。何の役にも立てなかったし、私を守ることでみんなの危険を増やした」

「…………」

「でも後で聞かされるのは嫌なんだ！　アレクの側にいたい」

「…………本当にそう思っているんですか？」

「ごめん。そもそも私のせいでアレクがこんな目に遭ってるのに……。でも」

　モニカは翠すい緑りよくの瞳を潤うるませた。

「アレクと一緒にいられてよかったって思ってる……！」

「モニカ！」

　アレクが驚きに目を見張った。

「……モニカ!!　いいえ、勝手に助けに来たのは私なんです……！　あなたがそんなことを気にする必要はない！　一緒にいられてよかった……！　一緒にいられて!!　あなたからそんな言葉を掛けてもらえる日が来るなんて……!!」

　剣を摑むアレクの手から力が抜ける。モニカはここぞとばかりに笑顔でうなずいた。

「うん、アレクがいてくれてよかった。ルドルフを助けられたのも、アレクがいたからだよ」

「私がいて……よかった……!?」

「アレク、強いから。馬で逃げる隙すきができたのも、追っ手を振り切れたのも、お金が手に入ったのも、こんな高い部屋に入れたのも着替えがあるのもパンが食べられるのも全部アレクがいたからだよ！　アレクありがとう！」

「ありが、とう……!?」

「アレクが行くなら私も行く!!　私達はいつだって一緒だよ!!　愛し合う世界は二人のために!!」

「モニカ――ッ!!」

　だんだん何を言っているのか自分でも分からなくなってきたが、モニカは拳こぶしを振ふり上げて叫んだ。

「もうアレクのこと以外考えられない!!　アレク大好き愛してる!!!」

「ふおおおおおおおおおっ!!」

　もうやけくそだ。しかしその甲か斐いあってか、感激に体を震わせるアレクにもはや怒りの気配はない。剣は完全にルドルフから離れた。

（や、やった……なんとか元に戻した）

　ふーっと一仕事終えて額の汗を拭えば、いつの間に椅い子すから転げ落ちたのか、床にへたり込んだルドルフが怯えた目でモニカを見つめていた。目が合うと素早く逸そらされる。

「ルドルフ、椅子に座って。アレクはもう怒ってないよ？」

「は、はっ！　恐きよう悦えつ至し極ごくにございます、女王陛下！」

「どうしたの、ルドルフ？　女王様なんてここにはいないよ？」

　どうやらアレクの変化に混こん乱らんしているようだ。

　すでに落ち着きを取り戻したアレクは、慈じ愛あいの天使よろしく微笑む。

「すまなかったな、ルドルフ。モニカの身が危険に晒され取り乱してしまった。許してくれ」

「はっ……！　もったいない仰おおせでございます。私のほうこそ申し訳ありませんでした」

　ルドルフもなんとか平静を取り戻し、モニカは気になっていたことを口にした。

「で、今更なんだけど……もしかしてライ様とルドルフ、二人とも狙われてるの？」

　先ほどの話の流れでは、ライが死ねば都合がいいという意味だった気がする。

　怖こわ々ごわと椅子に座りなおしたルドルフは肯定した。

「そうです。私はオデリージ家に、ライ様はモーリット家に命を狙われているのです。本当はカゼルラに行くまでに片を付けるつもりだったのでしょう。ですがカーライル殿下は私からの情報によりそのことを事前に知り、アレクシス殿下に予定変更の密みつ書しよを送り暗あん殺さつ者しやをまいたのです」

　モニカもアレクも口を閉ざした。ライの気まぐれにはそんな背景があったのだ。

「オデリージ家にとって邪魔なのは私とオルディアーナ姫。モーリット家にとって邪魔なのはライ様とローレンシア姫。どちらも互いに死守しなければいけない人物はその反対です」

「待った待った待った、ちょっと待った！」

　モニカは本日二度目の待ったをかけた。あまりにさらっと言われ納得しかけてしまった。

「オルディアーナって言った!?　結婚するヴァルダン王家の姫ってディアのこと!?　駄だ目め、ディアとは結婚しちゃ駄目!!」

　やっとロベルトとも仲良くなり、ティマエスも前向きに考えてくれて、これからなのに。

　だが、ルドルフは視線を落とした。

「申し訳ありません、姫。こればかりは私が決められることではない」

「そんな！　ディアが政略結婚なんて！」

「モニカ。このことに私達は口を出してはいけません。たとえ私の父上でもこの決定を覆くつがえす力はない。オルディアーナ姫はあくまでヴァルダンの王女なのですから」

「そんなこと言わないで！　お願い、アレク!!」

「婚約解消しろ、ルドルフ!!」

「早っ！　変わり身早い！　待って、希望を言っただけだから！」

　あっという間に意見を翻ひるがえされ、モニカの方がぎょっとした。うかつにお願いと口にできない。改めて、ティマエスに「心正しくあるように」と忠告されたことを思い出し、モニカは訂てい正せいした。

　しかしルドルフは少し笑いながら顔を上げた。

「もちろん、オークハルト侯国のために婚約解消は必ずします。ただ、今は具体的に何をすれば事じ態たいが変わるのか分からない。まずはオルディアーナ姫と直接お話ししたく思います」

「そ、そうなの？　それは私も嬉うれしいけど……どうしてディアなの？　他の結婚していないお姫様は……」

　現在ヴァルダン王国の姫は八人。その中で結婚していないのはリディとディアを除のぞけば二人だけだ。第二王女のロクサーナ、第四王女のラティーナである。

「第二王女のロクサーナ殿下はオデリージ家に縁があります。この時点で今回のモーリット公爵の計画から除外されます。そして第四王女のラティーナ殿下はオデリージでもモーリットでもありませんが、簡単には動かせない方なのです。祖そ父ふ君が王国の大だい神しん官かんであり、姫君ご自身もすでに神しん籍せきに入り神殿にお住まいですので」

　モニカは知らず、ひぇー……っと声に出していた。

　父方の祖父は国王、母方の祖父は大神官とは、聞いただけで圧あつ倒とうされる姫君だ。

「アレクはラティーナ姫とお会いしたことあるの？　やっぱり美人？」

「そうですね。私は八人の中で一番美しい姫だと思いましイハハハハハ」

　無意識に手が伸び、アレクの頰ほおをつねってしまっていた。

「ご、ごめん！　つい！」

「はぁはぁ、痛い……！　いいんですよ、焼きもちでしょう!?　もっとしてください！　あなたの前で他の女性を褒ほめるという愚ぐを犯おかした私にどうぞ罰ばつを！」

「でも婿に継承権ってちょっと変な話だよね？」

「放置!?　ここで放置ですか!?」

　身み悶もだえるアレクを無む視しして、モニカは唇くちびるに拳を当てた。

「だってすでに降こう嫁かしたお姫様は無理だとしても、お婿さんに継承権が与えられるならエリオでもいいことになる」

　アレクの弟、エリオと婚約している第一王女のリディはオデリージ家に縁がある。オデリージ公爵家がエリオを婿に取り、継承権を主張してもいいはずだ。

　しかしルドルフは即そく座ざに否定した。

「姫、それは貴族だけでなくヴァルダン国民も黙ってはいません。当のオデリージ公爵もいい顔をしないでしょう」

　目を瞬けば、アレクが説明してくれた。

「仮に私が父上から王位を譲られカゼルラ王に即位したとします。そして何らかの理由でヴァルダンにも王位の交代が起きたとき、ヴァルダン国王にはエリオが立ちます。――モニカ、あなたがヴァルダン国民だとしてどう感じますか？」

「……カゼルラが総取り」

　まるで属国だ。愛国心が強ければ強いほど反発も大きくなるだろう。

「じゃあ第二王女のロクサーナ様は？」

「賭かけになりますね。ヴァルダンの継承順位はあくまで直系男子です」

「マルキア嬢に男の子が産まれれば、そっちになるんだね」

　ロクサーナはあくまで保険だ。オデリージ公爵家にとって、カーライルを守りきることが最重要になる。

「今までにこんなことはなかったの？」

　過去にあってもおかしくない争いだが、アレクはなんとも言えない顔をした。

「オデリージ家が強すぎたんですよ。どの王子を後継者に選んでも、どの姫を選んでも全てオデリージ公爵家の血を引いていた。それに、母親の違う年の近い姫が複数なんていう事態もありえなかった」

「それもそうだね……」

　どう考えても異常だ。ルドルフは低い声で苦々しくつぶやく。

「いろいろなことが重なりすぎてしまったのです。オデリージ家が強すぎたことも対立の起こった理由の一つでしょう。マルキアがサウル殿下の子を身ごもったことで、モーリット家は対オデリージ家の旗き手しゆになってしまった」

　政権を、長年独占してきたオデリージ家から引き離すことができるかもしれない。

　同じ考えを持つ貴族がモーリット家に賛同し、もっと有あり体ていに言えばオデリージ家に不満を持つ貴族達がモーリット側に流れたのだ。

「もしもライ様に何かあり、ロクサーナ殿下の婿君とオルディアーナ殿下の婿である私が継承権を競うとき、伯父は……モーリット公爵はサウル殿下の寵ちよう愛あいを頼たよるつもりなのです」

　ルドルフは唇を引き結んだ。

「――ですが、誰もかれも思い違いをしている。サウル殿下はマルキアを愛していない。ただ関係を持ったから、マルキアが勘かん違ちがいして思い上がっているにすぎないのです。サウル殿下のマルキアを見る目は、まるで自分にたかる蠅はえを見るようだ。どうして誰もあの目に気づかないのか、私には分からないのです。……サウル殿下の寵愛を前ぜん提ていにこの話を進めているのだから、上う手まくいくはずがない。殿下は八人も姫君を儲もうけつつ捨てているのですよ？　マルキアは自分だけが特別だと思い過ぎている」

　従妹への言葉は辛しん辣らつだが、ルドルフの表情は苦く悩のうに満ちていた。

「モーリット公爵家やオークハルト侯爵家は、私がヴァルダン王になることを夢見ているのです。……でも、そんな夢を見てはいけない。自分の手の中にあるもので満足しないと、それ以上を求めても破は滅めつするだけです。家のためならロクサーナ殿下との婚約が最良だったし、私も異い存ぞんはなかった」

「ルドルフ……」

　アレクは可か哀わい想そうなものを見るように、ルドルフを見つめた。

「あの嗜し虐ぎやく性せいの強いロクサーナを憎にくからず思うとは……。君はもしかしてそういう趣味の男なのか」

「殿下、捏ねつ造ぞうはおやめください。お願いします、今そんな話の流れではなかったでしょう」

「ロクサーナ姫ってそうなんだ！　ルドルフもそうだったんだ！」

「モニカ姫、話を広げるのはおやめ下さい！」

「被ひ虐ぎやくのオークハルト侯こう子し！　これはイケる!!」

「どこにイクのですか!?　助けてください殿下！　モニカ姫を止めてください!!」

「そもそもこの話が出た原因は私なのだが君はそれを踏まえて私に助けを求める、と」

「なぜ突然冷静な分ぶん析せきを!?　なんですか、あなた方の周りの人間はどう話の収しゆう拾しゆうをつけているのですか!!」

「でもディアなら安全だよね？　カゼルラにいるんだし」

「モニカ、パエトン男爵が来るのを忘れましたか？」

「しかも勝手に話を終わらせる！　これがカゼルラの国民性か！」

　好きに話を飛ばすのが国民性と思われては厄やつ介かいなので、二人してルドルフをなだめた。

「じゃあ、パエトン男爵はディアを連れて帰るために来たって思っていいのかな？」

　アレクはうなずく。

「恐らくは。ロベルトや父上がどう対たい処しよするかは分かりませんが。とにかく私達も動きましょう。私の隊がルーニアのレビ砦まで退たい却きやくしたことを考えれば、敵の方が行動は早いでしょう。今日中にルッカを出て、もっと大きな町に移った方がいい」

　モニカ達は襲しゆう撃げき者しやの全容を知らないが、依頼者に失敗の報は届いているだろう。近くの町はこのルッカしかないし、新たな手て勢ぜいが来る可能性は高い。

「アレク、本当なら次はペルサの町に行くって言ってたよね」

「ええ。ですが、決められた道そのままに行くのはよくないかもしれません。マーシュ達と合流したいのはやまやまですが、敵もそれを狙うでしょう。一番いいのは予定と全く別の場所で偶然落ち合うことです」

「………………」

　モニカもルドルフも言葉をなくした。

　こうなってみるとライは上手くやったと思わざるを得ない。予定とは違う道を通り、少人数で敵をやり過ごし、確実な味方であるアレクだけに落ち合う場所を指示したのだ。けれど今、モニカ達はその「確実な味方」を確定できないでいる。

　バルマの正規軍の代わりにあれが来たのだから、この町の役人に助けを求めたところで誰が味方で誰が敵かも分からない。今は三人だけで動くしかない。

「どこに行く？」

　バルマの地理に疎うといモニカが尋たずねれば、ルドルフは考え込んだ。

「少し遠いですがニムロドの町に行きましょう。そこまで行ければ大きいですし、ヴァルダンは目の前です。ここから南へ下った町なんですが」

「じゃあそこを目指そう。――その前に」

　モニカは改めてアレクを見つめた。首から下は村人でも首から上だけ王子様だ。

　ルドルフも変えように悩んだようで、苦し紛まぎれに提てい案あんする。

「髪型を変えてみればいかがでしょうか」

「髪型ねぇ……」

　もしゃもしゃと紫むらさきの髪をかき回してみた。アレクはなぜか幸せそうな顔で大人しくしている。

「姫……、いえミラ、これを」

「おお！」

　ルドルフが差し出したのは、モニカが変装用として適当に買ってきた眼鏡めがねだった。度数の入った硝子ガラスを外し、そろりと耳に弦つるをかけて装着させてみる。

「これは胡う散さん臭くさい！」

　鳥の巣のような頭に黒くろ縁ぶち眼鏡、服は村人だ。似合わない以上に変人になった。

　あれやこれやと、ルドルフと服を変えたりして、最終的に町のお兄さん風に落ち着いた。

「うん、村人よりは似合う」

　アレクは頰を染めてはにかんだ。

「あなたに装いを褒められたのは初めてです」

「………………ごめん、今度からちゃんと褒めるよ」

　マシだと言うだけなのだが、それでも嬉しかったらしい。モニカがドレスを着替えるたびに絶ぜつ賛さんしてくれるアレクだが、モニカはアレクを気にしたことはなかった。反省した。




　とにもかくにも着替えを終え、三人は寄り合い馬車の停留所まで行ってみた。

　誰か大人数の旅人に紛れて町を出ようと考えたのだが、驚くほど混雑している。この町の住人ではない三人もこれは常つねならざる事態だと考えたとき、隣から怒鳴り声が聞こえた。

「ああ？　出入り検査だと？　こちとら大おお所じよ帯たいで荷物も多いんだよ。なんとかなんねぇのか？　せめて道具は免めん除じよとか」

　見れば男が役人に食って掛かっていた。

　商人のような身なりだが、日焼けした顔は旅慣れた者特有の様子がした。詰め寄られた役人は面めん倒どうそうに、だが少し困こん惑わくしたように手で男を追いやる。

「こっちだっていきなり指令を受けたんだよ。文句があるなら偉えらい人に言いな。人殺しの強ごう盗とうを探しているらしくて、やけに念入りに調べてるみたいだけど」

（出入り検査？）

　強盗を探しているならモニカ達は無関係だが、アレクとルドルフはピクリと反応した。

（……ルドルフを襲った人はバルマ軍を装ってきたんだよね）

　装える、ということはバルマの誰かと何かしら繋がりがあるはずだ。襲ってきた敵が繋がりのある人物、もしくは雇やとい主ぬしにルドルフが逃げたことを告げれば、当然近きん隣りんの町を探そうとするだろう。それとも森から馬の蹄ひづめの後を追ってきたのかもしれない。

　モニカは隣の会話に割り込んだ。

「あの、出入り検査をしているのは本当ですか？」

「ああ？　なんだい坊主……」

　何の気なしにこちらを向いた男は突然目を見開いた。

　大げさな仕草にモニカの方が驚いて身を引こうとした途端、丸太のような腕が伸び、顎あごを捕とらえられた。

「おい、お前男か？」

　簡単に片手で顔を固定され、モニカと男は真正面から見つめあう。

　精せい悍かん、というほど品良くもないが野や卑ひではなかった。年は四十歳ほどか。もみあげから顎まで濃こい髭ひげに覆われているが、人ひと懐なつっこそうな茶色い瞳をしている。

　男はモニカの翠緑の瞳を凝ぎよう視しし、そして体つきを見て恐ろしげにつぶやいた。

「ありえんぞ、こりゃ。本当に男か？　えらい美少女だ」

　思わずぎくりとした。

　だがモニカが暴あばれるより早く、顎を摑む男の手が別の手によって引き剝がされた。

「気安く触さわるな。私の連れだ」

「アレク！」

　あっという間にアレクに腕を引かれ背後に庇かばわれてしまった。

　突然入ってきた黒縁眼鏡の青年に男は目を瞬かせる。

「アレク、待って！　何もされてないから！」

　もめごとはよくない。辺りの人々が注目しだし、モニカが慌ててアレクを抑えると、男が突然役人に片手を上げて声を掛けた。

「じゃあお役人さん、道具は勘かん弁べんな！　よろしく頼むぜ！　さあ兄ちゃん、準備の間あっちでしゃべろうぜ！」

「？　待て、私は……！」

　振り払おうとするアレクをものともせず、男はアレクの腕を摑んでずんずん広場を抜けていく。モニカとルドルフは置いて行かれないよう、小走りで後を追った。

　因いん縁ねんでもつけるつもりか、男はアレクを引き連れたまま細い路地に入っていく。

　そして唐とう突とつにくるりと振り返った。じ――っと、針はりに糸を通すかのような真剣な目でアレクを見つめる。

　睨み合っているかと思えばそうではない。アレクは不ふ機き嫌げんそうだが、対する男は興きよう味み津しん々しんだ。全身から顔、身なりを確認し、一言断りを入れてアレクの伊だ達て眼鏡を外す。

　途端にぎょっと仰け反った。

「おい、兄ちゃん！　あんたえらい男前だな！」

　髪はぼさぼさ、服装はお洒しや落れとは程遠い。だが男はアレクの男ぶりを見抜いたようだ。

　それだけでなく、ぽんぽんとアレクの体に触ふれて点検していく。見ていたモニカは冷や冷やしたが、アレクは相手に敵意がないことを察したのか、むっとしながらも大人しく触られていた。

　思う存ぞん分ぶん確認し、男は満足げにアレクを上から下まで眺めまわした。

「兄ちゃん、剣を使えるのか？　その腰に下げてるもんは飾かざりか？」

「実用ですよ。旅の途と中ちゆうです」

　アレクの剣はただの剣ではない。鍔と柄頭の宝玉にカゼルラの国章と王太子の紋もん章しようが刻きざまれており、鞘も宝石で飾られている。目立つため上衣の中に隠していたのだが、国旗ならともかく国章や王太子紋は庶民に分かるものではない。男も特に反応せず、今度はルドルフに視線を送った。

「ふーむ。後ろの兄ちゃんはどうだ、あんたもいい男だが剣は使えるのか？」

「もちろんです」

「坊主、お前は？」

「そこの二人ほどじゃありませんが、兵士をしていたことがあります」

　モニカは侮あなどられないよう、慎しん重ちように答えた。強いですと言えればいいが、さすがに噓くさい。このあたりが妥だ当とうだろう。

　考え込んだ男に、モニカはおずおずと尋ねた。

「あの、おじさんは商人さんですか？」

「ん？　ああ、まあ似たようなもんだ」

　あっさりした答えにモニカも考えた。

　男は大所帯と言っていた。仲間を連れた商人が剣を使えるか聞くということは、用よう心じん棒ぼうを探している可能性が高い。

「もしかして、護衛を探してるんですか？　僕達でお役に立てるようでしたら……」

　悪人には見えないし、商隊の仲間に入れてもらえれば……と尋ねると、はたして男は嬉しそうに言った。

「本当か！　護衛とはちょっと違うんだが、剣を使う仕事だ。なぁに、人を斬きったり危ないことじゃない。ニムロドまで行くんだが俺達と来てくれるか？」

「行きます！」

　行き先を聞いてモニカは反はん射しや的てきに答えていた。

「僕達も行くところだったんです」

「おお、そりゃ好こう都つ合ごうだ。すまねぇな、男手が足らねぇんだよ。男二人が好いい仲になってとんずらこきやがって、こっちは大だい迷めい惑わくだ」

「え……？」

　聞き間違いかと思ったが、男はニヤリと笑う。

「男二人な。なぁに、ヴァルダンじゃおかしなことじゃないさ」

「え？　え？　え？」

　混乱するモニカにアレクは苦笑した。

「ミラ、ヴァルダンでは同性の結婚が認められているんですよ。この国の結婚は宣せん誓せいです。神の代理人である神官の前で誓えばそれでいい。異性であろうが同性であろうが神官は等しく誓いを受理し、口を挟はさみません。結婚が簡単なかわりに離婚が恐ろしく面倒だそうですが」

　ルドルフも真顔でうなずく。

「属国の同性婚への意見はまちまちですが、宗そう主しゆ国こくに従う国が多いようですね。このバルマもそうなのだと思います」

「さすがに王侯貴族で堂々と同性と結婚する人はいませんけどね。高位の貴族ほど良くないことと捉とらえる人が多いようで、一族の誰かがそんなことに巻き込まれれば勘かん当どうものです。……が、愛人としてはよくあることです」

「そ、そうなんだ！」

　ディアやリディから各国情勢を勉強させてもらったが、そんなことまでは触れなかった。

　――知ったところで無関係なのだが。

「兄ちゃん達詳しいな。まぁ、そういうこった」

　アレクとルドルフの説明を聞いていた男は感心したように口笛を吹く。そして右手を差し出した。

「俺はイアソンってんだ。よろしくな」

　それぞれ手を取り自己紹介したとき、モニカの背後から影かげが差した。パラソルだ。持つ人間が長身のために影が差したらしい。

「団長ぉ、やーだ、ここにいたのぉ？」

　路地の入り口から、シフォンのドレスに白いパラソルを差した女性が現れたのだ。女性はパラソルの柄えを肩に当てたまま、細い路地でくるりと一回転する。

「見てぇ、このパラソル！　ちっさい町だけど可愛いのが見つかったわぁ」

「団長、みんな待ちくたびれてるわよ。さっさとこの町出ましょうよ」

　さらにその肩越しに顔を覗のぞかせた別の女性に、モニカは絶句した。

　彼女は厚く化け粧しようを施ほどこし、酒場の女かと思うような派手で扇せん情じよう的てきな衣装を身にまとっていた。緋ひ色いろの乳当てに薄い腰布、上から透すける素材の布を被っているだけだ。

　イアソンはムッとしつつ、アレクとルドルフを手で指した。

「お前らな、俺だって遊んでるわけじゃねぇんだぞ。その証拠にほら見ろ、キャサリン、シリー！　剣が使えるいい男を三人も捕まえたぞ！」

　イアソンはアレクを摑むと、ぐるりと強引に向きを変えさせた。

　キャサリンとシリーと呼ばれた二人は、「えー？」と言いつつアレクとルドルフとモニカに視線を移す。

　しかし興味がなさそうに向けられた瞳は、瞬しゆん時じにして輝きを帯おびた。

「ちょっとちょっとちょっとおおぉぉ！」

　ドレスの女、キャサリンが吠ほえた。バキッと音がして、か細いパラソルの柄が砕くだける。

　残念なことに、モニカは彼女達の眼がん中ちゆうにないようだった。視線は完全に、格好は変だが背は高く立ち姿もすっきりとしたアレクとルドルフに向けられている。

「いいじゃなぁーい！　あぁん、これは磨みがけば光るぅ！」

「あら、本当。これはすごいわ。顔もいいし剣も使えるなんて逸いつ材ざいね」

　シフォンのドレスから伸びた太い腕に、近い場所にいたルドルフが問答無用で抱き寄せられた。自身を軽く上回る広い胸に抱き寄せられ、ルドルフが叫びのようなうめきのような何とも形けい容ようしがたい悲鳴を上げる。キャサリンはルドルフよりも長身だった。

　細い通路に厚い肩をぶつけながら抱き合うキャサリン達を押しのけ、もう一人の女、シリーがアレクに肉にく薄はくする。

　イアソン以上にねちっこい視線をアレクに浴びせ、艶つややかな厚い唇で笑んだ。

「フフ……いい男じゃない。アタシ好このみだわ」

　青ざめたアレクが後あと退ずさろうにも、イアソンがそれを阻そ止しした。

　アレクの悲鳴が響いても、モニカには助けることができなかった。

　目も綾あやな衣装をまとった腕は丸太のように逞たくましく、白おし粉ろいで隠してもうっすらと見える、もみあげから顎にかけての青い髭の跡。




　現れた二人の女性は、肩も胸もモニカなど及びも付かない逞しさの――顎の割れた男達だった。
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「次！」

　馬車を役人の前に止め、イアソンは愛あい想そよく御ぎよ者しや台だいから降りた。

「どうもどうもー、劇団〝星の女神〟でございます。団長はわたくしイアソン、団員は十二人で舞台道具を含ふくめ幌ほろ馬車三台で旅をしております」

「よし。確認させてもらうぞ」

　イアソンの操あやつる馬車の幌を上げた役人は凍り付いた。

　中には女装した大柄な男達がでんと居座っていたのだ。

　緋色の乳当てで逞しい胸囲を隠し、薄い腰布から筋肉質な大だい腿たい筋きんを露ろ出しゆつさせたシリーは組んでいた脚を艶なまめかしく組み替えた。

「噂うわさで知ってるかもしれないけど、うちは女はお断りの演劇劇団よ」

「やぁだ、シリー姐ねえさん！　女しかいない、の間違いでしょ？」

　ウフフ、と柄の折れたパラソルを「持っただけで折れたわ」と店員に交換させたキャサリンが低く笑う。

　その後ろに隠れ、居並ぶ役人達の顔を見たモニカは息を詰めた。

（あの男だ！）

　森でルドルフを襲い、モニカに顔を蹴けられた男。焦こげ茶色の短い髪、そして何よりあの鋭い目つき。間違いない。

　視線を感じたのか、男もモニカを見つけた。とっさに視線を逸らしたが、男は明らかに「あっ」と声を上げた。女達を追い払い、馬車からモニカを引きずり出そうとする。

「お前、女だな!?」

　ギクリとモニカが息を呑のんだ瞬しゆん間かん、太い嬌きよう声せいが上がった。

「やだぁ、アタシのこと言われてるぅ！」

「ずうずうしいわよ、キャサリン！　言われてるのはアタシ！」

「ちょっと、ベラ！　劇団一の美女はアタシでしょ？　ねぇ、素敵なお役人さん、そうよね？　そうでしょう？　え、違うんか、オイ！」

　最後の一言だけドスの利いた声で言われ、男は冷や汗をかきながらシッシッとキャサリン達を追い払う。

「よ、寄るな！　お前達ではない、そこのお前だ！」

　面と向かって「男だろう！」という勇気はなかったようだ。

　覚悟を決めたモニカはひょうひょうと馬車を降りた。イアソンの隣に並ぶ。

「僕ですか？」

「間違いない。お前だ。あのときの女だろう？」

「お役人さん、誰？」

　モニカは大おお仰ぎように眉をしかめて見せた。

「僕は男だよ。あのときとか言われてもお役人さんと会ったこともないし。間違えてるんじゃないの？」

「いいから来い！　お前たちは徹てつ底てい的てきに荷を調べろ！　隠れている者がいれば引きずり出せ！」

「はっ！」

　兵士達がわらわらと集まり来て、三台の馬車から女達を追いたてていく。イアソンはうんざりした様子で文句を言った。

「ちょっとちょっと、お役人さん！　俺たちゃ荷物の検査は免除させてもらってんだけど？」

「黙れ！　全員馬車を降りろ！」

「やだぁもー！　めんどいー！」

「ちょっとぉ、アタシの衣装汚さないでよぉ？」

　低い声できゃあきゃあ騒ぐ。辺りには物もの珍めずらしさからか、やじ馬が集まっていた。

　兵士が馬車の荷を運び出す間、男は焦げ茶色の目を皿のようにしてモニカを見つめた。小鼻には赤く陥かん没ぼつした傷跡がある。モニカが蹴り飛ばした跡だ。

「お前、森にいた女だな？　青いドレスの」

　力を込めて腕を摑まれ、モニカは不機嫌を露わにして振り払った。

「森とか言われても理わ由けが分かんないんだけど。ドレスって何？　僕が女だっての？」

「間違いない、お前だ。あの侯子と一緒にいた」

「はあぁ？」

　モニカは盛大に顔をしかめるとチュニックを脱ぎ、肌着の前ボタンに手を掛けた。最近は女として生活してきたため少々抵てい抗こうはあるが、ここで躊ちゆう躇ちよするわけにはいかない。

「あのさぁ、お役人さん」

　面倒そうな顔でさっさと服のボタンを外し、堂々と前衣を開く。

　顎が外れそうな顔で凝視している男に、モニカはこれ見よがしに顔を上げた。

「僕、男なんだけど？」

　薄い胸筋だが、女性とは明らかに違う。胸がないと表現されるようなものでもなく、子供でもない。ふくらみどころかちゃんと筋肉の見える、どう見ても少年の体だ。

「…………っ！」

　男は何か言おうとしたが、言葉にならないようで喘いだ。

「隊長！　荷物はこれで全てです。人はおりません」

　隠れられそうな衣装櫃びつを全てさらけ出し、更さらに幌の上と馬車の腹まで念入りに調べた兵士が報告すると、待たされている町人の行列が口々に騒ぎ出した。

「ちょっとー！　後が詰まってんだけど！」

「まだかよ！　日暮れまでに出たいんだよ！」

「早くしろよ！」

「黙れ!!」

　先ほどまで喘いでいた男が叩きつけるように叫び、町人がぴたりと黙る。混乱にわななく男はキャサリン達を指差した。

「この中に男が二人いる！　探せ！」

　しかし大真面目な男の言葉に、辺りから爆発するような笑いが起こった。

「いるいる！　いるよ、お役人さん！　男はいる！」

「星の女神団になに言ってんだい！」

「化粧落とせってのかい？　殺されるよアンタ！」

　笑い転げるやじ馬の前に、紗の腰布をなびかせ、大だい胆たんに腿ももをさらけ出しながらシリーが歩み寄った。

「やだ、ひょっとしてアタシ達女として認められてるのかしら？　フフ……フフフ、久しぶりに熱くなってきたわ……！」

　厚い胸に抱き寄せられかけ、男は飛び退すさるように逃げるとモニカの腕を摑んだ。

「も、もういい！　とにかくお前だけは連行する！　来い！」

　思わず逃げようとしたモニカだが、横から太い腕が伸びて男の手を摑んだ。

「困るなぁ、お役人さん。俺の団の役者を無罪でしょっ引くとは。あんた方、人殺した強盗追いかけてんだろ？　こいつの細腕でそんなことできんのかい？」

　モニカにはこのルドルフを襲った暗殺者がいる時点で出入り検査の目的は分かったが、名めい目もく上じようは犯罪者を見つけることになっているのだろう。真相を知らない町の兵士は、執しつ拗ようにモニカに絡からむ男に不ふ審しんな目を向けた。優しげで育ちの良さそうな少年に、殺人や強盗ができるとは思えない。

　イアソンは鼻で笑った。

「それともアレか？　お役人さん、こいつが男にしちゃ可愛いから、連れて行こうとしてんのかい？」

「馬鹿な！」

　辺りから嘲ちよう笑しようが聞こえ手が離れたのを機に、モニカは素早くイアソンの後ろに下がった。

　イアソンは腰を低くして前に出る。

「皆様、お時間を取らせましてまことに相あい済すみませぬ。これに懲こりずに、星の女神団をよろしくお願い致します！　次の演目はかの有名な『セイレの乙女』を基にした、我が劇団ならではの芝しば居いですぞ！　古こ城じようの影を倒し幸せな日々を送る乙女と騎士、そこへ異国の王が横よこ恋れん慕ぼ！　どうなる二人の恋！」

　イアソンの口こう上じように、着飾った女……ガタイはいいが装いは美しい女達がせっせとチラシを配る。その間に外に出された櫃が運び込まれ、出発できる状態になったのを見たイアソンは満面の笑みで柏かしわ手でを打った。

「ぜひヴァルダンでの本公演をお楽しみに！」

　やじ馬から拍手が起こり、男は悔くやしそうに街道を指した。

「と、通れ！」

「へい、お手間様でした！」

　元気のいい返事をして、星の女神団の馬車が走り出す。

　ルッカの町が遠ざかり、誰も追ってこないのを見ると、モニカは幌から御者台に出た。

「ありがとうございました、団長。ご迷惑をお掛けしました」

　ここまで協力してもらえるとは思わなかった。モニカが頭を下げると、馬を操るイアソンは意外そうな声を上げた。

「お前、本当に男だったんだな」

「当たり前です。でも……やっぱり僕も女装してみんなに紛れた方がよかったかな」

　別人だということを証明するために男の姿のまま前に出たのだが、思った以上に絡まれた。時間を取らせてしまいモニカが肩を落とすと、背後から声が聞こえた。

「馬鹿ね、アンタ」

「シリーさん！」

　のっそりと幌から出てきたのは劇団の女房役、シリーだ。あくまで立場であって、決してイアソン団長の女房ではない。シリーは首を少し斜ななめにして、女性らしくしなを作る。

「アンタが女装してアタシたちに紛れたりしたら、逆に浮くわよ。白鳥の群れにちょっと綺き麗れいな白鳥がいるようなものじゃない」

「シリーさん、例たとえが分かりにくいです」

「サルの群れの中に白鳥がいるの間違いじゃねぇか？」

　ゴスッと音がして、シリーの剛ごう腕わんがイアソンの脇わきに食い込んだ。御者であるイアソンが脂あぶら汗あせをかいて悶もだえても、馬は何食わぬ顔でカポカポ歩を進めている。

「誰がサルの群れだって……!?」

「お、落ち着け、シーザー！」

「アタシをその名前で呼ぶな！　シリーと呼べ！」

「ぼ、僕、アレク達の様子を見てきますね！」

　喧けん嘩かが始まったので、モニカはそそくさと御者台から飛び降り最後尾の馬車へと走った。

　女優のたむろする大型馬車の幌の中は、白粉と香水の匂いに満ちている。二人の姿を探せば、アレクは放心の体ていで座り込んでいた。

「大丈夫だった？　アレク」

　町人の格好のままのアレクは、木の床に座り込み脱だつ力りよくしている。モニカの姿を認めると、薄紫の美しい瞳に涙が滲にじんだ。

「モ、モニカあああ――！　今は誰でどうなってここはどこですか！」

「うん、頑がん張ばったね」

　混乱しているようなので、よしよしと頭を撫なでてやる。

　そんなアレクの前に、キャサリンが立ちはだかった。んーっと唇を突き出す。

「アレクちゃんどおだったぁん？　アタシのな・か」

　キャサリンが着ているドレスは、スカートの後ろがこれでもかというほど大きく膨ふくらんでいる。これはしなやかな木で作った輪を入れて広げているのだが、アレクはその輪の中にしゃがんで隠れていたのだ。

「は、初めて一切の外界から遮しや断だんされた空間を体験しました……！」

　キスしようと迫るデカい顔を必死で押しとどめ、アレクは馬車の奥まで尻しり餅もちをついたまま後退った。キャサリンは舌舐なめずりをしながら、ゆっくりとアレクを追いつめる。

「フフフ、アレクちゃん可愛い。気に入っちゃった」

「キャ、キャサリン、かくまってくれたのはありがたいが、私には心に決めた人がいる！」

「忘れさせてあげるわ、アタシが」

　ひいいいぃとアレクが全力でキャサリンの熱い口付けを押さえる側で、後部座席に腰掛けた女性が力なくつぶやいた。

「……この化粧は何か特別な薬品を使って落とせばいいのでしょうか……」

　広げた足の上に肘ひじを乗せてうなだれているのは、リボン付きの大きな帽ぼう子しを被った淑しゆく女じよだった。陽よう気きな黄色のドレスに厚く白粉が塗られた顔、つけまつ毛と眉まゆ墨ずみを駆く使しして目元を飾り、頰は健康的な薄うす紅べに、唇もたっぷりと紅を重ね艶やかに輝いている。

　長い金きん髪ぱつの鬘かつらを付け、化粧は厚いが豪ごう奢しやな美人に変身したルドルフはもはや原型を留とどめていない。

「そうねぇ、舞台用だから普通のより濃いわよぉ。アタシとしてはアレクちゃんもおめかしして欲しかったけどぉ？」

「そうそう、美人だからやりがいがあったのにぃ」

　女優陣は四つん這ばいのアレクを舐めるように見つめるが、さすがにアレクの薄紫の瞳は珍しすぎた。ルドルフが女装で乗り切れたのは、一般的な茶色の瞳だったからだ。

　しかしルドルフは馬車の揺ゆれに力なく揺すられながら、虚うつろな目をしていた。

「私はスカートの中がよかったです……。何か、私の中の大事なものが壊こわれました……」

「ルドルフ！　お前はキャサリンの中を体験していないからそう言うんだ!!　もわっとしながらも欺ぎ瞞まんに満ちたいい匂いがする中で、硬い臀でん部ぶを見つめ続けるしかないあの時間を過ごすなら私は女装で済ませたかった!!」

「いや……女装なんてものは私の人生設計になかった……スカートの中はありえる……」

「女性ならだろう!?　違う！　根本的に違うんだ！」

「ちょっとぉ、なんなのこの子たち。見つかりたくないって言うからかくまってあげたのにぃ」

　キャサリンの不満そうな声に、モニカはぺこりと頭を下げた。

「すみません、お姐様方。よく言って聞かせますので」

「ちょっ、ミラ！　なんて世渡り上手な！」

　苦役は男二人に任せ、とにもかくにもルッカの町を抜けることができた。あとはこちらからマーシュに連絡を取る方法を考えないといけない。

　あの男に目をつけられたのが心配だが、男で別人だと見せつけられたし、イアソンにからかわれたからには表だって追ってきたりはしないだろう。

（うん、なんとか行けそう）

　追われているのに、気持ちは妙みように明るい。

「ひいいっ、助けっ、助けて下さいミラ！　貞てい操そうの危き機きです!!」
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　無理やり服を脱がされ化粧を施されるアレクの声に、モニカは晴れやかな笑顔を返した。

（お姐様方にも気に入ってもらえたみたい！）

　とってもいいことだ。

　美男子二人の生いけ贄にえに、厳いかつい女神達はすこぶる機嫌がよかった。
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　瀟しよう洒しやな白の円卓を囲み、四人はひたすらに客人の到着を待っていた。

　広い部屋には大きな窓が設しつらえてあり、隅すみ々ずみまで明るい光に満たされている。調ちよう度ど品ひんや飾りの一つに至るまで、芸術品として価値がある物が揃えられていた。

　ここは玉ぎよく座ざの間にほど近い、カゼルラ王おう宮きゆう本ほん宮ぐうの特別応接室だ。各国の王やそれに準ずる身分の訪問者と面会する場だが、そこには今、四人の人物が集まっている。

　カゼルラ国王であるティマエス、第二王子のエリオット、その婚約者でありヴァルダン王国王孫である王女セリディアーナ。

　座するのは全員王族だ。その中で臆おくすることもなく、不機嫌な顔を隠さずに席に着いているのは侍じ従じゆう服ふくの人物だった。

　ヴァルダンの第八王女、オルディアーナの侍従としてカゼルラにやってきたレオ――。

「……なんと、オデリージ公爵家のご令嬢であったか……」

　絶句していたティマエスは、半なかば感心したようにつぶやいた。

　目の前で頰ほお杖づえをつきそっぽを向くのは、レオと名を偽いつわり男装してカゼルラにやってきたヴァルダン大公オデリージ公爵家の第四子、ローレンシア・エリ・オデリージだった。

　侍従服に隠された華きや奢しやな体、短いが美しい白金プラチナの髪も白い肌も顔立ちも、確かに女性だと言われれば女性に見える。しかし男性としてもおかしくない中性的な雰囲気や、ディアの「侍従」として紹介された先入観から、誰もが男性だと思い込んでいたのだ。

　ここに来て初めて事情を知らされたティマエスとエリオは、続ける言葉をなくしてしまった。聞きたいことはたくさんあったのだが、何から言えばいいのか。

　ぶすっと頰杖をついたままのレオに、リディはハラハラと気を揉む。

「シア。ちゃんとお座りなさい。ティマエス陛下がお話しされているでしょう」

　同じ十九歳の従い姉と妹こ同士だが、リディはどちらかというと姉のような存在らしい。

　エリオは途と惑まどいながらローレンシアをうかがう。

「あの、ローレンシア姫」

「今まで通りレオでいい。私はディアの従じゆう者しやのレオだ」

「シア！」

　しかしリディの注意もエリオの会話も続かなかった。待ちかねの人物の到着を女じよ官かんが告げたからだ。

　やがて扉番の兵士が扉を開け、一人の恰かつ幅ぷくのいい紳しん士しが現れた。

　決して飛びぬけて大柄なわけではない。だがその一歩一歩に気け圧おされそうな威い圧あつ感かんがある。綺麗に整えられた口髭も、乱れたところのない茶色の髪も物もの腰ごしも典てん雅がであるが、威い厳げんの方が勝っていた。小国の王だと言われれば誰もが信じるだろう。

　現れたのは、ヴァルダン王国の筆ひつ頭とう公爵バルバ・デザウロ・オデリージだった。

　オデリージ公爵は円卓に座る侍従服に短い髪の娘むすめを認め、さすがに声が出なかった。

　だが、表情を変えたのは一瞬だった。

　無言でつかつかとレオに歩み寄り、一言も言わずに腕を振り上げたのだ。

　平手打ちとは思えない鈍にぶい音が響き、レオは体たい勢せいを崩くずし椅子から落ちる。痣あざが残りそうな強さだった。

「伯父様！」

「閣かつ下か、おやめください！」

　リディとエリオの制止にあい、オデリージ公爵は冷めた目でレオを見つめた。

「髪はどうした」

　父に問われ、頭を振って起き上がったレオは薄く笑った。

「切った。邪魔だったからな」

「その格好は」

「男の格好をしろと言ったのはライ兄様だ。私もいい考えだと思った」

　もう一度振り上げられた手を止めたのは、エリオの侍従長兼近衛騎士長のアーノルドだった。顔色も変えずに、低く落ち着いた声で公爵を止める。

「陛下とエリオ殿下の御ご前ぜんでございます。なにとぞお静まりを」

「伯父様！　落ち着いて！　シア、あなたもよ！」

　喧嘩腰のレオを諌いさめたリディは青ざめていた。

　ただ一人、ティマエスは穏おだやかな態度を崩さない。

「オデリージ公爵よ。どうぞ、まずはお掛けなさい。話はそれからなさるがいい」

　やんわりと言われ、公爵はばつが悪そうに王に対する正式な礼を送った。カゼルラ国王を前に、ヴァルダンの大公爵ともあろう者が礼を失しつ念ねんするほど動どう揺ようしていたのだ。

「申し訳ありません、ティマエス陛下。恥はじを晒してしまい」

「いやいや、余よの方こそ申し訳ないことをした。オデリージ大公家のご息そく女じよと知っておれば、相そう応おうのもてなしをしたものの」

　どのことについての恥なのか、ティマエスはさらりと流して椅子を勧すすめた。時じ候こうの挨あい拶さつや世間話はもう時間の無む駄だだろう。単刀直入に本題に入った。

「ローレンシア殿をお迎えに来たそうじゃな」

「はっ。行く先も知らせずに家を出るとは親不孝も極きわまりない。この娘がいなくなってから、国を出た人物全てを探し、やっと見つけたのですよ。まったく苦労致しました」

　公爵は軽く笑ったが、誰も愛想笑いもできなかった。半年の間に出国した人物全ての行き先を探すとは恐ろしい執しゆう念ねんだ。また、この男の行使できる権けん力りよくの強さを垣かい間ま見た気がした。

　レオの隣に腰を下ろした公爵は笑顔から一転、苦々しげに娘を見み据すえた。

「よりにもよって、あの使用人の従者として来たそうだな」

「ミゼリア城に使用人は招かれていない。ヴァルダンの王女は招かれているがな」

「あの娘と関わるなと何度言えばいい？」

「何度でもどうぞ。ディアが王女に見えないあなたの方がおかしい」

　この場にモニカやアレクがいれば、ディアを庇い公爵に反論していただろう。だがティマエスは途惑うエリオを目で制し、じっと黙していた。これは異国の権力者が入るべき問題でもなく、ティマエスがディアを庇ったところで解決する事柄でもない。ヴァルダンという国の根本に起き因いんしていることだ。

　言葉を挟める権利を持つリディは、頰を強こわ張ばらせた。

「伯父様。私とディアに何も違いはないわ」

「殿下。越えられない壁がございます。あなたは王太子妃の子であることをお忘れなきよう。どの娘であってもあなたと同じ方はいない。たとえそれがロクサーナ殿下でもラティーナ殿下であっても」

「違いがあると思っているのはあなた方だけよ。サウル王太子殿下は私とディアの区別もついてらっしゃらないわ」

「サウル王太子殿下がどうお思いかではなく、周りの人間がどう思うかです。何が大事なのかを見極めなさい」

　使用人の娘であるディアは当然のこと、同じオデリージ一門の娘であるロクサーナであっても、大神官の孫娘であるラティーナであっても、妾から生まれた以上、正妃の子であるリディに劣おとるのだ。

　話の嚙み合わなさを感じ、リディは黙り込んだ。

　レオはすでに無駄な努力をやめていた。この父とディアのことを話すときは、どこまで行っても平行線だ。行ぎよう儀ぎ悪く足を組み、顔を背そむけた。

「私を連れ帰っても結婚はしない。ライ兄様も私も結婚の宣誓なんてする気はないからな」

「その話は後だ。明日にはヴァルダンに戻る準備をしておけ」

「お前の言うことを聞くつもりはない」

　リディだけでなく、エリオも息を詰めた。

　オデリージ公爵は静かな表情だった。

「……教育が必要だ。親に向かってお前とは、王おう妃ひとなる女性の使う言葉ではない」

「ライ兄様と結婚するつもりは生しよう涯がいないし、お前は親でもない」

「カーライル殿下が嫌か？」

「お前の思うとおりに動くのが嫌なだけだ」

　レオは鼻で笑った。ライのことを嫌だと言っても頓とん着ちやくしないくせに。

「シア。お兄様のことは嫌きらいではないのでしょう？　ならどうして……」

「だからさっき言った。アニス姉様を殺した男の言いなりになりたくないからだ」

「シア！　何を言うの!?」

　リディはさすがに腰を浮かせた。

　このような場で口にするということは比ひ喩ゆ的てきな意味だろうが、言っていいことと悪いことがある。リディは誤解されてはならぬとティマエスを見たが、ティマエスもエリオも心こころ得えていた。大公家の姫が病死し、カゼルラからも弔とむらいの使者を送ったのは記憶に新しい。

　公爵は怒りというより呆れていた。

「お前は私がアニスを殺したと言うのか？」

「そうだ。お前が殺した」

「なぜ私がアニスを、カーライル殿下と恋仲であった大事な娘を殺さなければならん」

「それは……」

　レオはそこで初めて言葉を切った。力なくうつむく。

「分からない……。どうして殺したのか、それが私も分からない」

　終始冷笑的で軽けい蔑べつ的な口調だったレオの、本当に途と方ほうにくれたような声だった。

　沈黙が続き、公爵はため息をついてティマエスに体を向けた。

「申し訳ありません、陛下。ローレンシアは仲の良かった姉の死を受け入れられずにこんな騒ぎを。すぐに連れ戻らせて頂きますゆえ、なにとぞお許しください」

「ふむ……」

　ティマエスとしてはレオを引き止めてやりたい。どういったものかと考えるティマエスの耳に、決けつ然ぜんとした声が聞こえた。

「伯父様、私も帰るわ。シアのことも気になるし、ディアのことも気になるの」

　挑いどむようなリディの声に、公爵は戒いましめるように首を横に振った。

「殿下、私は少数で参りました。殿下をお連れして旅ができるような兵ではございません」

「いいえ、帰らせて」

　連れて帰ると厄介だという公爵の考えが手に取るように分かり、リディは食い下がる。

　公爵は娘に見せるような厳きびしい顔をした。

「殿下、あなた様はエリオット殿下の婚約者として、カゼルラの国風を学ぶためにこちらにいらっしゃるのです。どうぞご自分の時間を大切になさってください」

「では僕がリディを送ります」

　突然の発言に、公爵が初めてたじろいだ。

　黙って公爵とリディのやり取りを聞いていたエリオは、にこやかに言った。

「どうぞ僕の近衛隊を警けい護ごにお使いください。幸いにして僕には重要な公こう務むはありませんし、僕もリディの婚約者としてヴァルダンに行っておくべきだと思っていました。いい機会ではないでしょうか」

「エリオ！」

　リディは顔を輝かせたが、思わぬ方向から反対が来た。

「ならん。エリオ、お前はカゼルラにいなさい」

　渋じゆう面めんで止めたのはティマエスだった。

「お前には何があるか分からぬ。遠出ができるような体ではない」

「大丈夫です。ここ数年は安定していますし、ペンテレイアに行ったときも大丈夫でした」

「ペンテレイアとヴァルダンは違う。すぐに駆けつけられる場所でも戻ってこられる場所でもない」

「ちゃんと侍じ医いを連れて行きます」

「それで対処できぬことがあればどうする？　他国に迷惑を掛けるつもりか。根こん拠きよのない大丈夫ではいかん」

　最悪、エリオが旅の途中で亡くなった時には問題が起こる。いくら他国に落ち度はなくても、カゼルラにとっては疑わずにいられないだろう。

　エリオは言いこめられうつむいたが、すぐに顔を上げた。

「父上。では僕の結婚のときも、体調を理由にあちらに挨拶に来させるのですか？」

　今度はティマエスが黙る番だった。

「僕は義ち父ちとなるサウル殿下にも義は母はとなるヘレナ妃殿下にもお会いしたことがありません。それどころか、オデリージ公爵閣下をはじめ、主おもだった貴族の方のお顔も知らない。ヴァルダンという国がどういうところで、天てん蓋がい宮きゆうがどんな城なのかも兄上から話を聞くばかりです。それでいいのでしょうか」

「……そのこととお前の体の心配は別のことじゃ」

「いいえ、五年経たっても父上はきっと同じことを言う」

　ティマエスの心配も分かる。ペンテレイアへの外交も散々渋しぶられたものだ。

　だがエリオも自分の体が変わったことを感じていた。数年前なら熱を出したときは死を予感したが、今は数日もすれば治るだろうと思える。

「お願いします、父上。無理はしませんから。それにあちらには兄上もいます。帰りは一緒に戻ってきます」

　長ちよう考こうするティマエスに、エリオは懇こん願がんした。

　リディにも期待を込めて見つめられ、やがて、沈黙していたティマエスは根負けしたようにため息をついた。

「……北から行くように。あまり暑いのはよくない」

「はい！　ありがとうございます、父上！」

　喜び合うエリオとリディに、完全に断れなくなったオデリージ公爵は複雑な顔をしていた。




　特別応接室に一人残ったティマエスは、杖をつく音に振り返った。

　エリオ達が出て行った方とは違う扉から、ふらふらと覚おぼ束つかない足取りで小こ柄がらな老人が入ってくる。

「そして誰もいなくなった……ですな」

「グイド。変なことを言うでない」

　呆れてティマエスは怒る気も失うせた。

　近づいてきたのは、先ほどの場に加わらなかった王宮侍従長グイドだった。老ろう齢れいで足の悪い彼のために、ティマエスは隣の椅子を示す。

「ほれ、座れ」

「いえいえ、私はここで」

「視界の端はしでゆらゆら揺れるから気になるのじゃ！」

「久しぶりに王宮に来てみればこの言い草」

　グイドは小柄な肩をすくめ、杖を立て掛けて席に着いた。

　部屋にはティマエスとグイドの二人だけだ。オデリージ公爵との会見……というべきなのか疑問な話し合いを盗ぬすみ聞きしていたグイドは、白い眉毛に隠れた目を細めた。

「エリオ殿下のお元気なこと。常に死しに装しよう束ぞくを用意していた日々が噓のようですな」

　ティマエスが静かに用意されていた飲み物を手に取る。

　グイドの言葉は噓でも誇こ張ちようでもない。産うぶ声ごえもなく生まれたエリオは死の影にすっぽりと覆われた子供だった。ティマエスは毎朝、エリオが生きているかどうか確認してから政務に出ていたものだ。死装束どころか棺ひつぎを用意したことも一度や二度ではない。

「前向きな人物が目の前に現れて、引きずられたのではありませんかな？」

「いや、アレクではなくて自分を見てくれる人物が現れたからかもしれん」

　グイドはほっほっ、と楽しそうに笑った。

「どちらにしても女性でございますな」

「まったく。女性とはときに厄介でときに偉い大だいじゃ」

　アレクが打ちのめされたのも女性であり、力を得たのも女性だ。

「アレク殿下とモニカ様、オルディアーナ姫だけでなく、セリディアーナ姫とエリオ殿下までヴァルダンに行ってしまわれるとは。宮が寂さびしくなりますな」

「何が寂しいものか。住む場所なんぞ最初から違うじゃろうが」

　グイドの言う宮とは王族の暮らす奥宮のことだ。そもそも別棟に別れているし、寂しいも何も普段から存在を感じたことはないのだが。

「……静かで助かるわ」

　そう答えたものの、本当に初めてだと思った。

　エリオをおいそれと外国に出せないこともあって、奥宮には必ずどちらか一人がいた。アレクが外交に出ても、エリオが離宮に療りよう養ように出ても。

　最近は特に賑にぎやかだった。アレクは四年前では考えられないような明るさになり、エリオは少し強く、自分に自信を持つようになった。おそらくディアとリディも、互いに予期しなかった関係になっただろう。

　一人の少女がカゼルラに戻ってきて、いろいろなことがガラリと変わった。

（――確かに影えい響きよう力りよくが強いか）

　アレクは過去の四年を「暗くら闇やみの中」と表現していたが、それなら彼女は雲の中から現れた太陽か。

　アレクの妃きさきを迎えるにあたっての反対意見を思い出し、ティマエスはしばし思案に暮れた。







　第三章　全員役者







　早朝の草原に、詩の朗ろう読どくとは思えないハキハキした声が響ひびき渡る。

「一月火は赤々と燃え、二月には狩かりを！　三月は春の草萌もえ出いで、四月には目にも綾あやな花の錦にしきを！　五月は馬に乗り、旗や掛け物数々の馬うま飾かざりを――！」

　横に一列、朝あさ陽ひに向かって発声練習を行う劇団員たちの末まつ席せきにはアレク、モニカ、ルドルフの姿もあった。「ア～～～ヴ～～～」などの腹式呼こ吸きゆうの発声もたっぷり繰くり返し、イアソン団長は手を打ち鳴らす。

「発声練習終了！　次、腹ふつ筋きん背はい筋きん百回！」

「おう!!」

　各自草原に寝そべり、号令に合わせて猛もう然ぜんと腹筋が始まる。

　どう見ても軍隊訓くん練れんとしか思えないのだが、これは間違いなく劇団の日常練習らしい。参加した初日でモニカの中にあった「演劇」の概がい念ねんは粉々に砕くだかれ、別のものに再構築された。演劇とは優ゆう雅がなものではなく、熱く激はげしく逞たくましいものだったのだ。

　こうした発声練習と体力づくりを終えて、やっと劇団〝星の女神〟の朝稽げい古こが始まる。

　彼らは今、ニムロドに向かう街道沿いの小さな平原で天てん幕まくを張っていた。

　イアソン団長創作の脚きやく本ほん『古こ城じようの乙女おとめと異国の王』は、大陸中の子供達に知られているおとぎ話『セイレの乙女』――森の古城を訪れた騎き士しと乙女が城に巣食う影かげを倒し、末永く幸せに暮らした――という至いたって素そ朴ぼくな話を基にしている。

　今回の舞台はその続きという設定で、古城で暮らす騎士の元に戦いくさの招しよう集しゆうがかかり、乙女は一人残される。その乙女の元へ異国の王が現れ求きゆう婚こんするが、貞てい淑しゆくな乙女は一いつ切さい応おうじない。あの手この手で乙女を籠ろう絡らくしようとするが、ことごとく躱かわされ、怒いかり狂くるった王は乙女を殺してしまおうとする。そこへ戦いから戻った騎士が駆かけつけ、王の軍と戦い、一いつ騎き打ちの末に勝利し乙女を助け出して大だい団だん円えん、という筋すじ書がきだ。




　イアソンは客席にあたる天幕中央から舞台を見渡し、上かみ手てにいるアレクに念を押す。

「いいか、アレク。お前は異国の王様だ。若い、傲ごう慢まんなくらいの王だぞ？　いいな？」

「分かりました」

　舞台上のアレクがセリフを確認すると、イアソンは丸めた台本を振り上げた。

「よぉし、二幕一場、古城大広間の舞ぶ踏とう会かい！　女主人である乙女に王が挨あい拶さつし惚ほれる場面行くぞ！　周りにいるのは臣しん下かだ！　堂々と歩け！」

　上手から登場したアレクは舞台中央へ歩いた。

　友人達に囲まれる乙女、見知らぬ異国の王に怯おびえるキャサリンに向かって堂々と。

　モニカにとっては見み慣なれた、いつものアレクだ。今は素しろう人とであるアレクとルドルフの集中練習のため舞台には数人しかいないが、周りに彼の臣下が見えるようだった。そしてそう思ったのはモニカだけではないらしい。イアソンが目を瞬またたき、辺りが一様にざわめく。

　ひざまずいたアレクはキャサリンの厚い手を取って、夢見るような表情で口付けた。

「美しい……！　あなたが名高き古城の乙女か。私はきっとあなたに逢あうために今日まで生きてきたのだろう……！」

　キャ――ッと見ていた他の団員から、声の質は違うが黄色い悲ひ鳴めいと称しようされる声が上がった。アレクは視線で捕とらえるようにキャサリンを見つめ、低く、熱く囁ささやく。

「古城の乙女よ――どうか、私の求婚を受けてほしい」

「あぁん……喜んで……！」

　とろけそうな顔で答えたキャサリンの後こう頭とう部ぶに、すこーんと何かが投げつけられた。

「おいこらキャサリン、セリフ間違えてんじゃねぇ！　そこはいいえ、あたくしには愛を誓ちかった方がおります、だろーが！」

　イアソンに小道具の胡桃くるみを投げられ、我われに返ったキャサリンは慌あわてて台本通りに返事をする。イアソンは下しも手てに向かって声を掛けた。

「次、王から逃にげる乙女の前に、古城の騎士の幻まぼろしが現れる！」

　バルコニーまで逃げた乙女の手をアレクが摑つかもうとしたとき、下手から颯さつ爽そうと現れたルドルフが間に入る。驚おどろいて後ろへ下がった異国の王に向け、騎士は素早く剣を抜ぬき放った。

「引くがいい、騎士道に反した愚ぐ劣れつの輩やからよ！　私の乙女には指一本触ふれさせはせぬ！」

　二人は何度か剣を打ち合い舞台を移動し、古城の騎士はそのまま幻らしく上手に消えていく。後に残された異国の王は呆ぼう然ぜんとし、乙女は歓かん喜きに叫さけんだ。

「おお、あの方かたが幻となってあたくしを助けて下さった！　このなんの力も持たぬ、か弱い、風が吹けば飛んでしまうようなあたくしのために!!」

　王と騎士より大柄な乙女に見物人は笑ったが、見守っていたイアソンはすぐに言葉が出なかった。ゴクリと息を飲むと、搾しぼり出すようにつぶやく。

「う、うまいじゃねぇか……！　なんだ、お前ら役者か!?　よしアレク、従じゆう者しやのセリフも読んでみろ！」

「おちついてくださいおうさま、あいてはかのゆうめいなこじょうのきしですぞ！」

「なんで急に棒読みになる!?」

「すみません」

　神しん妙みように謝るアレクの姿に笑いをかみ殺し、見守っていたモニカはそっと天幕を出た。

（王様と騎士だもんね）

　完全に当て書きだ。劇団の皆は役者として実力があるが、本職の人間の自然さは出そうと思って出せるものではない。

　星の女神団とは男だけの劇団であり、姫ひめも娘むすめも母もすべて男性によって演じられる一種のお笑い演劇団だ。ヴァルダンの王おう都とクルラードを本ほん拠きよ地ちにしており、春と夏の間は団長が有ゆう志しを連れて諸しよ国こく興こう行ぎようの旅に出ているらしい。

　ルッカの町で団長イアソンから同行の誘いを受けた三人だが、言いつけられたのは護ご衛えいではなかった。

　まさかの役者だったのである。

　逃げた男性二人は男役の団員であり、バルマ王都の公演を最後に姿を消した。残るはニムロドの公演だけだったのだが、劇団の特色で女役が多く、旅先のため主役を張れるような代わりの男優もいない。

　それだけでなく、役者を限定させてしまうのがヴァルダン国劇である剣劇と剣けん舞ぶだった。女役は剣に触ふれないため、団員全員が殺た陣てや剣舞の心こころ得えがあるかというとそうではないのだ。

　まさか劇からその要素を省はぶくわけにもいかず、団長自みずからと剣舞のできる女役の一人に男に戻ってもらうかと考えていたところ、アレクとルドルフが現れた。

　上うわ背ぜいがあり見目がよく、存在感もあって基本的な剣の動作を知っている。素人のため演技が無理そうなら剣劇と剣舞だけでも……と考えていたが、仕込み次し第だいで十分いけると判断されたらしい。

　モニカも剣が使えるため、王の従者として剣劇に参加することになったが、殺陣の賑にぎやかし役なのでセリフもなく気楽なものだ。

　本職そのままの演技をしている二人に表舞台を任まかせ、モニカも桶おけを抱かかえて与えられた仕事に取り掛かった。

「川に行ってきまーす！」

　元気よく声を掛ければ、側そばにいた役者がぽいと脱いだ肌はだ着ぎを投げてくる。

「おい、ミラ！　これも頼たのむ！」

「はーい！」

　素早く受け止めれば、背はい後ごから大柄な劇団の女神達がわらわらと現れた。

「ちょっと、ミラ！　アタシのドレスはまだなの!?」

「はい！　繕つくろい終わってます！」

「ミラ、小物片付けたの!?」

「はい、ただいま！」

「ミラ、今日の昼ごはんなんなの!?」

「野菜スープです！」

「味気ないわよ、肉を出しなさい！　あとアンタの味付け甘いのよ!!」

「うっ、す、すみません！」

　これでも甘さ控ひかえめにしている、太るから肉はやめろ美容のためにスープだけでいいって言ったのはベラさんじゃないですか……と言いたいことはいろいろあったが我が慢まんだ。

　大量の洗せん濯たく物ものを抱え、近くの川に向かった。

　下した穿ばきの裾すそを膝ひざまで捲まくりあげ、洗濯物を入れた大きな桶の中で足あし踏ぶみする。いちにいちに、と水を飛び散らせて洗濯物を踏んでいると、しみじみとした気持ちになった。

（兵舎時代のこと思い出すなぁ）

　この男しかいない状況。この汗あせ臭くささ、粗そ雑ざつさ。少年となった自分の体のこともあり、まるでペンテレイアの下級兵士時代に戻ったようだ。

　規則正しく足踏みしながらペンテレイアのことを考えていると、思し考こうは怪け我がをしたレームに行き着いた。

（先生が一緒でよかった……）

　怪我の具合が気になるが、他ならぬウィトスが付いていてくれるなら心配はない。

　薬草の知識もあり、レームの体のこともよく分かっている。ウィトスが同行してくれていたのは幸運だった。

（そういえば、先生は何しにヴァルダンに行くんだろう）

「お手伝いしましょうか？」

　考えながら洗濯していたモニカは、突然聞こえた声に我に返った。

　見ればアレクがすぐ側でおもしろそうにモニカを見ている。全く気づかず、機械的に動いていたモニカは赤せき面めんして足を止めた。

「アレク、いつの間に。練習は？」

「ルドルフとキャサリンの番ですよ。私も洗濯を手伝います」

「え!?　いいよ、アレクのすることじゃない！」

「それを言うならあなたもなんですが」

「いや、私は慣れてるし……」

　止める間もなく、アレクは靴くつを脱ぎ下穿きを膝まで上げてしまった。

「踏めばいいんですか？」

　二人で入ればいっぱいの桶にさっさと入ってしまう。ぶつかりそうになって一歩足を引けば、縁ふちに当たってよろけた。

「うわわっ！」

　体たい勢せいを崩くずすと素早く背中に腕うでが回され、反動でアレクの肩かたと腕に手を置いてしまった。まるでワルツの姿し勢せいだ。同じことを考えたらしく、アレクは楽しそうに笑った。

「ワルツで踏めるんじゃないですか？」

「それは無理がある！」

「やってみましょうか、建けん国こく記念ワルツで」

「ええ――！」

「前ぜん奏そう終わって三拍目から、いち、に、さん、はい！」

　ええーっと言いつつ頭の中では曲が鳴った。モニカにとっては間違いなく一番練習した曲だ。正規パートナーのアレクが相手ということもあって、考えるまでもなく足が動く。

　二人は狭せまい桶の中で曲に乗って踊った。水が跳はね、足元が布のためふわふわする。

　ターンするたびに足を取られて、そのたびに笑いながら、桶の中のワルツは縁を越えて裸足はだしのまま草むらに飛び出してしまった。

　朝の草むらはほのかに温かく、足の裏がくすぐったい。川かわ面もがキラキラと輝かがやいて、アレクとモニカは抱き合ったまま声を上げて笑った。

「変だよ、ここでワルツは！」

「でも意外と踊れましたね！」

　こんなに声を出して笑ったのは久しぶりだった。

　桶の中の洗濯物を濯すすぎにいくと、アレクも隣となりに腰を下ろして手伝ってくれる。

「不思議ですね。どうしてこんなに、あなたといると楽しい気持ちになるんでしょうか」

　笑顔のアレクを見て、モニカも誇ほこらしかった。

　ここは王おう宮きゆうではなくて、アレクを取り囲む人々や権けん威いを示す物は何もない。

　それでも何も変わらないことが嬉うれしかったのだ。

　この人は大きな国の王子様だから魅み力りよく的てきなのではない。どんな格かつ好こうでも、どんな場所でも、柔じゆう軟なんに楽しめて卑ひ屈くつになることがない。

　素直に好きだと思えた。

「どうかしましたか？」

　見み惚とれる視線に気づいたのか、アレクが目を瞬く。モニカは慌てて洗濯物に取り掛かった。

「な、なんでもない。そういえばアレク、演技上手だね」

「キャサリンはあなただと思って演技していますから」

「び、微び妙みような気分だ……」

　アレクは心配そうに濯すすぐ手を止めた。

「あなたこそ大丈夫ですか？　キャサリンやベラにいじめられているようですが」

「うん、まさかの女の戦いだよ」

　女の時には経験したことがなく、男になると戦いに巻き込まれるとはこれいかに。カゼルラ王宮では体験したことのない嫉しつ妬との嵐あらしだ。

「私が一言言えればいいんですが、こういうことは男性が入ると激げき化かしますからね」

「詳しいね……。でも実じつ害がいがあるわけじゃないんだ。やることが増えたり料理が甘いって言われるだけだから」

　甘いのは全面的にモニカの味覚がおかしいのだし、文もん句くを言っても残されたりしない。

　モニカは肩の力を抜くと、洗濯物を絞しぼり空いた桶に入れていった。

「それにしても、ヴァルダンでは『セイレの乙女』って人気なんだね。今回の舞台みたいな派は生せい話ばなしが作られるなんて」

「まあ、もともとヴァルダンの話ですしね」

「そうなの？」

　初耳だ。『セイレの乙女』はどこの国にもあるおとぎ話だから、発はつ祥しようがどこかは考えたことがなかった。

「じゃあ騎士と姫が暮らしたお城がヴァルダンにあるの？」

「首しゆ都とクルラードの王城〝天てん蓋がい宮きゆう〟のことだと言われています。全然森の古城ではないんですが……。まあおとぎ話に関連させるのはよくあることですからね」

「うわぁ、楽しみ！　どんなお城なんだろう」

　無む邪じや気きな歓かん声せいを上げると、アレクは束つかの間ま無言になった。

　まるでモニカが脳のう裏りに浮かべる城が見えているかのように、小さくかぶりを振る。

「……古い、大きなお城ですよ。階段みたいに渦うずを巻いた建物で、神殿や墓ぼ所しよ、店や畑もある。閉ざされた町のようなお城です」

「綺き麗れいじゃないの？」

　暗あんに言わんとしていることを読み取れば、アレクは苦笑した。

「美しさは見る人によって違いますから。ですが城の最上階に庭園があって、それは誰が見ても綺麗です。見た目のとおり空中庭園と呼ばれていますが」

「それは見たい！」

「ええ。どんな構造になっているのか知りませんが、水車も井い戸どもないのに水があるんですよ。あとは聖せい堂どうと典てん礼れいに使われる大広間は見ごたえがありますね。他は……」

　モニカが興味を惹ひかれるようなことを並べてくれるアレクに相あい槌づちを打ちながら、ヴァルダンはペンテレイアに似ているのかもしれないと思った。古代、大陸を統一したペンテレイアは大陸各地に遺い跡せきを残しており、一様に重じゆう厚こう、厳げん格かくという言葉がついて回る。

（それに、建物の上層階に水があるって）

　決められた魔ま道どう具ぐを使えば、ペンテレイアの魔ま導どう師しは誰でも水を引いてくることができる。その応用魔道で空中庭園は維い持じされているのではないだろうか。

　ヴァルダンの建国はカゼルラとほぼ同じ頃だが、前身の国があって、天蓋宮はその時に使われていた城だそうだ。それこそ大陸統一時代の物だろう。

　ふいに静かになり、アレクがおもむろに口を開いた。

「あなたがいなければ、私とルドルフはあっさりルッカの町で捕つかまっていたでしょうね」

「それ以前にアレクがルドルフと逃げることがない。というより、アレクがいれば森で暗殺者を捕まえることができたかも」

　モニカとアレクでは剣けん技ぎも体力も天と地ほどの差があるのだ。森にいた近この衛え騎士達もアレクがいてくれればどれだけ心強かっただろう。

　そう思って否ひ定ていしたのだが、アレクは困ったように笑った。

「いいえ、強さもいろいろですよ。私には路ろ銀ぎんの調達の仕方も分からないし、変装もどうすればいいのか見当もつかない。相手の注意がこちらに向いていれば話せますが、見ず知らずの人とすぐに話したりはできません」

　それは育ってきた環境による。王子ともなれば誰と会うのも必ず挨拶と紹介があり、相手は必ず意識を向けてくれる。アレクができないと言うのは、単に慣れていないだけだ。

「あなたがいなくなったりしたら、私はどうなるんだろうかとたまに考えます」

　舞台の影えい響きようか妙みように感かん傷しよう的てきなアレクに、モニカは呆あきれて洗濯の手を止めた。

「なに変なこと言ってるの」

「本当ですよ。あなたが死んだりしたら私も死にまっ、!!」

　水のついた指で額ひたいを弾はじかれ、アレクは目を瞬く。

　モニカはレームを叱しかるときのように「めっ」と目を吊つり上げた。

「怒るよ。そんなことされても嬉しくないし、後なんて追ってきたら逃げるから」

「ま、また逃げられるんですか……」

　しょんぼりされたので、モニカは頰ほおを緩ゆるめた。

「その代わり、ちゃんと寿じゆ命みようどおりに来るなら待っていてあげるよ。それか、アレクが先でも待っててくれればいい」

「私があなたを待つんですか？」

「アレクが先ならね。私が先ならちゃんと待ってるよ」

　きっともう逃げることはないだろう。

　アレクはじっとモニカを見つめていたが、ふいにモニカの隣に手をついた。

「あなたの口からそんなことを言ってもらったのは……初めてだ」

　覆おおい被かぶさるように体を寄せると、耳元で囁いた。

「……嬉しいです」

　喜びのあまり泣きそうな声だった。こんなところで、と止めようとしたモニカは動けなくなる。唇くちびるが近づき、抵てい抗こうするのをやめた。

（アレク……）

　……と、思ったが場所以前のことを思い出し、モニカはとっさに手で防ぼう御ぎよした。

「いま男!!」

「なっ……！」

　間に入ったモニカの手の平にキスしてしまい、アレクは悔くやしそうに唸うなった。

「明らかに流される場面だったのに……！　なんて理性的なんですか！」

「い、いま男だから！」

「そんな常識は捨ててください！　ここはヴァルダン領りようですよ!?」

「そういう問題じゃないの！」

「モニカ！」

「いまはミラ！」

「名前はどっちでもいいです！」

　そのとき天幕の方から駆け寄ってくる人影があった。

「アレクちゃぁ――ん！　出番よおぉ！」

　大きな手を振りながらキャサリンが現れたのだ。川辺で抱き合う二人を視し界かいに捉とらえると轟ごう然ぜんと吠ほえた。

「おぉのぉれぇええ！　ミラ――!!　アタシの王様を奪うばうなんてどういうこと――!?」

　走る速度が変わった。猛もう牛ぎゆうのような走りにモニカの身を案じたアレクはとっさに叫ぶ。

「ち、違うキャサリン！　これは君とのための練習だ!!」

「いやあぁぁん、アレクちゃんたら！　それなら舞台で思う存ぞん分ぶん抱き合いましょ！」

　一転して笑顔になったキャサリンは、アレクを担かつぐように連行していった。

　残されたモニカは、庇かばってくれたアレクに申し訳ないと思いつつ……ちょっと焼きもちを焼いてしまった。………………男に。
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　カゼルラの東には、ラベンナという国がある。馬車なら四日もあれば横断し、隣りん国ごくオークハルトに入ってしまえるような小さな国だ。

　オークハルトに入ればヴァルダンに入ったも同然で、それ以外の意味でも、ディアを連れているパエトン男だん爵しやくにとって一いつ刻こくも早く辿たどり着きたい国だった。

　第八王女オルディアーナとオークハルト侯こう子しの結婚話を持ちかけられたのは一月ほど前、ちょうどモーリット公こう爵しやく令れい嬢じようの懐かい妊にんが公表される前だった。

　オルディアーナを説得して結婚を承しよう諾だくさせ、オークハルトに送り届けてほしい――。

　モーリット公爵直じき々じきに声を掛けられたその話は、平民王女の後こう見けんという不ふ名めい誉よな役を押し付けられたパエトンにとって、飛びつきたくなるものだった。

　無事にその役目を果たした折には、公爵は領地割かつ譲じようを約束してくれた。それだけでなく、ルドルフとディアの結婚が上う手まくいけば、自分はゆくゆくはヴァルダン王おう妃ひの後見人だ。

　しかし意い気き揚よう々ようとヴァルダンを出発して約半月。パエトンは徐じよ々じよに不安を感じるようになった。

　成功報ほう酬しゆうの大きさに目が眩くらんでしまったが、よくよく考えればこれはかなり危険な役目である。

　王妃の後見という輝かしい未来に夢を馳はせる半面、安全な町の中以外では極力馬車から降りることを避さけた。オルディアーナの説得に成功し、カゼルラを出てからは特に周囲を警けい戒かいした。

　真夏の大陸横断ということもあり、どうしても昼に休みを取り、夜から朝にかけて進むことが多い。涼すずしいことは涼しいのだが、夜の旅はパエトンにとって恐きよう怖ふでしかなかった。

　今夜も一行は火を灯ともして街道を粛しゆく々しゆくと進んでいる。

　パエトンは馬車の窓を小さく開き、外にぴったりつく騎馬兵に怯えた声を掛けた。

「お前達、警けい備びは万全か？　必ず十人は馬車についておくのだぞ」

　言いたいことだけ言うと、何かを投げ込まれるのを警戒するように素早く窓を閉める。

　王女の護衛としてモーリット公爵からはたくさんの兵を借りているが、それでも安心できなかった。

　オデリージ公爵は必ずオルディアーナを狙ねらってくる。

　往いきは警戒していたが何事もなかった。ただ一つモーリット公爵による王子カーライルの暗あん殺さつが成功することを祈いのったが、カゼルラで教えられた情報は、カーライルが無事にアレクシス殿でん下かと落ち合いペンテレイアに向かったというものだった。

　来る。オークハルトに入るまでにオデリージ公爵の刺し客かくは必ず来る。

　そう震ふるえ続けていたパエトンの予想は、その夜に的中した――。

「きゃあああ！」

　馬がいななく声と、後方の馬車から女性の絹きぬを裂さくような悲鳴が上がった。

　パエトンの馬車もがくんと大きく揺ゆれて急停車する。馬車の床に投げ出されうずくまっていると、外から鋭するどい声が聞こえた。同時に扉とびらが開く。

「閣かつ下か、お早く！」

「ひいいいいいっ！」

　自分達の馬車が何者かに襲おそわれている。

　それだけを理解したパエトンは、数名の兵士に庇われもつれる足で馬車から降りて走った。背後からはオルディアーナの馬車に群むらがる兵士の声が響く。

「姫！」

「ディア様！」

「おのれ！　そこにはオルディアーナ様が！」

　その声に、逃げていたパエトンもさすがに足を止めた。

　振り返ったその先に、兵士の囲みを破やぶり、短剣を抜いた男が風のように馬車に飛び込むのが見える――。

　ひっとパエトンの喉のどが鳴った。私の領地と王妃の後見という夢が消えた、と思った。

「うがっ！」

　だが、妙な声が聞こえ、馬車からごろごろと何かが転がり出てきた。

　何かと思えば、顔面血まみれとなって気き絶ぜつした暗殺者だった。

「この無ぶ礼れい者もの！　私をヴァルダンの王女と知っての狼ろう藉ぜきか!?」

　姿は見えないが、オルディアーナの一いつ喝かつは聞こえる。

　こんな声も出せたのか、とパエトンが半なかば感心して囲まれた馬車を見つめた瞬しゆん間かん。

「さあ、来るがいい！　このオルディアーナと刃やいばを交わそうという猛も者さはどこだ！」

　馬車から出てきた女性を目にした途と端たん、パエトンは魂たましいが飛び立つほどの衝しよう撃げきを覚えた。

　大剣を両手で掲かかげて出てきたのは、ドレス姿の女性だった。

　が、その体たい軀くは小こ柄がらなオルディアーナとは似ても似つかない。

「デカイ！　聞いていた話と違うぞ!?」

「愛らしい王女じゃないのか!?」

　仕入れていた情報と違ったのだろう。忍しのびを旨むねとする暗殺者が思わず声を上げてしまうほど、オルディアーナ王女は見事に鍛きたえ上げられた肉体を持っていた。

　声からして女性には違いない。

　途と中ちゆうで力をなくした暗殺者の刃が、オルディアーナ王女の厚い胸に弾かれる。王女はドレスの下に鉄の胸当てを仕込んでいたらしく、破れたのをいいことに高価な絹のドレスを引き裂いた。

「ええいっ、動きにくいわ！」

　決して女性の言う「動きにくいわ」ではなく、権力者が「しゃらくさいわ！」と叫ぶような「わ」だった。動きが機き敏びんになった女騎士扮ふんする王女に、やっと気づいた暗殺者が叫ぶ。

「偽にせ物ものだ！　退ひけ！　退け！」

　しかしもう遅い。王女を狙った痴しれ者どもは近衛騎士に取り囲まれていた。血けつ路ろを開こうと暴あばれる刺客に、ヴァルダン兵と近衛騎士団が共きよう闘とうして包ほう囲い網もうを狭せばめていく。

「捕らえろ！　一人も逃のがすな！」

　近衛騎士団の声が交差し暗殺犯を余さず捕らえると、兵士達は口々にパエトンを褒ほめ称たたえた。

「上手くいきましたね、さすがは閣下です！」

「ほぼ捕らえましたぞ。不安はありましたが閣下のご命令に間違いはありませんでしたな」

「は……？」

　パエトンの口から間の抜けた声が出た。

「閣下、暗殺犯どもを捕らえました。この後はいかが致しましょうか」

　髪型だけオルディアーナと同じ女騎士がキビキビと答える。彼女は確かに近衛騎士長ロベルトからディアの世話を一任されていた女騎士だ。

　何が起こっているのか分からないパエトンは、自分を見つめる者達をおどおどと見つめ返した。

「ど……どういうことだ？」

　震えるパエトンに、兵士長は目を瞬く。

「どういう、とは？　閣下のご命令どおり王女殿下の身代わりを置き、暗殺犯を捕らえましたが？」

　パエトンが目を剝むいた。

「なんだと!?　どこだ!?　オルディアーナ様はどこに行ったのだ!?」

　突然半はん狂きよう乱らんで叫び出され、近衛騎士と兵士は顔を見合わせる。

「ヴァルダンでございましょう？」

「近衛騎士長殿どのを伴ともなって数日前にお発たちになりましたが」

　双そう方ほうから口々に言われ、一人何も知らされていなかったパエトンは茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで立ち尽つくした。

「ば、馬ば鹿かな……！」

　いつディアと女騎士が入れ替わったのか。

　パエトンは自分が暑さに参っても、王女も暑いだろうと気き遣づかうことはなかった。旅に不安を覚えても、王女も同じように不安だろうと考えることもなかった。世話は全て女騎士に任せ、パエトンは自分の命を護まもり、快かい適てきに過ごすことだけに心を砕いていたのだ。

　そんな、人を気遣う想像力のないパエトンが入れ替わりに気づけるはずもなかった。
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「お話は分かりました」

　ざわめく朝の食堂で、質しつ素そな町娘に姿を変えたディアはついと顔を上げた。

　ラベンナの東でパエトン達が襲われたその頃。二人だけで旅立ったディアとロベルトは、そこから遥はるか北の町で待っていたジェラルドと落ち合っていた。

「ですが、引き返すわけには参りません。わたくしはこのままヴァルダンに戻りたいと思います」

　ルーニアのレビ砦とりでから馬で駆けつけたジェラルドは、ディアの返答に困こん惑わくした。

　ライの命めいを受けてディアの一行に追いついたジェラルドは、まずロベルトに接せつ触しよくを図り、ディアが狙われていることを伝えた。パエトンの前に、ライの護衛である自分が現れるわけにいかなかったからである。

　ロベルトはジェラルドと二人でディアをヴァルダンに送ることに同意し、近衛騎士とパエトンの兵にその旨を「パエトン男爵閣下の極秘命令」として伝えたのだ。一切口には出さず、身代わりの女騎士をディアとして扱あつかうよう厳げん命めいし、ロベルトはディアを連れて単たん独どくで隊を離れた。

　そして無事に合流したジェラルドは、ディアに真実を話して聞かせたのだ。

「ひめ……いえ、ディア様。なぜでしょうか？　ルドルフ様はこの結婚に反対されており、サウル殿下は無関係です。あなたを都合よく動かすためにパエトン男爵、ひいてはモーリット公爵家が言い出しただけのことなのです。ですから、あなたがこの結婚を断り、カゼルラにお帰りになればそれだけでことは済むのです」

「ジェラルド、やめろ」

　あけすけでディアの心情に頓とん着ちやくしない物言いに、ロベルトは思わず口を挟はさんだ。もう少し言葉を選べと言いたかったのだが、何と言うべきか悩んでいる内にディアはさして傷ついた様子もなく答えた。

「カーライル殿下にご迷めい惑わくをお掛けしていることは分かります。でもわたくしは結婚するためにヴァルダンに帰らないといけないのです。……もちろんカーライル殿下との合流に反対するわけではありませんわ。それは是ぜ非ひ、お互いの安全のために同行させて頂きたいと思います」

　ジェラルドがため息をつき、ロベルトは顔には出さなかったが驚いていた。

　この婚姻がサウルと無関係であるとなれば、ディアは結婚しないのではないかと思ったのだ。

　それなのにディアはあくまでヴァルダンに戻るという。

（サウル殿下を名めい目もくに使っている以上、従したがうおつもりなのか……？）

　サウルはディアがそこまで忠ちゆう義ぎを尽くす人物ではない……とロベルトは個人的に思っている。気分が悪い。正直なところ、今すぐディアをカゼルラに連れて帰りたいほどだ。

　ジェラルドも納なつ得とくしないまま、しぶしぶ話を進めた。

「……かしこまりました。後はルドルフ様とあなたの間で話し合って頂きましょう。我々はラベンナを北上してミルトス王国からバルマへ入ります。そこでカーライル殿下と合流する手はずになっておりますのですぐに参りましょう」

　ジェラルドは懐ふところから紙片を取り出し、二人に提てい示じする。

「ラベンナ大たい公こうのご厚意で身み分ぶん証明書を偽ぎ造ぞうさせて頂きました。今後はラベンナの地方領りよう主しゆ夫妻とそのお付きという設定で旅をします」

「なぜラベンナが協力を？」

　ロベルトが不思議がれば、ジェラルドは辺りを憚はばかるように声を落とした。

「あちらの公女殿下とうちのライ様にはご交流がありますので。事前に立ち寄ってお願いしてきました。あくまで安全に国こつ境きようを通過するためだけのものですよ」

「ご交流……」

　ジェラルドのうんざりした顔を見ればどういう種類の交流なのか考えるまでもないが、厚意で偽造とは微妙なところだ。

（……しかし断っている場合でもないな……）

　今のロベルトとディアではラベンナ公国から出ることも難しい。

　大公公認だから大丈夫だと自分を励はげまし、真ま面じ目めなロベルトは身分証明書を受け取った。

「夫婦か。無理のない設定だ」

「はい。なので今後はロベルト殿のことは旦だん那な様、ディア様のことは奥様とお呼び致します」

　ロベルトは偽造身分証明書を取り落としかけた。慌てるあまり右手左手とお手玉してしまう。

「待て！　私がお付きじゃないのか!?」

「まさか。私が務つとめさせて頂きます。ロベルト殿を差し置いて私が主人など……」

「どう見ても君が主人だろう！　姫、いや、ディア様と私では無理がある！」

「そんなことはありません。ロベルト殿のような立りつ派ぱな方が主人の方がいいです。そうお思いになりませんか、奥様」

　水を向けられ、ディアは可愛かわいらしく小首を傾かしげた。

　大柄で威い厳げんがあるロベルトと身のこなしの洗せん練れんされた貴き族ぞくのジェラルド。どちらが夫の役でも従者の役でもおかしくはないだろう。

　だがディアは多少の算さん段だんを持ってやんわりと答えた。

「わたくしもロベルト様が適てき任にんと思います」

「ひめ……ディア様、私は演技などは苦手で」

「ロベルト様ならできますわ」

「奥様の仰おつしやる通りです。本物でいいのです。演じる必要はありません」

「その方が無理があるではないか！」

　焦あせるロベルトに、ジェラルドは拳こぶしを握にぎって力説する。

「どう考えても旦那様はロベルト殿です。私にはロベルト殿を従者として扱うことはできません、畏おそれ多い」

　畏れ多いというのなら、まずは目の前の王女に言うべきだろう。

　だがジェラルドは身分を重んじる生きつ粋すいのヴァルダン人だ。主人であるライがディアを蔑さげすまないこともあり一応の礼は取っているが、やはりどこか軽んじている節がある。もちろんこれは個々の性格の問題ではなくヴァルダンの国風のため、ロベルトも咎とがめたりはしない。露ろ骨こつに蔑まないだけジェラルドには倫りん理り観かんがあるといってよかった。

　そんなジェラルドに、ディアの夫役を任せるのは無理があるのは分かる。

「だが……」

　夫婦という設定は、少し、いや、かなりよろしくない。何がどうよくないのか説明しづらいが、とりあえずロベルトにとってはあまりありがたくなかった。

　動どう揺ようのままにむっつりと沈ちん黙もくするが、そんなことで事じ態たいは変わらない。

　ディアとジェラルドのつぶらな瞳に見つめられ、しぶしぶ了りよう承しようした。

「……………………分かった。そうしよう」

「はい、では奥様のことを名前で呼んでください」

「なにっ!?」

「練習です。間違えてはいけませんので。旦那様はこういうことが苦手そうですから」

「………………」

　なんというありがたい仕打ちだ。

　ディアから期待に満ちた目で見られていることに気づき、ロベルトはまごつきながら咳せき払ばらいをした。

「……ディア」

「はい、あなた」

　むせた。何も食べていないのに咳せき込むロベルトに、ディアは本物の妻のように茶を差し出す。

「大丈夫ですの、あなた。ジェラルド、夫婦の設定ではないの？」

「はい、奥様。ですが旦那様には難なん易い度どが高いようですのでお名前でもかまいませんよ」

　ディアは少し考え、優しく言った。

「では……ロベルト」

　なんとか体勢を立て直したロベルトは、口くち許もとを押さえてうなずいた。

「まだそちらの方が落ち着きます」

「旦那様、その話し方では奥様の方が偉えらいようですよ。奥様も過度のお嬢じよう様さま言葉にならないように気をつけて」

「そ、そうだな」

「わかったわ」

　何度か練習させられ、夫婦とお付きの召めし使いはミルトス王国に向けて旅立った。




　こうして旅を始めた三人は、地方貴族らしい品のある軽けい快かいな服装に変えている。ミルトスに来るまではかなり馬を急がせたが、国境を越えてからはディアの体調に合わせて移動していた。

　真夏とあって日差しはきつく、ディアは馬に乗ったことがない。最初は揺れに気分が悪くなることもしばしばだった。

　予定の宿泊地である町に着いたその日も、長時間の旅を終えたディアは馬が止まっても降りる素そ振ぶりを見せなかった。ずっと同じ姿勢で体が固まってしまっているのだろう。

「じっとしていろ」

　降りられないディアに、ロベルトは腕を伸ばすと壊こわれ物を扱うように背中と膝を抱き取った。鞍くらの上だが、ロベルトの長身なら台など使わずとも簡単に降ろせる。

　旅の間にこんなことはすでに慣れっこになっていた。最初は遠えん慮りよしていたロベルトも、抱き上げられるたびに動揺していたディアも今は自然に片腕に抱かれている。

「では私は宿を取ってまいります。先にお食事を済ませておいてくださいませ」

　馬を連れてジェラルドが去り、ロベルトはそっとディアを地に下ろした。

「疲つかれただろう」

「ええ。でも少しだけ慣れてきたわ。馬車の中よりはいいかもしれない」

　ディアは日差し避よけに被っていたヴェールを肩に落とし、汗ばんだ顔で微ほほ笑えんだ。

　夏の馬車の中は窓を開けていてもかなり暑い。北の進路でヴァルダンに向かったアレク達と違い、ディア達は真夏の盛りに大陸を横断しているのだから。

　残してきた騎士団の面々を思い出す。パエトン男爵は暑さで倒れているのではないだろうか。それはそれでどうでもいい気がした。

　ジェラルドの指定した店は、いかにも地方領主が利用しそうな小綺麗な食堂だ。ロベルトが扉を開きディアを通すと、店主は丁てい寧ねいに腰を折った。

「いらっしゃいませ、お暑い中をようこそお越しくださいました。さあ奥様、どうぞ中へ」

　ともすれば親子ほども体格差のある二人だが、店主は疑うことなくディアを「奥様」と呼んだ。

　席に着いたディアは、渡されたメニュー表を丹たん念ねんに目で追う。

「聞いたことのないものがたくさん。セロを詰つめた羊肉……セロって何かしら」

「ミルトス原産の香草だ。胡こ椒しようみたいな味で辛からい」

「ロベルトはミルトスに来たことがあるの？」

「ああ、何度か。殿でん……私の仕つかえる方は外国での仕事が多いからな」

「楽しそう。わたしは全然お家から出ることがなかったから、うらやましいわ」

　お家、とは言うまでもなくヴァルダン王城天蓋宮である。

　ロベルトは地方の物を食べたがるディアの意向に沿って幾いくつか注文し、二人は食事を始めた。

　食事をするディアを見つめ、つくづく地方領主という役柄で助かったと思った。ディアのように品よく美しい食べ方や振る舞いでは、町娘といっても無理がある。

　視線に気づき、ディアが困ったように手を止めた。

「どうしてそんなに見るの？」

「いや」

　綺麗な作法だと思って、とは言えない。言葉を切ると、ディアはやや頰を赤らめた。

「そんなに見られると困ります。やっとあなたの前で食べることに慣れてきたのに」

「私がいると食べにくいのか？」

　そんなことが気になるものなのだろうか。

「分からないっていう顔だわ」

　簡単に言い当てられてしまい、ロベルトは目を泳がせた。

「私はこういうことに疎うといらしい。マーシュはよく女性の気持ちを汲くむんだが」

「女性に限らずね。わたし、マーシュのことが好きよ。お兄さん思いでとても賢かしこくて、心の動きに敏びん感かんな人」

「少し……いろいろなことに気を回しすぎるところがあるがな。誰も気にしていないのに」

　ディアは柔やわらかく微笑む。

　二人はまたゆっくりと食事を続けた。

　心地ここちよい沈黙だった。何かを話さなければと焦りを感じることもない。

　出会ったころはなんとかして遠ざけようとしていたことが噓うそのようだ。思った以上に年ねん齢れい差さを感じない。

　二人は、間に入れずうろうろしているジェラルドに長い時間気がつかなかった。




[image: ]








　第四章　舞台上の戦い







　バルマの南、ニムロドの町は大国ヴァルダンに一番近く栄えた中央の要よう衝しようだ。

　昼過ぎに到とう着ちやくした星の女神一座は役所に届けを出し、郊こう外がいの広場に大きな天てん幕まくを張った。三日後には公演を控ひかえ、それぞれ用意に慌あわただしい。

　そんな作業や練習が深夜まで続く中、一人の男がひっそりと天幕を訪れた。

　若い、商人風の優やさ男おとこだ。背中に荷を担かついだ男は団員と二言三言話し、天幕の中へと入っていった。

　それからしばらく。

　団員達が寝静まり、どんな努力家も自主練習を切り上げるような明け方頃――。

　来たときと同じように背中に荷を担ぎ、天幕から商人が出てきた。

　商人は広場から離れて天幕や広場、少し離れた役所を確認する。

　そして一人うなずくと、ひっそりと闇やみに紛まぎれて消えた。
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「主人よ、あの客はどこから来た？」

　うららかな昼下がり、カウンターの中でうとうとしていた初しよ老ろうの主人は、慌あわてて目を覚ましながら顔を上げた。

　目の前には旅人と思われる若い男が立っている。見る者が見れば町人風の男の中に隠かくされた鋭するどい目や、訓くん練れんされた物もの腰ごしに気づいただろうが、主人はそんなこととは無む縁えんだ。

　客かと思い、愛あい想そよく答えた。

「いまうちの宿にお泊まりのご夫婦ですか？」

「そうだ。もしや知人かと思ったのだが」

「ラベンナのご領りよう主しゆ様ですよ。立りつ派ぱな旦だん那な様とお可愛かわいらしい奥様で。今はお付きの方かたとお出かけされていますが、戻られましたらあなたのことをお伝えしておきましょうか？」

　そのとき、また別の男が扉とびらを開けて入ってきた。今度は少し身なりのいい中年男性だ。

　こんな客室が三つしかない小さな宿屋に、今日は客がいっぱいだと主人が目を丸くしたが、新たな男は若い男の知り合いらしい。若い男に何かを耳打ちした。

　途と端たんに若い男がカウンターに乗り出し、主人の鼻先まで詰つめ寄った。

「伝えるには及およばん。客はいつ帰ってくる？」

「夕方にはお戻りですよ。ですが夜にまた旦那様とお付きの方はお出かけするそうで、奥様がお一人でここに残られます。留る守すの間気をつけてやってくれと旦那様が申されていましたから」

　男の目の色が変わった。

「合あい鍵かぎを出せ。その夫婦が泊まっている部屋のだ」

「なにをおっしゃ…………っ！」

　主人は言葉を続けることができなかった。喉のど元もとに、いつ男の手に握にぎられたのか分からない小刀があったからだ。手の平の中に納まってしまうような小さな刃物が、首の皮にぴたりと押し当てられている。

「な、何をなさるのですか……！　おやめください、奥には妻も息むす子こもいるのです！」

「皆殺しにされたくなければ大人しく言うことを聞いておけ。鍵を渡せ」

　皆殺しという言葉に、主人は震ふるえ上がると棚たなの中を慌しく探った。青くなりながら、真しん鍮ちゆうの輪で繋つながれた三部屋分の合鍵を全て渡す。

　鍵を受け取った男は、後ろの中年男を指して笑った。

「見み張はりを置く。ラベンナの客に余よ計けいなことを言うなよ」

　そう言うと、怯おびえて声も出せない主人の首元から刃物を引いた。

「何も命を取ろうというのではないさ。あの奥様に少し用事があるだけだ。これを取っておけ」

　主人の手に口止めとして金貨を握らせ、若い男は悠ゆう々ゆうと宿を出て行った。

　残った中年男は宿泊客名簿に名を書く。間違いなく偽ぎ名めいだろうが、三つしかない部屋で領主夫妻の隣となりの部屋を指定した。

　主人は促うながされ、震える手でその部屋の鍵を渡す。

　中年男が二階の客室へ上がり誰もいなくなると、主人は手の中の金貨を見つめた。

　ごくりと息を呑のむと、店の金と混ざらないよう布で包み、素早く懐ふところへ入れた。




　その日の夜。隣の部屋に動きがあり、中年の男は扉に忍しのび寄り耳を澄すませた。宿の主人が言っていた通り、王女の護ご衛えいが出かけるらしい。

　隣の部屋の扉が開き、閉じられる音がする。足音は二つ。男の潜ひそむ部屋の前を通り過ぎていく。

　足音が小さくなるのを確認し、男は慎しん重ちように薄く扉を開いた。明かりの少ない薄うす暗ぐらい廊ろう下かを、そうそういないような大柄な男と中肉中背の男が歩いている。間違いなく王女の護衛だ。

　男は護衛二人が階下に姿を消したのを見て、次に隣の部屋に面した壁に耳を寄せた。部屋には確かに人が残っている。足音からして女性だ。

　男は今日の夕方に護衛と王女が部屋に戻ったことを確認している。食事など宿の人間の出入りはあったが、話す内容にこちらの動きを伝えるものはなかった。宿の主人は忠ちゆう実じつに脅おどしに従したがっている。

　男は窓に忍び寄ると、外の仲間達に護衛が出て王女が残っていると伝えた。




　部屋に残ったディアは落ち着きなく広い部屋を歩き回っていた。

　ロベルトから離れるのが不安でたまらなかったし、ジェラルドだけでも残ってくれればいいのにたった一人だ。

　四方向の壁にある燭しよく台だい全てに明かりを入れてもらっているため部屋は明るいが、南向きの窓の外は暗く、こんな夜に出て行ったロベルトを思うと心配だった。

　そのとき、カチリ、と鍵を閉めたはずの扉が開く音がした。

　ディアはハッと息を呑んで、扉から離れ棚の側そばに寄った。危険を感じたときは窓にも扉にも近づかないよう諭さとされている。壁際に設しつらえてある大きな棚に縋すがったとき、扉が開いて三人の剣を持った男達が現れた。

　二人が退たい路ろの扉を確保し、一人が短剣を構かまえる。それを見たディアは大きく息を吸い込んだ。

「キャアアア――――ッ!!　誰か助けて――――っ!!」

　これ以上ないというほど大きい声で上げられた悲ひ鳴めいとほぼ同時。

　ディア目め掛がけて突進してきた暗あん殺さつ者しやの目に、何かが突き刺ささった。

「ギャッ！」

　たまらずもんどりうって転がった男の前で、ディアの背はい後ごにあった棚の扉が勢いきおいよく開く。

「なに!?」

「まさか！」

　出てきた人物に、残った二人が思わず後あと退ずさった。

　棚の隙すき間まから小刀を投げつけ現れたのは、出かけたはずのジェラルドだった。

　ジェラルドは暗殺者の動きが止まった隙に、手に残った二本の小刀を投げつける。更さらに隠し持っていた小刀で敵の動きを止め、目にもとまらぬ早さで細剣を鞘さや走ばしらせた。

「ディア様！」

「はい！」

　ディアは胸元に提さげていた銀の小こ笛ぶえを摑つかんだ。思い切り息を吸い込み、唇くちびるを当てる。

　ピ――――――――ッ!!　と小鳥の鳴き声のような甲かん高だかい音が夜の町にこだました。寝静まった静かな夜に、それは驚おどろくほど大きく響ひびく。

　ジェラルドは、扉から乗り込んできた二人を相手に細剣を振るった。敵を完全に倒すには手が足りない。ただの牽けん制せいしかできないが、それでかまわなかった。しばらくの間ディアを守りきれればそれでいい。

　そしてその「しばらく」はジェラルドが予想したよりも短時間だった。

　ディアが笛を鳴らして、数十秒――。

「ぐあっ！」

　部屋の外の廊下で、何かが潰つぶれたような悲鳴が聞こえた。次いで壁をぶち抜くような音が響き、小さな宿屋が揺ゆれる。誰かが壁に激げき突とつした衝しよう撃げきだ。

「ロベルト！」

　ディアの歓かん喜きの声が上がる。

　廊下にいた敵を倒し、扉から何事もないように入ってきたロベルトは左右から襲おそい掛かる男に拳こぶしを振るった。上段から振りかぶられた剣を棒でも払はらうかのように素す手でで弾はじき飛ばし、がら空きの敵の懐に素早く潜もぐり込む。鳩みぞ尾おちを突き破やぶるほどの肘ひじ鉄てつを喰くらい一人が落ちると、ロベルトは振り向きざまに足を振り上げた。鋼はがねのような足に側そく頭とう部ぶを強打され、残った一人もあえなく失しつ神しんする。

　見上げるほどの体たい軀くの持ち主とは思えない、ディアを守るために場を離れなかったジェラルドがあ然とするほど、身軽な動きだった。

　ロベルトは棚に縋って立つディアを片手で抱き上げると、端たん的てきにジェラルドに命令を下す。

「階下の一人は私が片付ける。外の一人を追え」

「はっ！」

「殺すな」

「はい！」

　窓から外に飛び降りた小こ柄がらなジェラルドを目で追い、ロベルトに抱かれ安心しきったディアは声を弾はずませた。

「驚いたわ！　ジェラルドは細いのに強いのね！」

「当然だ。でなければライ様はあなたを守るのに送ったりしない」

「…………」

「どうした、どこか痛かったか？」

　突然黙られ、ロベルトは焦あせる。ロベルトの腕うでに腰掛けるようにして、逞たくましい首にたおやかな腕を回していたディアはいいえ、と首を振った。

「――嬉うれしくて！」

　上げられた顔は喜びに輝いている。立場上、ライにとって目め障ざわりであるはずのディア。だがライは彼女を政せい敵てきと捉とらえず、妹として、守るべき人物として想ってくれたのだ。そのことを実感したディアに、ロベルトも微笑み部屋を出た。

　廊下に出れば、階下から短剣を持った男が上がってくるところだった。ロベルトは背後にディアを下ろし、大剣を抜く。

「絶対に前へ出るな」

「はい」
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　ディアは邪じや魔まにならないよう、素直に退さがった。相手が誰であれ、ロベルトが負けるとは思えなかった。

　背後は袋ふくろ小こう路じで窓もなく扉もない。壁を壊こわす以外にディアを襲うものはないだろう。

（これで心置きなく戦える）

　ディアを背後に置き、ロベルトは常人なら両手で扱あつかう大剣を羽でも扱うかのように片手で構えた。




　階下に降りれば、ジェラルドがカウンター前で外の刺し客かくを縛しばり上げているところだった。

「ロベルト殿どの！　外の一人とあなたを尾び行こうしていた男の確保が終わりました！」

「ありがとう。君がいて助かった」

　ロベルトは素直に褒ほめた。お世せ辞じではない。ライの護衛官だけあって恐おそろしく強く、優ゆう秀しゆうだ。褒められたジェラルドは嬉しそうに、二階で転がる敵も縛り上げに走る。

　ディアは縛られ気を失っている男達を見て、しきりに不思議がった。

「これだけ舞台装置が揃そろっていて、この方々は怪あやしんだりしなかったのかしら？」

　小さな宿で他の客がおらず、主人とお付きは夜中に留守をし、狙ねらう王女一人が宿に残る。あからさますぎるのではないかと懸け念ねんしたが、敵はものの見事に掛かってくれた。まんまと誘い出された刺客達が間抜けに思えるほどだ。

「焦っていたんだろう」

　ロベルトが苦笑すると、遠くから駆かけつけてくる警けい備び隊たいの声が聞こえた。

　ジェラルドの身代わりに、ロベルトと一緒に宿を出た主人の息子が呼んでくれたものだ。この町の警備兵に敵の息が掛かっていないことはすでに確認してある。

　倒した敵を残らず縛り上げ、ロベルトは人ひと質じちに取られないよう貯ちよ蔵ぞう庫こに避ひ難なんしていた宿の主人に歩み寄った。

「ご主人、面めん倒どうを掛けたな」

「旦那様、ご無事でよろしゅうございました」

　誘ゆう導どう作戦に一役かってくれた宿屋の主人は飛びついてきた。ロベルトとジェラルドが大丈夫だというのを心配して、最後までこの作戦に難なん色しよくを示していたのだ。じっと隠れていた主人の妻も胸をなでおろしている。

　ロベルト達はミルトスに入ってしばらくしてから、敵が追ってきていることに気づいた。

　まずは暗殺者達が少人数であることを探りだし、このカナンの町の小さな宿屋で罠わなを張ったのだ。逃げ切ることもできそうだったが、様子を見ている間に敵の数が増えるかもしれない。早期に迎え撃うった方がいいということで、ロベルトとジェラルドの意見が合った。

　ディアの暗殺が成功していれば宿の主人を口封じに殺す可能性もあったが、失敗した今となってはそんな事は起こりえない。無む駄だな犠ぎ牲せいを出すほどヴァルダンの公こう爵しやくも愚おろかではないだろう。

「ご主人、あいつらがあなたに渡した金を持っているか」

「ええ、ここにありますよ」

　主人は暗殺者から受け取りよけておいた金貨を、そっくりそのままロベルトに手渡す。

　受け取り金額を確認したロベルトは、手持ちの袋から金貨を取り出した。

「これを受け取ってくれ」

　手渡された倍の金に主人が目を丸くすると、ロベルトは笑った。

「このような金は安心して使えないだろう。この金貨はあいつらに返しておく。いま渡した金があなたへの私からの礼だ」

　はるかに大金で宿の主人は躊ちゆう躇ちよしたが、ロベルトは目で受け取ってくれと伝える。危険を承しよう知ちで協力してくれた、せめてもの礼だ。

「お心こころ遣づかいを頂き……ありがたいことです」

　金貨を押し頂き、主人はディアに微ほほ笑えんだ。

「良い旦那様でございます」

「ふふ、そうでしょう？」

　ディアは得とく意い気げに、嬉しそうに笑っていた。




　警備隊への報告を終え部屋に戻ると、ディアは眠らずに待ってくれていた。

　側でディアの護衛をしてくれていたジェラルドに休むように言うと、彼は隣の部屋に移った。ここは最初にロベルト達が取っていた広い部屋ではなく、三つの中で一番小さな部屋だ。

「眠れないか」

　それも当然だろうと思った。

　小さなテーブルの前に腰掛けるディアは、歩み寄るロベルトに微笑んだ。

「ロベルト」

　その声にロベルトは足を止め、姿し勢せいを改めた。

　これは地方領主の妻ではない。ヴァルダンの王女のディアだ。

　無言で片かた膝ひざをついたロベルトに、ディアは視線を合わせる。

「わたくし、オークハルトとのお話があってからずっと考えていました。お姉さまも仰おつしやったけれど、父がわたくしのことを考えるはずがない。その前ぜん提ていでこの結婚に何の意味があるのか」

　ロベルトは無意識にリディの言葉を思い出していた。あの「飼かい主ぬし」という言葉をディアも考えていたのだろうか。

「モーリット公爵家が背後にいると分かった今、カーライル殿でん下かをお助けするならわたくしは動いてはいけないのでしょう。ジェラルドの言う通り、わたくしが結婚しないと一言言えば全て終わる。だとすれば、モーリット公爵はわたくしが断った時のことを視し野やに入れているかもしれない」

　たった一人、ディアと関係があり、かつ大切にしている存在を思い出しロベルトは目を見開いた。

「……あなたのお母上か」

　天てん蓋がい宮きゆうに一人残されたディアの生母。サウルの妾めかけである夫人だ。

　人質に取られているのではないか。ディアはそう思ったのだ。

「だからジェラルドから話を聞いたとき、とても納なつ得とくできました。わたくしはあくまで結婚するという姿勢を見せてヴァルダンに帰らないといけないのです」

　ディアの栗くり色いろの瞳ひとみが揺ゆらいだ。

「母の安あん否ぴを確認するまで、わたくしはこの結婚から逃のがれるわけにはいきません」

「ディア……！」

　気がつけば体が動いていた。小さな体を抱き締しめ、ロベルトはうめいた。

　何と言ってやればいいのか分からなかったのだ。まだ人質に取られたと決まったわけではない？　いいや、モーリット公爵にとってこれはとてつもなく大きな、大事な賭かけだ。負けないよう万全の注意を払うだろう。

「ディア」

　ディアが小さすぎて抱き締めている感じが持てない。どれだけ腕を回しても、間からすり抜けていきそうだ。

　いろいろなものに縛られている彼女が哀あわれだった。なぜこんなに蔑ないがしろにされるのに、誰も彼女を放っておいてくれないのか。

　栗色の瞳が自分を見上げている。訴うつたえかけるような視線に押され、ロベルトは小さな細い顎あごに手を添そえた。

　やめておけ、と誰かが一いつ生しよう懸けん命めい言っている。

　こんなことをして、もう引き返せない。

（ああ、そのとおりだ）

　そんなことは、もうずっと前から知っている――。

　やがて重なっていた唇が離れ、囁ささやく声が聞こえる。

「……一生の思い出にします」

　それは彼女の声だったか自分の声だったか、よく分からなかった。




　　　　　　　　　　[image: ]




　ニムロドの町に陽ひが落ちる。

　西陽が消え、暗くなるまでの涼すずしい夏の宵よいは絶好の公演時間だ。

　大きな天幕は下半分を開き風が通るようになっている。入口に飾かざられた巨大な篝かがり火びに火が灯ともされ、続々とニムロドの町民が集まっていた。

　辺りには商人による露ろ店てんもたくさん並び、夕刻の気持ちのいい風に乗って熱いスープの湯ゆ気げや肉の焼ける香ばしい匂いが流れてくる。甘いお菓子を手に喜ぶ子供や、酒を片手にした大人達の陽よう気きな笑い声が響き、広場は祭りのように賑にぎやかだ。

　その奥、星の女神団の小さな楽屋天幕では役者達が集まり最終確認を行っていた。

「よぅし、今日が最後だ！　気ぃ引き締めていくぞ！」

　イアソンの雄お叫たけびに、おおおっっ！　と女神達の鬨ときの声が上がる。

　今日は『古こ城じようの乙女おとめと異国の王』の公演三日目、千せん秋しゆう楽らくだ。

（アレク、どこだろ）

　キャサリンの化け粧しようを手伝い終わり、殺た陣て用の白い衣装に着替えたモニカはごった返す天幕内をうろつく。いつも公演の前には「頑がん張ばって」の声掛けをお願いされているのだ。

　しかし探すまでもなくアレクの姿は見つけられた。

　女優達が集まり、円陣が形成されている。先々日、先日とそうだったが、今日もやっぱり円陣の中央には異国の王に姿を変えたアレクがいた。

　衣装は上下共に金色だ。上衣は丈たけが長く、膝まである布は腰こし帯おびから下に切り込みがあり、剣けん舞ぶの時に映はえるように六枚に分かれている。頭には異国の王らしく布がまかれ、その中央には大きな緑りよく柱ちゆう石せきが輝き巨大な鳥の羽が飾られていた。腰に下げられた模も造ぞう剣けんも宝石をちりばめた金色で、過去の男優は笑いを取るためにこの衣装を着ていたらしい。

　モニカに気づいたアレクは輝かしい笑顔を向ける。

「ミラ！」

（眩まぶしい……！）

　モニカは思わず目を細めた。

　衣装も眩しいが、どこからどう見ても若い異国の王だった。イアソンをして「笑いが取れねぇ……！」と言わしめた似合いっぷりだ。アレクが身につければ、金の衣装は本物の金きん糸し、贋がん作さくの緑柱石も黄おう金ごんの剣も全て本物に見えてくる。こんな外には着て行けない服なのに、村人の格かつ好こうより倍も倍々以上も似合っていた。

　乙女ドレスのキャサリンは上気した頰ほおに両手を添える。

「何度見てもステキ、アレクちゃん……！　あ、ルドルフもよ？」

　思い出したように言われ、側にいた騎き士し姿のルドルフは笑う。

　ルドルフは白はく銀ぎんの鎧よろいに銀の剣、足首までもある純じゆん白ぱくの長いマントを羽は織おっている。背も高く精せい悍かんなルドルフにはよく似合っており、まさに乙女のための騎士だった。

　全員の準備が揃い、天幕の入り口が閉じられる。

「よぉし、お前ら行くぞ!!」

　舞台袖そでに行く前にもう一度全員で拳を振り上げ気分を高めると、役者達は登場場所に合わせて上かみ手てと下しも手てに散って行った。

　舞台袖からこっそり客席を覗のぞいたモニカは驚いた。昨日もすごかったが、最終日の今日はそれを上回る客の入りっぷりだ。イアソンはヴァルダンの本体はともかく、旅に出ている間は弱小劇団だと言っていたが謙けん遜そんだろう。

　盛せい大だいな拍はく手しゆと歓かん声せいの中、はじまりの語りが終わり、舞台が幕を開ける。

　一幕はほぼルドルフとキャサリンの出番だ。乙女との愛の語らい、戦いくさへの出兵式など堂々と演じている。二幕のアレクも同様に華か麗れいな異国の王を演じ、セリフのない殺陣の賑やかしで緊きん張ちようしているモニカとは雲うん泥でいの差さだ。

　一生懸命舞台を見つめていると、ぽんぽんと肩かたを叩たたかれた。

　振り返ればそこには皮の長ちよう靴か、布の服に上から膝までもある上着を着た若い商人がいる。

　長い金きん髪ぱつを帽ぼう子しの中に隠したその姿に、モニカは顔を輝かせた。

「マーシュ！」

　大きな声を上げそうになれば、マーシュは「しーっ」と人差し指を唇に当てる。

　モニカと一緒になって舞台上を覗き、くっくっと忍び笑いをもらした。

「一昨日から客として観てたんですけど、さすが殿下ですねー。演技までこなしちゃうなんて。どうしよう、帰ったら劇団作るぞ！　とか言われたら」

「言いそう！　そしてやりそう！」

「あぁ、宮のみんなも観たかっただろうな！　ラフィット様とかああ見えてかなり親おや馬ば鹿かですからねー」
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　舞台上のアレクを見れば、女じよ官かん長ちようや他の女官も大盛り上がりするに決まっている。

　小声で笑い合い、マーシュはこっそりと耳打ちした。

「モニカ様、いま出られますか？」

「うん、まだ大丈夫だよ。三幕までに戻れれば」

　ちょいちょいと手て招まねきされ、モニカは言われるままに舞台の大天幕の裏に出た。楽屋とは違う、荷物置き場に向かえばそこにいた人々にモニカは歓声を上げた。

「ローズ！　みんなも！」

　そこには副ふく長ちようゼノをはじめ、それぞれ商人に変装した二十余人の近この衛え騎士達と町娘姿のローズが揃っていたのだ。

「モニカ様！」

「モニカ様、ご無事でよろしゅうございましたわ！」

　もちろん森でモニカを守って戦った騎士達もいる。ローズは泣き出さんばかりだったが、モニカも誰一人欠けていない面々が嬉しかった。

　ローズと抱き合い、責せめるようにマーシュに向かって唇を尖とがらせた。

「アレクに聞いたけど、少し前にも来てくれたんでしょう？　私も会いたかったのに！」

「すみません。そのときは俺一人だったし、夜遅くてモニカ様はもう眠ってたしで、とりあえず殿下とだけ状況を確認して出てきたんですよ」

　マーシュは胸元から『古城の乙女と異国の王』のチラシを取り出す。

「モニカ様のおかげで見つけられました。王に騎士にミラ様の名前入りのチラシですからね。調べて正解でした」

　マーシュにニッと笑われ、モニカも笑顔になった。

　モニカは今回の演目のチラシに、イアソンに頼たのんで剣劇の一員としてミラの名前を入れさせてもらったのだ。騎士と王の配役名は逃にげた二人の男優のままだが、ミラという名はマーシュならきっと引っ掛かる。マーシュはアレクを探しているはずだし、きっといろいろな町に人を派は遣けんする。その目に留とまればと画かく策さくしたのだ。

　狙い通り見つけてくれたマーシュは商人に身を変えて、五日ほど前にこの劇団を探りに来てアレクと再会を果たしたのだ。

「ローズ、レームの怪け我がはどう？　大丈夫なの？」

「ご心配なく。何針か縫ぬいましたが、意識もあるし元気ですわ。今はウィトス様と一緒にカーライル殿下のご領地に移っております。王おう都との近くですので、すぐ会えますわ」

　一番気になっていたことが聞けて、モニカはほっと胸を撫なで下ろした。怪我のことも安心したが、この男になった体のこともある。すぐに会える距きよ離りにいるのはありがたい。

　マーシュは少し困った顔で笑った。

「大々的にお迎えに来ようと思ったんですけどねー、殿下に止められまして」

「うん、この舞台が終わるまで私も待ってほしかったから……アレクが言ってくれて良かった。ごめんね、無理言って」

　マーシュとしては、一いつ刻こくも早くアレクとモニカの身の安全を確保したかっただろう。

　だが、アレクの「劇団の公演を最後までさせてほしい」という要よう望ぼうを汲くんでくれたのだ。

「星の女神団には本当に旅の間お世話になったんだ。恩おん返がえしはちゃんとしたいから」

　ルッカの町では驚くほど徹てつ底ていしてかくまってもらった。あれがなければ確実にルッカで捕つかまっていただろうし、アレクはともかくルドルフや暗殺者に危害を加えたモニカは危なかったかもしれない。

　追われているのを忘れてしまうほど、楽しく笑いの絶たえない旅をさせてもらった。

　きっとアレクにも同じことを言われたであろうマーシュは、優しく空そら色いろの目を細めた。

「了りよう解かいです。殿下やモニカ様がそう思うのは当然ですよ。でも終わり次し第だいすぐに戻ってもらいますからね？」

　しっかりと念を押され、モニカは感謝をもってうなずいた。

　そのとき、舞台の天幕から大音声が聞こえた。

「今すぐに劇を止めよ！　我われらは領主の軍なるぞ！」

　劇のセリフではない。高こう慢まんにがなりたてるような男の声だ。

　マーシュとモニカはハッと顔を見合わせる。

「！　戻りましょう、モニカ様！」

「うん！」

　二人が競い合うように舞台袖に戻れば、役者達がひそひそと囁きながら舞台を見つめていた。

「団長！　どうしたんですか!?」

　駆けつければ、イアソンは苦々しげな顔で舞台上に向け顎をしゃくった。

　舞台は三幕に入り、王と騎士が相まみえたところだ。その天幕の入り口が開かれ、見たことのない鎧をまとった兵士達が詰めかけている。

　観客がざわざわとどよめくなか、兵士の隊長らしき人物が「なぜこの劇を止めさせるか」の説明を声高にしている。地域や風紀がどうのと言葉を連ねているが、空そら々ぞらしさにイアソンは舌した打うちした。

「この地方一帯の領主の私兵だ。今すぐ劇を止めろだとよ」

　まさか……と考えたとき、マーシュが沈ちん鬱うつな声で言った。

「ルドルフ様を捕とらえに来たんでしょうね。まさか町民の目がある劇中に来るとは」

「そんな！　じゃあ劇は……！」

　モニカが悲ひ壮そうな声を上げれば、イアソンは悔くやしさを滲にじませため息をついた。

「仕方ねぇ、中止だ」

「待って！　待ってください！」

　中止――。モニカは思わず縋りついた。

　モニカの必死な目に気づいたイアソンは苦笑した。

「違うって、お前らのせいじゃねぇよ。こんな劇団だ。役人が止めに入るのも珍めずらしくねぇ」

「何言ってるんですか！　役所に公演の届けを出しているのにこんなの……!!」

　ちゃんと許可をもらっているのに、今日になって突然止められるなんてありえない。モニカ達のせい以外、なにものでもないだろう。

（最終日なのに……！）

　こんなことで皆に迷めい惑わくを掛けるのは嫌いやだ。仕方ないなんて言葉で終わらせたくなかった。

　しかしマーシュはすでに控えていた副長を呼んでいる。

「モニカ様、近衛騎士団を出して止めます。俺達は商人として町に入ってますので、まだ騎士団がいることは気づかれていないはずです」

「騎士団……！」

　どうやってこの場を乗り切ろうかと目まぐるしく考えていたモニカは、目を見開いた。

（そうか、騎士団！）

「待ってください、団長!!」

　劇を終わらせるために舞台に出ようとしたイアソンを押しとどめ、モニカはマーシュに叫さけんだ。

「マーシュ、騎士団呼んで！」

「言われなくても！」

「待って！　アレクが合図するまで出させないで！　団長、彼らが来たら何か戦うものを持たせて待たい機きさせてください！」

「おい、ミラ！」

　イアソンが止めるのも聞かず、モニカは篝火の揺れる舞台に向かった。

（騎士団がいるなら応戦させればいい!!）

　まだ三幕初め、異国の王と騎士は顔を合わせたばかりだ。話は若じやつ干かん飛ぶが、乙女を巡めぐって戦ってもおかしくはない――！

　モニカは長い髪と衣装の裾すそをなびかせ袖から舞台上へ飛び出すと、注意を惹ひくように叫んだ。

「お待ちください！」

　呆あつ気けに取られているアレクやルドルフ、突然現れた少年に注目している領主の軍、つまらなさそうな観客の顔もはっきり見えたが、モニカは気持ちを奮ふるい立たせアレクの前にひざまずいた。

「王様！」

　劇が中断されるのか何なのかざわめく客席は熱気も消え、興きようざめた雰ふん囲い気きになっている。その空気を払うように、精せい一いつ杯ぱいの大声で言った。

「落ち着いてください、王様！　相手はかの有名な古城の騎士です！　お一人で向かわれては危険です！」

　前にいるのは主しゆ君くん。

　そして自分は兵士だ。

「あなたの軍ぐん勢ぜいが揃うまで、今しばらくお待ちを！」

　少女に見み紛まがうような美しい姿と凜り々りしい少年の声に、天幕内の人々が一瞬息を詰める。

　アレクが途と惑まどい、答えに躊躇した瞬しゆん間かん――。

　キャサリンが身み悶もだえするように叫んだ。

「ああ、あたくしの愛する方！　あたくしのために争わず、どうぞお逃げになって！　ほら、あそこに王の軍がやってきますわ！」

　舞台上の古城の乙女が、遥はるか彼方かなた――舞台袖を指差す。

「――!!」

　同時に目を向けたアレクとルドルフはハッと息を呑んだ。

　そこにはアレクの衣装と揃いの布を頭に巻いた、近衛騎士の面々が武器を構えて出番を待っていたのだ。

（キャサリン！）

　顔を輝かせてしまったモニカは、とっさに頭こうべを垂たれて表情を隠す。

　モニカが何のために舞台に現れ、何のために近衛騎士が揃ったかを汲んだ見事な即そつ興きようだった。

　同じく意い図とに気づいたルドルフが、すかさず白銀の剣を抜いた。

「何を言う、私の愛する乙女よ！　どんな敵が来ようとも私はあなたのために戦ってみせる！　――さあどうした、異国の王よ！」

　大げさな仕し草ぐさで長いマントを払い挑ちよう発はつ的てきにアレクを見み据すえると、天幕入口の領主軍を指して叫んだ。

「私の軍ぐん容ように怖おそれをなしたか！　あの男こそ我が軍の無敗を誇ほこる将しよう軍ぐんだ！」

　紹介され、なんとなく劇の続きを見てしまっていた領主の私兵隊長はぎょっとしてルドルフに目をやる。視線を受けたルドルフは満面の笑みで隊長に応こたえた。

「待っていたぞ、我が千人隊長ハンニバルよ！」

「誰それ!?」

　千人隊長ハンニバルこと領主軍隊長の素すの返答に天幕の客が吹き出す。不ふ測そくの事じ態たいに困こん惑わくしていた客は、ここで「これは演出だ」と判断したらしい。

　キャサリンとルドルフの即興を受け、アレクは怖れを抱いたように戦慄おののきながら後こう退たいした。

「戦略の父と名高い千人隊長ハンニバルだ……と!?」

「こら、ま、待てっ、私にそんな二つ名はない！」

「どうやら私も本気でいかねばならないようだな！」

　焦る隊長を無む視しし、舞台袖に視線を送ったアレクは黄金の剣を天てん頂ちように向け掲かかげる。

　篝火の炎ほのおを受けた切っ先が太陽のごとく煌きらめき、人々の視線が吸い寄せられるように集まり――。

　異国の王は怒ど号ごうのように、天幕中に轟とどろく声を上げた。

「声を上げろ！　敵はここにあり！」

「オオオオオオォォ――――!!」

　天幕を揺るがす鬨の声に、モニカは驚いて立ち上がった。

　舞台上だけではない。戦場さながらの掛け声は天幕の外から聞こえたのだ。

　ありえない人数の喚声に、領主の私兵どころか観客までもが騒そう然ぜんとする。

　開いた天幕の下の部分から次々と兵士が飛び込み、その様子にモニカですら目を疑った。

　アレクの近衛騎士団は舞台上に登場したが、客席に入ってきたのは軽けい武ぶ装そうのバルマ国軍だったのだ。なだれ込んできた新たな登場人物達は、手に手に長い木の杖つえや木ぼく刀とうを掲げ領主の私兵を取り囲む。

　揃いの布を頭に巻いた大軍を率い、アレクは傲ごう岸がんに言い放った。

「さあ、決戦の時が来た！　今日こそ古城の騎士と決着をつけてやろうぞ！」

「来るがいい、異国の王よ！　まずは我が千人隊長が相手だ！」

　満面の笑みでルドルフに宣せん言げんされ、私兵隊長は飛び上がった。

「ま、待てっ、我々は劇を止めさせに来たのであって!!」

　勝手に登場人物にされたハンニバル隊長と領主の兵士は途惑うばかりだが、乱入してきた敵は迷わず自分達に襲い掛かってくる。得え物ものからして命を奪うばうつもりはなさそうだが、こうなればもう応戦するしかない。

　あっという間に舞台上どころか天幕内全てで混戦になった。

「よっしゃ、行け――！」

「王様ステキー！　騎士様も勝って――！」

「ハンニバル頑張れよぉ！　お前の戦略を見せてみろー！」

　完全に演出だと思ったのか、観客はやんややんやと囃はやし立てる。

　アレクとルドルフは互いに目め配くばせを交わすと、頑がん丈じような模造剣を振りかざして乱戦の中に突入した。

　モニカは副長をはじめとした近衛騎士に周りを守られ、剣を回しながら小声で聞いた。

「どういうこと!?　このバルマ兵はどこにいたの!?」

「外の露店です！　マーシュ様が商人として連れてきていた正規のバルマ軍ですのでご安心を！」

　モニカは驚きに叫ぶ声を剣に託たくし、襲ってきた領主兵の鳩尾を殴なぐり飛ばした。

　マーシュはアレクの近衛騎士団だけでなく、バルマ国軍と行動を共にしていたのだ。

　他国の軍など「動かしてください」で簡単に動くものではない。軍を使うならそれなりの理由と、何よりも時間がいる。マーシュ達と別れてから十日余りと考えれば、どんな動かせ方をしたのか想像に難かたくない。

　アレクの声によって現れたバルマ軍は観客を囲むように立ち、さりげなく守っている。

　一人、また一人と捕らえられた領主の兵士は引きずられて天幕から消えていき、混戦が晴れていく。盛り上がる客席に目を向けたモニカはあっと声を上げた。

「モニカ様！」

　副長が止めるより早く、モニカは舞台上を走った。

　視し界かいに苦戦するルドルフが映うつる。

　その隙間を狙って、客席を縫って走る男がいた。

　モニカが顔面を蹴けったあの暗殺者だ。風のように走り、驚くほど小さな剣を携たずさえて真まっ直すぐにルドルフに向かって行く。

（ルドルフ！）

　彼は二人の兵に囲まれ気づいていない。

　客席から舞台に駆け上がろうとする暗殺者に向け、モニカは横合いから模造剣で突っ込んだ。モニカの気け配はいを察さつ知ちし躱かわした暗殺者に、同じく、体たい勢せいを立て直したモニカは腹の底から叫ぶ。

「貴き様さま、裏切り者か！　騎士の兵でありながら騎士を狙うとは！」

　舞台の筋すじ書がきは無茶苦茶だが、効果はあった。

　ルドルフも暗殺者に気づき、怒いかりのあまりモニカを標的に変えた暗殺者の前にアレクが若わか獅じ子しのように飛び出したのだ。

　モニカに向け突き出された短剣を模造剣で受け止め、繰くり出された蹴りを腕で受け止める。威い嚇かくのように吠ほえた暗殺者に気き迫はくのこもった叫びを返し、アレクは剣を構えモニカとルドルフを払った。

「退がれ、お前達！　いかに敵軍であろうと裏切りは私の最も嫌きらうところ！　この私が相手をしようぞ!!」

　ルドルフとモニカが飛ぶように退がり場所を空ける。

　手て練だれの暗殺者相手に、アレクは偽にせ物ものの剣で応戦した。身軽で、驚くほど動きの速い暗殺者に全く負けていない。

（アレク！）

　広いカゼルラの中でも一、二を争う剣の使い手だということは知っている。体術も一流だと知っている。

　それでも目を奪われた。この大陸に、この人以上の強さを誇る人物がいるのかと思うほど、アレクは強かった。

　アレクが邪魔されず戦えるよう、モニカとルドルフは周りの小者の排はい除じよに勤いそしむ。自分の兵だと言ったくせに自分で蹴っ飛ばすルドルフに観客席がどっと沸わいた。

　アレクの下からの一振りが暗殺者の短剣を弾き飛ばす。素手になった男が突き出した拳をアレクは地に深く身を屈かがめて避よけ、その姿勢のまま足払いを掛ける。倒れることだけは堪こらえたが大きく体勢を崩くずした暗殺者の顎に向け、全力をかけた掌しよう底ていを叩きこんだ。

「ハッ!!」

　気合一いつ閃せんの一撃に男の首が折れそうなほど仰のけ反ぞる。

　ぐらりと体が傾かたむき――、気を失った暗殺者はゆっくりと仰あお向むけに倒れこんだ。

　舞台に残っていた近衛騎士が転がっていた短剣を拾い、暗殺者を担ぎ上げる。それを見届け、モニカも素早く舞台袖に消えた。

　すっかり片付き元の役者だけに戻った天幕の中で、舞台中央に駆け戻ったアレクとルドルフは剣を掲げて対たい峙じした。ルドルフは台本通りに声を張り上げる。

「見たか異国の王よ！　私の兵の勇ゆう猛もうさを！」

「我が軍を一人残らず殲せん滅めつするとは！　敵ながら見事だ、古城の騎士よ！」

　明らかにアレクの呼んだ軍が敵をしょっ引いたのに、観客は声を上げて笑いながら見事な剣劇に拍手を送った。大きな拍手はやがて一つにまとまり、速い手て拍びよう子しに変わる。

　アレクとルドルフは金と銀の剣を構えると、美しい所しよ作さで一回転し定位置についた。

　ヴァルダン国劇の真しん骨こつ頂ちよう、剣舞の始まりだ。

　笛と琴ことと太たい鼓こと鈴と。たった四つの音だけで二人は流れるように、だが緩かん急きゆうをつけて剣を振るった。上段、下段、正眼、一回転してそれぞれ剣を打ち合わせる。

　手拍子と観客の興奮に煽あおられてか、練習よりもかなり動きが速い。四人の楽器隊も盛り上がりに水を差すようなことはせず、遅れることなく拍子を上げていく。

　あれだけの戦いの後だというのに二人とも全く息が切れていない、生き生きとした剣舞だった。

　やがて曲の盛り上がりと共に、アレクとルドルフは大きく剣を打ち合った。

　鈴のどきりとするような高い音が響き渡り、騎士の剣が王の脇わきを貫つらぬく。

　アレクががっくりと膝をつけば、客席の女性客から悲鳴が上がった。

「乙女よ……」

　異国の王は舞台に現れていた乙女に未み練れんの声を上げるが、やがて地に倒れ伏した。

　女性客の嘆なげきが上がる中、小こ姓しよう役の男達が飛び出し、倒れたアレクを持ち上げる。だがさきほど娘むすめをやっていた役者が娘の格好のまま出てきて大の男を担いでいってしまい、嘆きの悲鳴はあっという間に笑いに変わった。

　ルドルフはひざまずき、キャサリンに両手を差し伸べる。

「私の乙女よ！　もうあなたを惑まどわすものはいない！　私こそがあなたを愛する男だ！　さあ、誓ちかってくれ、あなたも私を愛すると!!」

「ああ、あたくしの騎士よ！　誓いますわ！　あなたへの永遠の愛を!!」

　見事に愛の言葉を言い切ったルドルフに、キャサリンは感かん極きわまった様子で身を投げた。支えきれず転がったルドルフに馬乗りになり、情熱的に押し倒す。

　かくして、舞台は騎士と姫の完全本番の熱い口付けと笑いに包まれ幕を下ろした。
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　バルマ国軍軍隊長マーゴに倣ならい、ひざまずいたイアソンは困ったように目め尻じりを下げた。

「これは、お疲つかれ様でした、って言やぁいいのか？」

「無ぶ礼れい者もの！　カゼルラ王国の王太子殿下でいらっしゃるぞ!?」

　失しつ態たい続きのマーゴは蒼そう白はくだ。

「申し訳ございません、アレクシス殿下!!　どうやらこの東南部の領主が主しゆ犯はんとなって、今回の事件を起こしたようです！　我が王の命めいにより背後関係などを早急に調べておりますので、どうか今しばらくお待ちを！」

　アレクは無言でうなずいた。

　モニカも何も言わなかった。

　主犯はこの地域の領主ではない。彼らもまた利用されただけだろうが、調べたところで実じつ証しようできるとは思えなかった。

　芋いも蔓づる式しきに辿たどっていっても、きっとどこかで蔓は切れる。

（――ルドルフを狙ったということはオデリージ家だ）

　そして毎年アレクを送り届ける役目をしてきたこの軍隊長を足止めさせていたのは、モーリット公爵だろう。

「かまわない。マーゴ隊長、その件は貴き国こくに任まかせる。よくここまで来てくれた」

　ねぎらい、アレクはイアソンにも礼を述のべた。

「イアソン団長、お世話になりました。残念だが我々はここで劇団を離れなければならない」

「とんでもない、殿下。ヴァルダンに戻れば残った団員がいるし、今日の千秋楽までで十分助かった。ありがたいことだ」

　そう言ってイアソンは肩をすくめた。

「実はルッカの町で殿下の剣を見たときから分かってたんだがな。ここで繋がり持って恩を売っときゃ、カゼルラでも公演できるかと思って黙ってた。なぁに、あなた方はいい役者でこっちも助かったさ」

　さりげなく報ほう酬しゆうを要求したイアソンに、アレクだけでなくモニカもルドルフも思わず笑った。ちゃっかりしているが、これでかくまうのに協力的だったわけが分かったのだ。

「カゼルラは遠いですが、遠えん慮りよなく来てください。また出演したいほどですよ」

「オークハルトの興こう行ぎよう権けんは持っていますか？　よければこちらにも来てください」

　二人の権力者から誘いを受け、イアソンはありがたいと言うようにお辞じ儀ぎをした。

　モニカは、代表でこの場に来ていたシリーとキャサリンを見上げる。

「驚かないんですね、シリーさんとキャサリンさんは」

　アレクとルドルフの正体を知っても、特に騒さわがなかったシリーは逞しい肩をすくめた。

「アタシ達は役者よ？　顔や振ふる舞まいを見ればどんな階かい層そうの人間かぐらい分かるわ。名前がアレクで紫むらさきの瞳のお方なんて嫌でも分かるわよ。………………信じられないけど」

　キャサリンは可愛らしく肉にく厚あつな唇に人差し指を当てる。

「ただあんたの正体だけ分かんないのよねぇ。アレクちゃんがカゼルラの王太子様でルドルフがオークハルトの侯こう子し様……。ホント、あんただけ分かんない。男のくせにやけに女っぽく見えるときがあるし、王子様方は別世界って感じが拭ぬぐえないけど、あんただけ馴な染じんでるし。そのくせ品よく見える時もあるし。……どっち？」

　モニカは苦笑した。どっちかと問われればどっちもだ。

　キャサリンは身を屈めて上うわ目め遣づかいをする。

「あんた男よね？」

「普段は女なんです」

　冗じよう談だんのようにいたずらっぽく答えたが、キャサリンは真顔になった。

「あんたアレク様にモニカって呼ばれてたわよね。一度だけだったけど」

「え？」

　いつかと考えたが思い出せない。アレクがそんな初歩的な間違いをするなら、よほど心乱みだれていたときか……。

　キャサリンは屈めていた体を、しなやかに起こした。

「信じるわ。あんたは女だってね」

　目を瞬まばたけば、キャサリンはバチッと音がしそうなウィンクを披ひ露ろうした。

「男でアタシより可愛い男がいるはずないもの。アンタ女だわ」

　ぷっと隣のシリーが吹き出す。あ然としていたモニカもつられて吹き出し、女三人は声を上げて笑った。







　翌年の春。星の女神一座の興行の旅はカゼルラ王国から始まった。

　王都ネルトハイムの公演では高こう貴きな方々も観劇し、賑やかな舞台に喝かつ采さいを送ったが、それはまた別の話である――。







　第五章　物語の結末は







　ニムロドの町で本ほん拠きよ地ちに戻っていく星の女神団を見送ったモニカ達は、数日後にロベルト、ディア、ジェラルドと合流した。

「ディア！」

　宿の一室で、ロベルトとジェラルドに守られ現れた少女にモニカは感かん極きわまって駆かけ寄った。

「ディア！　無事だったんだね！」

「モニカも！　会いたかったわ！」

　抱き合って喜ぶ二人の少女の側そばで、同じように再会を喜ぶ面々がいる。

「騎き士し長ちよう――！」

　ロベルトの姿を認めた副ふく長ちようは安あん堵どのあまり泣き顔で駆け寄っていた。

「泣くな、ゼノ」

　不ふ測そくの事じ態たい続きで気が張り詰つめていたのだろう。ロベルトがねぎらいの気持ちを込めて副長の肩かたを叩たたけば、途と端たんに他の騎士団の面々も群むらがってきた。

「騎士長！　ご無事でー！」

「騎士長、オレ、もう駄だ目めかとー！」

「ああもう、全くお前達は……」

「兄さ――ん！　怖こわかったよー！」

「来るな！　鬱うつ陶とうしい！」

「ええぇ、実の弟にだけ対応がヒドイ！」

　一人のけ者にされたマーシュを、ディアはくすくすと笑いながら呼び寄せる。

「マーシュ、アレクシス殿でん下かとカーライル殿下はどちらにいらっしゃるの？　優ゆう秀しゆうな護ご衛えい官かんを送って頂いたお礼を申し上げたいの」

　先ほどから主あるじの姿を探していたジェラルドも目つきを鋭するどくした。

「本当だ！　マーシュ殿どの、私のライ様はどこにいったんですか!?　私が離れて何かあったとか言ったらあなたを八やつ裂ざきにしますよ！」

「何ですかね、この扱あつかい……。うちの殿下はバルマの軍隊長殿とお話し中で、ライ様は別行動中ですよ」

　そう答えたマーシュの背はい後ごから、若い男の声が掛かった。

「オルディアーナ殿下。カーライル殿下は二、三日中にこちらにご到とう着ちやくなさいます。きっとあなたにとって良い知らせをお持ちになるでしょう」

　突然間に入った声に、ディアがぴくりと反応した。

　モニカがディアに回していた腕うでを解とけば、ルドルフは進み出て深く頭こうべを垂たれる。

「お初にお目にかかります、オルディアーナ殿下。ルドルフ・モーゼ・オークハルトです」

　婚約者との初めての対面だった。

　ディアは瞬まばたきもせずにルドルフを見上げていたが、やがて優ゆう雅がに礼を返した。

「初めまして、ルドルフ様。オルディアーナ・エル・アディマーリ・ヴァルダンです。お会いできて嬉うれしゅうございますわ」

　騒さわいでいた騎士団員もマーシュとロベルトも口を閉ざす。

　次に二人がどんな言葉を交わすのか。なんとなく一同はごくりと息を詰めて見守ったが、ルドルフはすぐに身を引いた。

「あなたがご到着なさったことをアレクシス殿下にお伝えしてきましょう。お話は全てカーライル殿下がお戻りになってからがいい」

　それだけ言うと、別室にいるアレクの元へ行ってしまったのだ。

　しんとなった部屋で、ディアはモニカを振り返った。

「あの方かたがルドルフ様なのね。ジェラルドから聞いていた通り達たつ観かんしたような方だわ」

「うん、まあ女装も経験したし……」

「え？」

「いやいや、なんでもない。ディア達は危ないことなかった？　大丈夫だった？」

　この愛らしい顔や体に傷がついていては大変だ。モニカに熱心に覗のぞき込まれ、ディアは明るく笑った。

「まあ、モニカったら。大丈夫よ、ロベルトがずっと側で守ってくれたから」

「ロ、ロベルトが！」

「モニカ様、最初に言っておきますが何事もありませんでしたから。というより二人きりではありません、ジェラルドがおりましたので」

　話に食いつく前にロベルトに先せん制せいされてしまい、モニカは恨うらめし気な目をした。

「…………ロベルト。私まだ何も言ってないんだけど」

「申し訳ありません、あらぬことを言い出しそうなご様子でしたので」

「…………」

　実際言おうと思っていただけに返す言葉がない。口くち下べ手たのくせに思し考こうを読むことに慣なれた男だ。弟のせいか。

「そちらには何が起こったのですか？」

　途と中ちゆうから近この衛え隊たいと離れたロベルトには、アレク側の状況が不明だった。

　とりあえずモニカ側に起こったことを伝えると、ロベルトの顔がみるみる険けわしくなった。側にいたマーシュの首根っこを摑つかむ。

「マーシュ！　お前がついていながら何ということだ！」

「兄さん達はどこの国通ってきたの？　お土産みやげはー？」

「話を逸そらすな!!」

「マーシュったら、ミルトスのお菓子なら少しは残っているわ。ロベルトが買ってくれたもので」

「ディア！　わざわざ出すな！　マーシュは説教逃のがれしたいだけ……あ!!」

「!?」

　ロベルトは「しまった！」という顔で口を押さえたが、もう遅い。

　その場にいた全員がディアとロベルトの会話に盛せい大だいに反応した。

　近衛騎士団二十余名が光のような速さで一いつ斉せいにロベルトを振り返る。マーシュの手からもらった菓子がこぼれ落ち、モニカは頭の中でもう一度先ほど聞こえた言葉を繰くり返した。

「な、なに、今の兄さん……」

「ロベルトが……ディアって言った……？」

「き、騎士長が姫ひめを……！」

　あの真ま面じ目めなロベルトがディアを呼び捨て、あまつさえ敬けい語ごもなしとは。

　場がにわかに騒そう然ぜんとし、ジェラルドは口を押さえたまま固まったロベルトにチラリと目をやり、咳せき払ばらいをした。

「えー、その、オルディアーナ殿下とロベルト殿は夫婦という設定で旅をしておりまして、今の会話はその名な残ごりでございまして、えー……」

「夫婦!!」

「くそっ、やはり食いつかれたか！」

　マーシュとモニカに同時に叫さけばれ、硬こう直ちよくから解かれたロベルトは悲ひ鳴めいのような声を上げた。

　設定に馴な染じむのに時間が掛かったロベルトだが、戻すのにも時間が掛かる。すぐに切り替えができるような器用な性格ではない。油ゆ断だんして、つい旅のときのまましゃべってしまったのだ。

　だが、マーシュとモニカが更さらにロベルトに追つい撃げきをかけようとしたとき、ノックの音が響ひびいた。

「ああ、いいとこなのに！　はいはい、どうぞ開いてますよー」

　どうせアレクかルドルフかバルマ軍隊長かその辺りだろうと、マーシュがいい加か減げんに返事をする。

「失礼致します」

　しかしキィと音を立てて扉とびらを開いたのは、全く見知らぬ中年の男だった。

　思わず静かになった面々を見渡し、小太りの男は笑えみを浮かべて目当ての人物を目で探す。

　やがて見つけたのか、立ち尽つくす人たちに分け入り片かた膝ひざをついた。

「オルディアーナ殿下、よくぞご無事で。モーリット公こう爵しやくの命めいでお迎えに上がりました。さあ、すぐにクルラードにお連れ致しましょう」

　男はさも嬉しそうな声を上げて、凍こおり付いたディアの手を取った。
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　正せい円えんの都みやこ――。

　山の上からヴァルダン王城〝天てん蓋がい宮きゆう〟の城壁が見えたとき、モニカはその言葉を思い出した。

　バルマのニムロドから五日。モーリット公爵の使者はこれ以上ないほど馬車を急がせ、国こつ境きようを越えてヴァルダン王おう都とクルラードを目指していた。

　モニカ達はライの到着を待ちたかったのだが、その時間がなかった。公爵の使者がディアを離さなかったからだ。

　よくても軟なん禁きん、悪ければ結婚のために脅おどされると分かっていてディアは渡せない。連絡係にロベルトとジェラルドをニムロドの町に残し、一行はモーリット公爵の指示通り真まっ直すぐに王都へ向かった。

　整せい備びされた広い街道を進めば、道はいつしか山道になる。峠とうげで馬車の小窓を開いたモニカは眼がん下かの光景に驚おどろいた。

　周囲をぐるりと山に囲まれた広こう大だいな盆ぼん地ちに、古代に戻ったかのような都市があったのだ。

　いや、よく見れば建物は整っていて美しい。馬車で越えられるよう作られた山道もそうだが、技術は高く色しき彩さいも豊かで新しい物だ。

　それでも古代の空気を感じたのは、ひとえに都市の中央にある王城のためだろう。

（……大陸統一時代のお城だ）

　古代ペンテレイアが残した遺い跡せきだと、モニカには一目見て分かった。

　天を突くかのような高い城壁は、寸すん分ぶん狂くるわぬ完かん璧ぺきな円を描えがいていた。城壁上に黒い点のように見えるのは警けい備び兵へいに違いない。等とう間かん隔かくで微び動どうだにせずに城を守っている。

　その堅けん固ごな城壁に守られた城も不思議な形をしていた。

　一言で言うなら「階段」だろう。巨大な円がとぐろを巻くように天てん頂ちように向かって伸び、その頂上はアレクの教えてくれた通り庭園で、緑に溢あふれていた。数えれば七層。一層一層が、どうやって積み上げたのか謎なぞに思うほど大きな、灰色の石の連続でできている。

「不思議なお城でしょう？」

　馬車の隣となりに座っていたディアは、モニカの視線の先を見つめてつぶやいた。

「わたくしも、カゼルラに行くためにお城を出て……初めて見たときは驚いたわ。こんな形のお城で暮らしていたんだって」

　山に住む人は、そこから離れて初めて自身の住む場所の全ぜん貌ぼうを知る。ディアもきっと同じ気持ちだったのだろう。

　ヴァルダンの王都クルラードは明るく清せい潔けつ感かんがあったが、城に近づくにつれ静かになっていく。城に近い場所は貴き族ぞくの屋や敷しきが多いためどこの国でも同じなのだが、ヴァルダンは静かを通り越して厳げん粛しゆくな気持ちにさせられた。

　城と同じ灰色の石の城壁は、まさにそびえ立つという言葉が相応ふさわしい。

　円形の城塔で番ばん兵ぺいの審しん査さを受け、モニカ達の馬車は巨大な落とし扉の下を通り王城に入った。

　馬車が二台すれ違えるような石橋の上から、城壁に沿って左右に伸びている黒い流れを見つめ、モニカは側のディアに囁ささやく。

「これは……堀ほり？　真っ黒だけど……」

　城壁と城の間には、人工の大たい河がが横たわっている。

　色はインクのような漆しつ黒こくだが、匂いは水だった。腐ふ敗はいしているようでもなく、色に反して清せい冽れつな匂いだ。

「ええ、黒いけれど水よ。この内堀は底がないから気をつけて。宮の場所によっては落ちることができるから」

　落ちることができる、とは妙みような言い方だ。どことなく不ぶ気き味みな気分で石橋を渡りきれば、城の前庭に入る。

　馬車から降り、アレクに続いて天蓋宮に足を踏ふみ入れたモニカは思わず足を止めた。

　大きな両開きの扉の先はエントランスで、目の前には巨大な階段が広がっていた。階下に向かって末広がりになった石の階段の踊り場は、広間かと思うほどのシャンデリアと燭しよく台だいで煌きらびやかに飾かざられている。

　窓は一いつ切さいなく、光の溢れる扉を閉じれば夜に切り替わったような印象を受けた。

「ようこそいらっしゃいました、アレクシス殿下。お帰りなさいませ、オルディアーナ殿下、ルドルフ」

　明るい喜びに満ちた声が天てん井じようの高いエントランスに響き、モニカは段上から階下に視線を戻した。

　見ればエントランス奥の通路から一人の壮そう年ねんの紳しん士しが近づいてくる。

　すらりと長身で、ローブに似た長い一繋つなぎの服をまとっている。細面の顔には貴き人じんの品格があり、物もの腰ごし穏おだやかで優しげに見えた。

　背後に帯たい剣けんした従じゆう者しやを二十名ほどと、一人の白い服を着た老人を連れている。辺りにいた番兵や女じよ官かん、貴族達が恭うやうやしく場を開け、ルドルフは硬かたい声で挨あい拶さつに答えた。

「モーリット公爵閣かつ下か。お久しぶりです」

　第一王子の暗殺を目もく論ろむようには見えない紳士に向かって慇いん懃ぎんに一礼する。

「閣下――いいえ、伯お父じ上うえ。あなが用意してくださった結婚のお断りに参りました」

「おお、何もこのようなところで話さずとも。さあ、アレクシス殿下もお疲つかれでしょう、まずはお部屋に」

　しかしルドルフもアレクも動かなかった。

　ルドルフは縄なわに巻かれた二人の男をモーリット公爵の眼がん前ぜんに連れ出した。

　全く、何事か分からないというように目を瞬く公爵に、ルドルフは静かに口を開く。

「私と、畏おそれ多くもカーライル殿下を狙ねらって襲おそってきた者です」

　男の一人はウィトスに撃げき退たいされたバルマ国軍隊長の偽にせ者もの、そしてもう一人はモニカに顔面を蹴けられた男だった。猿さる轡ぐつわを嚙かまされ後ろ手に縛しばられた男達に、公爵は軽く目を眇すがめる。

「それは恐おそろしい。襲しゆう撃げき者しやの身元は法ほう官かんを呼んで調べさせますゆえ、お預かりいたしましょう」

「伯父上。私はオルディアーナ殿下との婚約を白紙に戻して頂きに来ました」

　すでに暗殺者の背後は調べてあるが、引き渡したが最後、モーリット公爵とオデリージ公爵は簡単に事実を握にぎり潰つぶす。残念ながら法官の頂点に立つのがこの両公爵家だ。

　先に確約を取り付けようと根気よく要よう望ぼうを告つげるルドルフを制せいし、公爵はにこやかにディアに目を向けた。

「ではオルディアーナ殿下におうかがい致しましょう。ルドルフは結婚できないと申しておりますが、あなたはいかがですか？」

　モニカは寄り添そっていたディアの体が震ふるえたのを感じた。

　恐る恐る上げられた栗くり色いろの瞳ひとみに、モーリット公爵は優しく語りかける。

「オークハルト侯こう子しとの結婚なら、お母上であるハーベント夫人もお喜びでしょう。たった二人っきりの母おや娘こ。あなたの行く末を誰よりも案じてらしたのですから」

　一いち言ごん一いつ句く嚙み砕くだくように言われ、ディアの顔から血の気が引いた。

　よろめいたディアを支え、モニカはモーリット公爵を睨にらみ付けずにはいられなかった。すでに人ひと質じちの可能性についてはディア本人から聞いている。公爵ははっきりとそれを持ち出してきたのだ。

　そればかりか、公爵は手を打ち鳴らして背後に控ひかえていた白い服の老人を呼んだ。

「あなた方がお帰りになると言うことで、今日は神しん官かんに来てもらっているのですよ。ちょうどいい、ここで結婚の宣せん誓せいをして頂きましょう」

「冗じよう談だんじゃない！」

　集まっていた人々がどよめくような提てい案あんに、モニカは怒いかりのあまりディアの前に出ていた。

　エントランス中の人々が注目する中、モニカはモーリット公爵をきつく睨み付ける。

「ディアは王女です。その方の婚礼を今ここでなど、あまりにも礼を欠いているのではありませんか？　王族の姫君の結婚ならしかるべき手順があるでしょう！」

「……あなたは？」

　いきなり出てきたモニカに公爵は眉まゆをひそめたが、すぐにマーシュが進み出た。

「アレクシス殿下のご婚約者で、カゼルラ王国王おう宮きゆう将しよう軍ぐんロスター・ウェスタイン様のご息そく女じよモニカ・ウェスタイン様でございます。ご挨拶が遅れまして誠に申し訳ありません」

「アレクシス殿下の……？」

　モニカの代わりに丁てい寧ねいに礼をしたマーシュの言葉に、エントランスの人々も大きくざわめく。なんとか礼は返したが、モーリット公爵も驚きを隠せないようだった。

　モニカを抱き寄せ、アレクは公爵を見下すように顎あごを上げた。

「モーリット公爵よ。私もモニカの言うことが正しいと思うが、これがヴァルダン王家の結婚の作さ法ほうなのか？」

「……アレクシス殿下……。畏れながらこれは我々ヴァルダンの問題なのです。ご婚約者様の仰おつしやることはごもっともですが、この国にはこの国の作法があります」

　言げん外がいに口を出すなと言われ、アレクはモニカが見たことのないような酷こく薄はくな顔で笑った。

「放っておきたいのはやまやまだが、私達はすでに巻き込まれている。その暗殺者共が私とこの婚約者の姫を襲ったことは事実だ」

　かすかに怯ひるんだ公爵に向け、アレクは牙きばを剝むくような強い口く調ちようで言い放った。

「その両名、もしくはその背後にいる者をカゼルラの法で裁さばけることを忘れるな！」

　公爵は気け圧おされたように口をつぐんだ。

　もちろん両名の背後を裁いたところで、公爵達はいくらでも生いけ贄にえの犯人を作って逃にげるだろう。だがすでにアレクは黒幕を知っている。

　バルマの平原でアレクやライが軍の偽ぎ装そうに気づかなければ、公爵はアレクに危害を加えることなくライを殺すことができたはずだ。そのためにバルマ軍を装よそおったに違いない。

　しかし婚約者のモニカが同行することも含ふくめ、モーリット公爵にとってすでに多くの計算違いが生じている。

　暗殺とディアの結婚の繋がりに人々がざわめき出したが、公爵は動じることなく視線で周囲を黙らせ、ディアに再度懇ねんごろな声をかけた。

「オルディアーナ殿下、ご返答を……！」

　アレクの脅しにも屈くつしない公爵に、モニカがディアを抱いて後あと退ずさったそのとき――。

　重そうな音を立てて閉じられていた巨大な扉が開いた。

　眩まぶしい陽光が射さし込み、蠟ろう燭そくとシャンデリアで照らされた夜の部屋をあっという間に本来の時間である昼に変えていく。

　強い光に誰もが目を細めたとき、扉を開いた人物の声が響いた。

「お、なんだ？　間に合ったか？」

　入ってきた人物は人だかりに目を丸くし、場にそぐわない陽よう気きな声を上げる。

「悪いな遅くなって。ご到着だ！」

　モニカ達の前で人垣が割れ、明るい笑顔と共に現れたのはロベルトとジェラルドを連れたライだった。

「ライ様！」

「カーライル殿下！」

　ルドルフが喜びの声も露あらわに駆け寄る。

　旅りよ装そうのままのライは一人の女性を連れていた。

　年のころは四十代前後だろう。栗色の髪の、優しく、やや気弱そうな夫人だ。

　夫人を視し界かいに入れた途端、ディアが転げるように駆け寄った。

「お母様！」

　おどおどと周囲を見渡していた女性は、目を輝かがやかせてディアを受け止める。

「ディア」

　女性はディアの母であるハーベント子し爵しやく夫人だった。サウル王太子との間にディアを儲もうけ、名ばかりの爵しやく位いを授かった大人しやかな女性だ。

　ライはディアに向かって気取って礼をした。

「喜んでもらえたか？　俺からの詫わびだ」

「カーライル殿下……！」

　ディアは何が起こったかを悟さとり、目を潤うるまませた。

　レビ砦とりででジェラルドをディアの元に送ったライは、すぐにディアの母が人質に取られる可能性に気づいた。そこでバルマ王都に向かうマーシュと別れ領地に戻り、自身の兵を駆く使しして、モーリット公爵に捕とらえられたハーベント夫人を見つけ出したのだ。

　ライもロベルトもジェラルドも、髪は乱みだれ、疲ひ労ろうの色も濃こい。ハーベント夫人など立っているのもやっとの風ふ情ぜいだったが、誰もが笑顔だった。

　どれだけ馬を飛ばしてきてくれたのかを知り、ディアは溢れる涙を拭ぬぐった。

「カーライル殿下……感謝致します！」

「よそよそしいな。モニカからリディのことお姉さまって呼んでるって聞いたぞ？　なら俺はお兄さまじゃないのか？」

　ディアは涙が引っ込んだような顔でライを見上げ、そして泣き笑いの顔でうなずいた。

「ありがとうございます、お兄さま……！」

　抱き合った母娘を見て、ライはにこやかにモーリット公爵に向け手を上げた。

「よう、モーリット公爵」

「……ごきげんよう、カーライル殿下」

「ハーベント子爵夫人はトルノ伯はく爵しやくの領地にお邪じや魔ましていたそうだ。オルディアーナが帰ってくるとのことで、若じやつ干かん強引に迎えに入らせてもらった。かまわなかったか？」

「……カーライル殿下。伯と私は縁えん者じやでもなんでもありません。私に許可を求めるのは筋違いでございましょう」

　モーリット公爵は顔色も変えなかった。完全に切り捨てる姿し勢せいにライもそれ以上は何も言わなかった。これ以上突っ込めば、モーリット公爵は保身のためにトルノ伯爵に罪つみを被かぶせ、夫人を拘こう束そくした罪で断だん罪ざいするだろう。

　ライは降こう参さんというように手を上げ、二人の暗殺者を公爵に引き渡した。

「好きに裁け」

　アレクやモニカにも異い存ぞんはなかった。カゼルラの法云うん々ぬんは公爵に対する脅しだ。

　しかし、公爵の手に渡った暗殺者は猿轡を嚙まされたまま低く笑い出した。

　肩を震わせて笑い、公爵に猿轡を解くように顎をしゃくる。

　不ふ審しんに思った公爵が従者に命じて口を自由にさせれば、男は鋭い目つきでモニカを見つめ唇くちびるを吊つり上げた。

「アレクシス殿下。あなたは先ほど婚約者の姫を襲った俺はカゼルラの法で裁けると仰いましたね」

　アレクはわずかに目を細めただけだった。質問に答える価値もないというアレクの態度に、モニカに顔面を蹴られた男は舌舐なめずりして一歩踏み出した。

「こいつは婚約者の姫ではありませんよ。俺が襲ったのはお姫様ではなく替え玉だ。だがこいつが本当にあなた様の婚約者だというなら、王太子殿下、あなたがカゼルラの法を犯おかしている」

「無ぶ礼れいですよ」

　鼻で笑ったアレクに代わり、マーシュがやんわりと言った。

「こちらの女性は正しよう真しん正しよう銘めいカゼルラの王太子アレクシス殿下のご婚約者様です。本来ならあなたごときがお言葉を頂ける方ではありません。控えなさい」

　男が何を言いたいのか、モニカには分かる。ルッカの町でモニカは少年として体を見せているのだ。

　こんな、持ち出したところで立りつ証しようできない話をするとは、よほどモニカに恨みがあり一いつ矢し報むくいたいと思っているのだろう。

　接したのは少しだが、モニカはある程度この男の性格を摑んでいた。

（強いくせに、暗殺者にしては軽はずみだ）

　アレクと渡り合うぐらいだ。力量は認める。

　だが決定的に思し慮りよに欠ける。最初の森でも舞台の上でも、この男は怒りに駆かられて狙う相手をルドルフからモニカに変えていた。

　一体何の話をしているのか分からない公爵をはじめ、集まった人々の前でモニカは静かに言った。

「あなたの言いたいことは分かるよ。僕がルッカの町で男装していたから男だと言いたいんだろう？」

　少年らしく口調を変えれば、男はすぐに乗ってきた。

「そうだ、お前だ。男装ではない、お前は本物の男だ！」

「まさか。私は女だよ」

「いいや!!　バルマの森で俺の剣を受け止めたときからおかしいと思っていた！」

　拘束されていたはずの男が動いた。

　それがあまりに速く、あまりに意外だったため、モニカは身動きができなかった。

　モニカ――、と鋭い悲鳴が聞こえる。

「お前は男だ!!」

　暗殺者が踏み出した瞬しゆん間かん、アレクに腕を引かれ後ろによろけたモニカのドレスは胸元から腹にかけて切り裂さかれていた。

　純じゆん白ぱくのドレスが真っ二つに裂け、剝き出しの腹から胸の谷間を鋭い切っ先がなぞる。

　わずか髪一筋の差だった。

　風ふう圧あつだけを皮ひ膚ふに感じたモニカの目の前で、裂かれた白い絹きぬが羽のように舞う。

「――――――――――ッさまああああああ――――ッ!!!」

　アレクの声にならない絶ぜつ叫きようが聞こえ、何が起こったかを考えるより先にモニカは叫んでいた。

「殺さないでアレク!!」

　モニカの反応が誰よりも早かった。こうなった場合、誰の身に何が起こるのか、考えなくても分かったからだ。

　辺りに悲鳴が飛び交い、我われに返った公爵の従者が暗殺者を取り押さえる。

「アレク、やめて!!」

　剣を抜こうとしたアレクに体当たりして止めれば、一瞬遅れてロベルトが加か勢せいしてくれる。

「殿下!!」

「殿下、剣を抜いては駄目です!!」

　ロベルトが怒りに飛び掛かろうとしたアレクを羽は交がい締じめにし、マーシュが剣を死守する。

「貴き様さま――――……ッ!!」

　三人掛かりで押さえられたアレクは、床に取り押さえられ、目を見開いている暗殺者に呪のろいのようなうめき声を漏もらした。

　暗殺者は拘束されていたにも関わらず、手の中に隠かくし持った小刀で自身を縛る縄を切り、側にいた従者の剣を抜いて切り掛かってきたのだ。

　夏用のドレスは生地が薄く、締め付けも緩ゆるい。簡単に裂けた絹に上半身が半なかば露わになったが、モニカは隠すことも忘れた。

　アレクがロベルトを引きずりながら一歩踏み出せば、エントランス中の誰もが短い悲鳴を上げて後退る。
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　人の倍ほども大柄なロベルトの顔が歪ゆがむ。渾こん身しんの力を込めて押さえているはずなのに引きずられ、ロベルトは息を詰めながらも懸けん命めいに訴うつたえた。

「殿下……っ!!　どうかお静まりを……!!」

　アレクの紫むらさきの瞳はロベルトもマーシュも映うつしていない。

　ただガクガクと瘧おこりのように震える暗殺者に向けられていた。

「――貴様！　何を…………っ!!　何をしたのか分かっているのか!?」

　血が混じりそうな声で吠ほえられ、その場にいた全ての者がすくみあがった。

　震えていたのは暗殺者だけではない。ディアやローズ、近衛騎士団という日常側にいた人物でさえ恐きよう怖ふに戦慄おののいた。

　近づけるロベルトとマーシュが奇き特とくだった。

　誰もがアレクの全身から発せられる、炎ほのおのような怒りに声を掛けることもできなかったのだ。落ち着けなどと声を掛ければ最後、矛ほこ先さきがこちらに向くような気がしてうかつに声も出せない。

　ロベルトの戒いましめを解こうと暴あばれるアレクに、モニカは抱きついたまま優しく言い聞かせた。

「アレク、大丈夫だよ。ほら、私はちゃんと生きてる」

　未いまだに暗殺者から目を離さないアレクに、モニカは背伸びをして口付けた。

　周りの目を気にしている場合ではない。アレクをなだめるなら、まずは怒りで一点しか見えていない視界に入ることだ。

「――モニカ……!?」

　思った通りアレクは驚いたようにモニカに視線を移す。

　モニカはしっかり視線を合わせて微ほほ笑えみ、もう一度口付けた。

「落ち着いて。私は大丈夫だから」

　死んでいたかもしれないという恐怖より、アレクが他国の王宮で私し刑けいのために剣を抜くという事態への恐怖が勝った。

「落ち着いて。お願い」

　大勢の人がいるとは思えないほどしんと場が静まりかえる。

　怒りに染そまった紫の瞳を真っ直ぐに見つめ、モニカは何度も同じ言葉を繰り返した。生きていることを証明するように、ぴったりと寄り添い、力を込めてアレクの背中に腕を回す。

　成り行きを見守っていた人々の中には、呼こ吸きゆうを止めていた者も多かっただろう。あと少し時間が長ければ倒れる人が出たかもしれないというほどの沈ちん黙もくが続き――。

　やがて、アレクの体から力が抜けた。

「アレク」

　ほっとしてモニカが体を離せば、アレクも全身から息を吐はき、飛び掛かろうとしていた体たい勢せいをやめた。ロベルトとマーシュも同じく息を吐いてアレクの拘束を解き、側に控える。

　暗殺者は紙のように白くなった顔で何度も首を振った。

「ば、馬ば鹿かな！　馬鹿な！　ありえない、替え玉だ！」

　歯の根が合わない震える声で悲鳴のように叫びたてたが、誰もが白い目で見るばかりだ。カゼルラの王太子の怒りを買ったことに、露ろ骨こつに怒りの視線を向ける者もいる。未み練れんたらしい非ひ難なんを聞く人はいなかった。

　確かに彼らは見たのだ。紛まがうことなき証しよう拠こを。

「気が済んだ？」

　アレクを鎮しずめたモニカは暗殺者に向き直った。

　上半身全てが露ろ出しゆつしているわけではないが、誰の目にも明らかだった。

　滑なめらかな白い肌はだに、くびれた腰こしと綺き麗れいなへそ。何よりも胸にかけての女性らしい豊かなふくらみ――。

　モニカは美しく姿勢を正した。

「――――私は女だ」

　はっきりと言い切ったとき、重々しい声が響いた。

「アレクシス」

　アレクは弾はじかれたように顔を上げた。つられて見上げたモニカも目を見開いた。

　天蓋宮の二階に繋がる中央大階段の上に、一人の老人が姿を現していたのだ。

　背後には数人の男達が見える。いずれも身み分ぶんの高い文ぶん官かんや将軍のようだった。

　大柄な老人だ。刈かり込まれた白い髪は清潔感があり、顔にはしわだけでなく幾いくすじもの傷きず跡あとが見える。手すりに置かれた手はしわがれているが、そのぴしりと伸ばされた背筋や全身から発せられる威い厳げんが男を何倍にも大きく見せていた。

　白い絹の長ちよう衣いに金の帯を締め、上から足首までもある天鵞絨ビロードの上着を着ている。上着は美しい紫し紺こんで、襟えりと袖そでの折り返しに精せい緻ちな銀の刺し繡しゆうが施ほどこしてあり、遠目には夜空のように見えた。

　冠かんむりなどなくても、見間違える者はいないだろう。

　こんなところへ――。

　そんな囁きが波のように広がり、その姿を初めて目にした者も疑うことなく次々と膝を折った。

（ベルナルド陛へい下か……！）

　病で臥ふせっているとは思えない、堂々たる体たい軀くだった。

　アレクの婚約者とはいえ、モニカは王族ではない。とっさに膝を折ろうとしたが、アレクはそれを許さなかった。モニカを引き寄せ、挑いどむように段上を見上げる。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、陛下」

　モニカはアレクの斜ななめ後ろに下がり、ドレスの前をかき合わせ深々と一礼した。

　アレクの真まっ向こうからの非難の目を受けたというのに、ベルナルド王は少しだけ頰ほおを緩ませた。

「アレクシス。よく来てくれた」

「来るんじゃなかったかもしれませんね。陛下はこの通りお元気なようですし、くだらない権けん力りよく争いに巻き込まれました。いい迷めい惑わくだ」

「これはこれは……。私はお前が来てくれて嬉しいよ」

　モニカに自分の上着を着せ、アレクは遠えん慮りよのない口調で吐き捨てる。聞いていたモニカは冷や冷やしたが、ベルナルド王は本当の孫まごに対するように優しかった。

「アレク、悪かった。だが私の王宮にもなくせないものがある。その男はお前の姫に刃やいばを向けたのだ。厳げん罰ばつに処しよすため、どうか私の顔に免めんじてここは堪こらえてほしい」

「…………」

　アレクは口を閉ざす。

　ベルナルドの言うなくせないものとはオデリージ、モーリット両公爵家の力だろう。

　ベルナルドになだめられては、アレクとしても引くしかない。しぶしぶうなずいたアレクに、ベルナルドは優しく目を細めた。

「……しかし、本当に婚約者の姫を連れてきてくれるとは」

　頭を垂れたままのモニカは、ベルナルドの視線が自分に注がれるのを感じた。

「噂うわさに違たがわぬ美しさだ。一時はリディを選ばぬアレクシスに嘆なげいたものだが、これほどの姫が相手であれば仕方がない」

　破れたドレスにアレクの上着という姿のモニカだが、その声に揶や揄ゆや嘲ちよう笑しようの響きはなかった。また、その言葉を冗談と捉とらえる者も、この場にはいなかった。

　かすかにアレクの機き嫌げんが直ったのを感じてモニカはありがたく思ったが、ベルナルドも同じように感じただろう。

　ゆっくりとアレクから視線を外した。

「オルディアーナ」

　頭を垂れていたディアは、はっと顔を上げた。

「ディ・ミーニ男だん爵しやく子し息そくと旅をしてきたのは本当か」

　この言葉に、瞬しゆん時じに理解したのは何人いたか。

　最初にピンときたのはディアだった。

「はい！」

　もうディアを脅おびやかすものは何もない。ためらいもなく返事をしていた。

「離れては危険ということで宿の部屋も一緒、寝しん台だいも一緒でした。この半月ほどずーっと寄り添っておりましたわ！」

「なに!?　待ちなさい、ディア、い、いや、姫！　私達は何も！」

　焦ったロベルトに、ディアはさっと青ざめた。

「何も……!?　酷ひどいですわ、ロベルト様！　わたくしにあんなことやこんなことをしておいて、何もしていないだなんて！　ではカナンの町の宿屋でのことも言い逃れなさるのですね!?」

「そ、それは！」

　キスをしただけではないか、とも言えず、ロベルトはうろたえながら口ごもる。

　その真しんに迫せまった様子に、ハーベント夫人の顔が強こわ張ばった。

「騎士長様、本当でしょうか？　私の娘を……」

「夫人、誤ご解かいです！　私と姫は本当に何も！」

「間違いはありません、ハーベント夫人。私はお付きとしてお二人と旅をしてまいりましたが、夫婦でしかありえないような親しん密みつさで。たまには私が夫役を代わりましょうかと提案しても断られる始し末まつでした」

「ジェラルド！」

　まさかの裏切りにロベルトは悲鳴を上げるしかない。

　ディアはさらに声を震わせ母の胸に突つっ伏ぷした。

「お母様！　このような場で不ふ貞ていを暴かれては、ディアはもうお嫁よめに行けません！　でもロベルト様を責せめないで。この方を信じて身を任まかせたわたくしが悪いのです……！」

　健けな気げな娘むすめに、ハーベント夫人の目にも涙が浮かんだ。

「ディア……！　騎士長様、そこまでなさって私の娘をお捨てになるのですか？」

　涙にくれる夫人だけが本物だ。哀あい願がんするようにロベルトを見上げる。

　誤解だと大声で叫びたい。

　なおも弁べん解かいしようとしたロベルトだが、背後から怒りに震える声が聞こえた。

「兄さん……！　俺は恥はずかしいよ！　ディア様を手て籠ごめにした上にその態度、男らしくないよ！」

　どこからひねり出したのか、マーシュの目には涙が浮かんでいる。

　手籠めとはあまりと言えばあまりな言い様ざまだ。何を言えばいいのかぱくぱくと声のない声を上げるロベルトに、モニカもディアに寄り添い、その頰を拭ってやる。

「ロベルト……、ディアの涙が見えないの？」

　あいにくモニカにもディアの涙は見えなかったが、涙があることにして声を詰まらせた。

「女の子に対してこんなの……可か哀わい想そうすぎるよ……！」

「ロベルト。姫と関係を持ったことをなぜ認めない？」

　発声練習の成果とばかりにアレクがやけに通る声で言った。

「殿下！」

　ロベルトは絶ぜつ望ぼう的てきな声を上げた。

　なんということだ、こやつらはグルになっている。

　できるならこの場から走って逃げたいほどだが、ロベルトも馬鹿ではない。

　ベルナルドの、ディアの、アレクの、ロベルトを追い詰める全ての目はその裏で懇こん願がんしている。

　ロベルトは、自分がなんと答えるべきなのかよく分かっていた。

「――ロベルト。お前の主としてもう一度問う」

　アレクは重い処罰も辞じさぬような厳きびしい目で、ロベルトを見み据すえた。

「オルディアーナ姫と関係を持ったのは、本当か？」

　二人に関係のないエントランス中の人々までもが手に汗を握る。

　息詰まるような沈黙が続き――。

「…………持ちました！」

　ロベルトは意を決したように力強く顔を上げ、天蓋宮に響き渡るような声で宣誓した。

「責任を取らせて頂きます!!」

　その言葉に先ほどまで泣いていたはずのディアとマーシュが喜き色しよく満まん面めんで飛び跳はね、待ってましたとばかりにルドルフが声を張り上げた。

「お聞きになりましたでしょうか、陛下！　私、ルドルフ・モーゼ・オークハルトはこのような女性とは結婚できません！　婚約を破は棄きいたしたく思います！」

　快かい哉さいを叫ぶようなルドルフの言葉に、その場に集つどった全員が段上を見上げた。

「――常つねから」

　やりとりを見守っていたベルナルドは、表情を改め、沈黙の末に口を開いた。

「我がアディマーリ家に相応しくない娘と思っていた」

　その重おも々おもしい声に、一同が緊きん張ちようする。

「婚礼の支し度たくぐらいはしてやろう。それ以降はヴァルダンの王女であることは忘れ、カゼルラなりどこへなり母と共に行くがいい」

　芝しば居いを打ったからには覚かく悟ごの上だっただろう。謹つつしんで絶ぜつ縁えんの言葉を受け止めたディアに、ベルナルド王は続けた。

「ただ、結婚まではハーベント夫人共々、この城で王家の一員として節度を持って振ふる舞まうがいい。お前たち母娘は監かん視しが必要なようだ。今後は私の信頼する者を後こう見けんにつけ、輿こし入いれするまでこのような騒ぎのないように配はい慮りよしよう」

　ディアだけでなく、モニカですら段上を見上げた。

　それはパエトン男爵を後見から外し、ベルナルドがディアを守るということだ。

　同じく驚いたハーベント夫人に、ベルナルドは口調は厳しく、だが深い悔かい恨こんの浮かぶ瞳を向けた。

「もっと早くに対たい処しよするべきだったのだろうな。全く情けない限りだ。この後はディ・ミーニ男爵子息との婚約を至し急きゆう整えるように」

　周りの貴族達は情けないという言葉が、単純にディアやハーベント夫人に向けられたものと思っただろう。

　だがライやアレク、ディアから話を聞いていたモニカ、リディがこの場にいればリディも、ベルナルドが誰を指して情けないと言ったのか理解できた。

　皆、同じ気持ちだったからだ。

　当の母娘にも伝わったのだろう。二人は感謝の念を持って頭こうべを垂れた。

「モーリット公爵よ」

「はっ！」

「事前に他の男と関係のあった娘をオークハルトに嫁とつがせるわけにはいかん。この婚約は白紙に戻せ」

「…………はっ」

　モーリット公爵は青ざめた顔で頭を垂れた。御ぎよ意いと答える以外になかった。ベルナルドは暗殺の件を裁かないと言っているのだ。

「ウェスタイン公のご令れい嬢じようよ」

　アレクから借りた上着の前まえボタンを留とめ、モニカは先ほどできなかった挨拶のため、軽く膝を折って上着の裾すそをつまんだ。

「初めてお目にかかります。このような格かつ好こうで申し訳ございません」

「詫びるのはこちらの方だ。何の関係もないそなたを巻き込んでしまった。後ほど改めて挨拶と礼の場を設もうけよう」

　離れた場所から、二人は見つめあった。

　若いころは覇は気きに溢れた王だっただろう。この城の主だと言われれば、これ以上の人もいない。

　同じように、モニカを見つめていたベルナルドも厳しい目元を和やわらげた。

「お父上にもお母上にもよく似ている。……ゆっくりしていきなさい」

　ベルナルドは視線を巡めぐらせ、孫を見下ろした。

「ライ。後を任せる」

　大きな体が側近達と共に王宮の奥へと消えた途端、その場にいた全員の力が抜けるのが分かった。見つめあっていたモニカも一気に弛し緩かんした。自分で思う以上に緊張していたようだ。

　エントランスがにわかにざわめくと、一人の老女官がモニカの前に進み出た。

「どうぞこちらへ。後ほど本来のお部屋へご案内致しますが、まずはお召めし替えを」

　確かにこんな格好で王宮内を歩くわけにはいかない。促うながされるまま女官の後を追おうとすると、ディアが駆け寄った。

「待って、モニカ。わたくしも行きます」

　モニカに寄り添ったディアは、ルドルフに向けて頭を下げた。

「ルドルフ様。束つかの間まのご縁でしたが、お相手があなたのような方でよかった……。ありがとうございました」

　仮かり初そめの婚約者に、ルドルフは舞台のように礼をした。

「こちらこそ。異国の王子は去らせていただきます。騎士とお幸せに」

「あなたも……想う方と幸せになれるようお祈いのり申し上げます」

　ディアの言葉に、ルドルフは苦笑した。難しい、という顔だった。

　そしてルドルフはアレクに向き直る。

「アレクシス殿下……」

　モニカの腰を抱いたまま無表情のアレクに向けルドルフは口を開こうとしたが、刺さすような雰ふん囲い気きに上う手まく言葉が続かない。

　見かねてライが間に入った。

「アレク。俺もルドルフも謝りたいことがたくさんある。だが今はよくない。後でちゃんと話をするから謝しや罪ざいはその場でさせてくれ」

　そもそもの原因であるライとルドルフでは、アレクの怒りを助長させるだけだ。

　アレクが引いたのはあくまでベルナルド王の顔を立てたからであって、決して怒りが収まったわけではない。

　そのことをよく分かっているライはルドルフを引かせ、途と惑まどうハーベント夫人の手を取った。

「ハーベント夫人、あなたもお疲れだろう。ずいぶんと馬を急がせたし、まずは休きゆう息そくを」

　正せい妃ひの王子に手を取られハーベント夫人は遠慮するが、すぐにディアが言い添えた。

「お母様、ばあやと一緒にお家で待っていて。わたくし、モニカとお話を済ませたらすぐに参ります」

「ディア」

　母娘は抱き合い、ハーベント夫人はライやルドルフにエスコートされ王宮の奥へ向かった。

　モニカ達が女官に案内された先は、居間や寝室のある小さな家のような場所だった。

「お湯ゆ浴あみのご用意をいたしますので、しばらくお待ちくださいませ。お茶をお持ちいたします」

「茶はいい。しばらく出ていてくれ」

　アレクが言えば、女官達は静かに部屋から去って行った。

　途端にディアが膝を折った。

「アレクシス殿下。申し訳ありませんでした、あなたの愛する方をこのような危険な目に遭あわせて」

「ちょっ、ちょっと、ディア！」

　友人にひざまずかれ、モニカはぎょっとした。

「ひざまずかないで！　私は大丈夫だったから！」

「いいえ、モニカ。わたくしから謝罪とお礼を」

「いいから！　ディアは悪くない」

　深々と頭を下げるディアの手を取って立ち上がらせ、モニカはマーシュに感謝の意を込めて微笑んだ。

「マーシュ、ありがとう。女に戻っておいてよかった」

　でなければ、少々面めん倒どうなことになっていたところだ。

　礼を言われ、マーシュはいいえ、と首を振った。

「レーム君の血を持たせてくれたのはウィトス様です。本当によかった……。俺も感謝したいですよ」

　ライの領地へ向かうことになったウィトスは、レームからモニカが男に姿を変えたと聞き、マーシュにレームの傷に巻いていた布を渡してくれたのだ。一いつ角かく獣じゆうの体液にはあらゆる魔ま道どうを解く力がある。ニムロドの町での舞台が終わってすぐ、布についていた血を使ってモニカは変化の魔道を解いたのだ。

　しばらく黙ってそれぞれのやり取りを見ていたアレクは、おもむろにモニカを抱き上げた。

　皆が身を引くと、静かな怒りに満ちた声でローズに厳げん命めいした。

「誰も通すな」

　常ならぬ強い口調に、ローズは畏かしこまって受ける。

　全員が頭を垂れてアレクとモニカを見送り、やがて寝室の扉が閉じられた。

「……大丈夫でしょうか」

　怖こわ々ごわと囁いたローズに、ロベルトもなんとも言えない顔をした。

「モニカ様にお任せするしかない。我々の手には負おえないだろう」

「ですが……」

　祈るように両手を組んでモニカの消えた部屋の扉を見つめるローズに、マーシュは明るく声を掛けた。

「心配ないよ、ローズ。俺は殿下のこともモニカ様のことも信じてる」

　怒りに任せて危害を加えるアレクではないし、怒りをぶつけられアレクを嫌きらうモニカでもない。

「お湯の用意してる女官にちょっと待つように言ってきて。誰も部屋に入ったりしないように」

「はい」

　ローズが承うけたまわり部屋を出ると、マーシュはロベルトとディアにもいつもの調子で笑顔を見せた。

「兄さん、ディア様を送ってきなよ。俺、ここで殿下が出てくるの待ってるから」

「しかし……」

「いいからいいから」

　ごゆっくりーと両手を振られ、ロベルトは迷ったがディアと共に部屋を出た。

　歩き出せば、すぐにディアは申し訳なさそうに目を伏ふせる。

「ロベルト。ごめんなさい。わたくしのせいで」

「あなたのせいではない。それに、殿下のお怒りも決してあなたに対してではないだろう」

　ディアだって巻き込まれた被ひ害がい者しやの一人だ。

　二人はゆっくりと城を出て、庭に向かった。

　ディアの住まいである裏庭の一角までは、馬車でないと行けない。小者に馬車の手配をさせ、ロベルトはディアと向かい合った。

「ディア。私は男爵家の嫡ちやく男なんだが、今は爵位を持っていない。近衛騎士として殿下に取り立ててもらえるまでは、貴族とは名ばかりだった」

　ディ・ミーニ男爵家は領地を持っていない。男爵位は階級で言えば最下位であり、本来なら嫡男は父親の持つ位の一つを名乗るが、ロベルトの父は男爵位以外を持っていない。当然ロベルトは男爵の子息でしかなく、名乗る爵位もない。

　領地もなく、ロベルトの収入は騎士として働くものだけ。アレクは良い主だが、不ふ興きようを買えばそれまでだ。

「あなたには苦労をさせてしまうかもしれない」

　優雅な貴族の暮らしとは無む縁えんのものになるだろう。

　うつむいたロベルトに、ディアは無言で白い手袋を外すと、その手を差し出した。

　握あく手しゆを求められていると知り、ロベルトはためらいがちに小さな手を取る。

「見ていなかったの？　わたくしの手を」

　言われて、ロベルトは小さな手を見つめた。お姫様らしいしなやかな手ではない。少し固く、肉ま刺めもある。労働を知る手だ。

「母と一緒に料理も洗せん濯たくも、お裁さい縫ほうも掃そう除じも何もかもこなしてきました。あなたの妻にわたくしほど相応しい者はいませんわ」

「しかし……」

「もし他に、我こそはと名乗りを上げる女性がいましたら戦いますけども」

　うふふ、と物ぶつ騒そうな言葉に反して愛らしく微笑む。ディアなら本当に完かん膚ぷなきまでに叩きのめしそうで、ロベルトは少し笑った。

　実じつ年ねん齢れいよりも大人なディア。中身のない、仮の身分に押し込められたディア。こんな小さな、非ひ力りきな彼女を守るなら、きっと力のある男がいい。

（……そうだな）

　あれほど釣つり合わないと感じていたものは、実は全く違ったのかもしれない。

「後のち程ほど、あなたのお母上に会わせてもらえるか」

　それがどういう意味の言葉なのかを考え、やがてディアは栗色の瞳に涙を浮かべて微笑んだ。

「母が……どれだけ喜ぶことでしょう……！」

「とりあえず早く誤解を解きたいのだが……」

「わたくし、母とは大の仲良しなの。隠し事はしない主義だからカナンの宿でのことも」

「ディア、待ちなさい」

「カナンの宿屋」

「ディア！」

　焦あせる恋人に、ディアはにっこりと愛らしく微笑んだ。

「あら、弱みを握ってしまったわ」
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　部屋に入ったアレクは無言のままモニカをベッドに下ろした。

　声を掛けようとしたが、すぐにキスで唇を塞ふさがれる。

（アレク……？）

　表情をうかがうことはできないが、仕し草ぐさは丁寧で優しい。モニカの頰に当てられた手の平も、髪や首筋をなぞる指先も、怒りよりもむしろ怯おびえているような、怖々とした触ふれ方だ。

（怒ってない？）

　怒りのままベッドに放り投げられるのではと危き惧ぐしていたモニカは、少しほっとして力を抜いた。

　唇を合わせたまま、指はたどたどしく首筋から鎖さ骨こつへと触れていく。

　上着のボタンが全て外され、裂けたドレスの合わせ目に大きな手の平が滑すべり込んだ。

「……！」

　手の平は左胸の上で止まり、そのまま軽く押し当てられる。思わずびくりと全身が跳ねたが、モニカは大人しくされるがままにしていた。

　その手がモニカの生存を確かめる意い図とを持った動きだったからだ。

　アレクの手の平は思いのほか冷たかった。

　先ほどまで炎のような怒りを見せていたとは思えない。氷を押し当てられたかのように冷ややかで、だからこそ自分の肌の熱さがひときわ強く感じられた。鏡を見なくても顔や首まで火ほ照てっていることは分かる。

　鼓こ動どうが速くなる。心しん臓ぞうの脈みやく打うつ音しか聞こえなくなりそうで、モニカは唇が離れた隙すきに手でアレクを押しやった。

「……あの、アレク……？」

　さすがにもう生きていることは確認できただろう。

　だがアレクは答えず、手の平をモニカの肩に滑らせ上着ごとドレスを脱がせてしまった。

「ちょっ、ちょっと待った！」

　驚いたモニカは落とされたドレスの前をかき合わせ、ベッドの奥に逃げる。

「なにするの！」

「傷を……見せてください」

「傷なんてないよ！」

「ないというところを見せてください」

「だからもう本当に……」

　大丈夫、と言いかけ目を上げたモニカは、口をついて出そうになった悲鳴を寸前で飲み込んだ。

「――見せてください。全部脱がなくてもいい。確認したいだけです」

　薄うす紫むらさきの瞳が瞬まばたきもせずに自分を見つめている。

　火照っていた体が一気に冷めた。冷や水どころではない、氷水の中に放り込まれたかのように、背筋に震えが走った。

　――怒ってないなんてとんでもない。

　冷ややかな瞳。何かを押し殺したような声に、モニカは息をすることも忘れた。

（……アレク……！）

　これは怒りだ。

　ひたひたと押し寄せるような、静かな激げき怒どだ。

　とん、と軽く押されただけでモニカはベッドに倒れこんだ。

　抵てい抗こうできなくなったモニカの腕を摑み、アレクは左右に開かせる。

　仰おお向むけに倒れたままのモニカを見下ろし、破れたドレスをはだけ剝き出しの肌を指先でなぞった。暗あん殺さつ者しやの切っ先どおり、丹たん念ねんに何度も指で触れ、目で確かめる。

　心臓が激はげしく脈打ち、モニカは息を詰めて目を閉じた。

　感じたのは羞しゆう恥ちよりも恐怖だった。

（――どうか、傷が残っていませんように）

　髪の毛一筋ほどのかすり傷でも、アレクは許さない。

　脳のう裏りにカゼルラにいるティマエス王や父、城にいるたくさんの人達の顔が浮かぶ。エリオやリディ、ディア……カゼルラとヴァルダンを結ぶ人達――。

　永遠にも感じられる時間が過ぎたとき、アレクはかすかに息をついた。

「よかった……」

　モニカの全身からも力が抜けた。

（よかった――）

　無事に検けん分ぶんを乗り越え、モニカは笑顔で身を起こした。

「ごめん、心配かけ……っ!!」

　しかし起こそうとした体は再びベッドに沈められた。

　突然押し倒され、条件反はん射しやで伸ばしてしまった腕がパシリと音を立てて摑まれる。

「どうして……！」

　目を瞬くモニカを見下ろしたまま、アレクは奥歯を嚙みしめた。

「どうしてそんなに平へい然ぜんとしているんですか……!?　あなたは殺されかけた!!　私の目の前で死にかけたんですよ!?」

　モニカの手首を捕えた手が震える。

「…………あなたが、死ぬかと思ったのに……！」

　震えているのは腕だけではない。アレクの全身が耐え切れない恐怖に小こ刻きざみに震えていた。アレクは悲鳴や叫びを堪えるかのように、何度も浅い呼吸を繰り返す。

「落ち着けとあなたが言うから止まった!!　殺すなとあなたが言うから殺さなかった!!　それもこれもあなたが生きていたからだ!!」

　いつもなら美しく涼すずしげな瞳が射い殺ころすほどの強さをたたえ、嚙みしめた唇から抑おさえきれないうめきがもれた。

「死んでいたら許さない……!!　絶対許さない！　こんな国滅ほろぼしてやる……!!」

「……！」

　モニカは息を呑のんだ。

　何をどう答えればこの怒りが収まるのか、考える心の余よ裕ゆうもなかった。

　脅しではない。国を滅ぼすということが遠い世界のことではなく、実際に身近に起こりうる現実のこととして感じられたのだ。

　心正しくあれ。愛を受け入れるなら心身を捧げろ――。

　アレクに近しい人たちから受けた言葉の意味を、初めて身に染しみて理解した。

　アレクのための忠告だとばかり思っていた、あれは。

（……私のためだったんだ……！）

　薄紫の瞳が食い入るように自分を見つめている。

　彼らはずっと問いかけていたのだ。

　本当にこの男でいいのか。

　本当にこの男に愛される覚悟はあるか――！

「聞いてますか。分かってますか？　あなたを失うことが私にとってどれだけ恐ろしいことか、あなたは全然理解していないでしょう」

　黙ったままのモニカに向け、アレクは息を吸い込んだ。

「愛してます。あなたが好きです。こんな言葉聞き飽きたでしょうけどもう一度言います」

　全部、たまりにたまっていた何かを吐き出すように、息もつかずに言った。

「初めて会ったときからあなたが好きでした。嫌われて追いかけて、でも嫌われて、とことんまで嫌われて……！　もうやめよう、他の人を好きになろうと何回努力したか分からない。もう限界だ、こんなに辛つらいのは耐えられないと思っても嫌いになれない！　あなたの視線一つ仕草一つで舞い上がったり叩き落とされたり……！　自分が保てなくなるほど好きなんです……！　あなたを愛しています――！」

　モニカはベッドに沈んだまま身動きできなかった。

　息が苦しい。

　古こ城じようでアレクの気持ちを具ぐ現げん化かした花に埋うもれたときも、これほど苦しくはなかった。

　圧あつ倒とう的てきな言葉に押し潰されそうだと思った。

「あなたは私の恋人ですよね？　そうでしょう？　あなたに傷をつける者を私は許さない。どこへ逃げても絶対に追ってやる――！」

　感情が昂たかぶったのか、モニカの手首を摑む手に更に力がこもった。

「い……っ！」

　不ふ意い打うちの痛みに声が出てしまい、アレクが怯えたように手を離した。

「モニカ……！」

　夢から覚めたように、急いでモニカの上から退しりぞく。

　腕と一緒に苦しさからも解放された気がして、一気に呼吸が楽になった。

「す、すみません、モニカ！　大丈夫ですか!?　痛かったですか!?　腕は!?」

　よほどモニカの「痛い」という言葉に衝しよう撃げきを受けたのか、怒りの気け配はいが消し飛んだ。

　心配に泣き出しそうな瞳にも、先ほどまでの冷たさは微み塵じんもない。切せつ羽ぱ詰つまった声は気き遣づかいに満ちて優しく、引き絞しぼった弓の弦つるのように張り詰めた空気も消えていた。

（……いつものアレクだ……）

　それだけでモニカの全身から力が抜けた。

　無意識に強張っていた体がほぐれ、隅すみ々ずみまで温かくなる。

　ずり落ちたドレスをかき合わせて上半身を起こせば、なんだか無性にほっとした。

「大丈夫。ちょっと痛かっただけ」

「本当ですか!?　折れたりは……！」

「まさか」

　証明するように目の前で手を振ると、アレクはやっと安心したように力を抜いた。

　しかし悄しよう然ぜんとうなだれた。

「すみませんでした……。あなただけは傷つけないと決めたのに」

「傷なんてついてないってば」

　うなだれたアレクの髪に触れ、モニカは苦笑した。

「なかなか難しいね。ラフィットやティマエス陛下の望むようになるには」

　少し、怯んでしまった。

　あれほどアレクを受け止められるかと聞かれていたのに、やはりそのときになれば怖かった。

「ちょっと……というか大分怖くて。どうやってアレクを止めたらいいのか分からなくなった」

　アレクは傷ついたように目を潤ませた。

「……怖いですか」

「怖いよ」

「…………嫌いになりましたか？」

「ちょっと」

「!!?」

「なんちゃって、冗談――……」

　どさりと重い音を立てて、アレクがベッド上から消えた。

「アレク!?」

　ぎょっとしてベッド下を覗き込めば、死んだ魚のように床ゆかに転がっている。衝撃によろめき、手を付きそこねて転がり落ちたらしい。

「アレク！　しっかりして！」

「……嫌い……きらい……キ、ライ…………ゴフッ」

　吐と血けつしたかのような咳が聞こえ、モニカは急いでベッドから下りた。

「冗談だよ！　噓うそだから！」

「……………………噓……？」

「噓！　大噓！」

「…………でも嫌われても仕方ないですよね……。こんな私……」

（し、しおしおになってしまった！）

　脳裏に「自己肯こう定てい能力の低下」という言葉が浮かぶ。過去にアレクが寝込み、百人がかりで立ち直らせようとした病の名だ。あのときも原因はやはりモニカであった。

「嫌いになんてなってない。本当に噓だから！」

　早くも目が虚うつろなアレクの視界に入るよう身を屈かがめ、優しく言った。

「心配かけてごめんとは思うけど」

　アレクがこれだけ怒ったのはモニカの命が消えかけたからであり、それに恐怖したからだ。

「ね？　本当に噓だから」

　モニカは転がったアレクの側で足を伸ばして床に座り込むと、太ふと腿ももをポンと叩いた。

「はいどうぞ」

「え……？」

　少し回復したアレクが驚いて身を起こす。

　ぱちぱちと目を瞬かれ、モニカはにっこりと微笑んだ。

「膝ひざ枕まくらしてあげる」

「――――――――ッッ!!!　い、いいんですか!?」

「どうぞ、遠慮なく。噓ついたお詫び」

「で、では…………っ！」

　アレクは生なま唾つばを飲みつつモニカの太腿に頭を乗せた。

「…………」

　てっきり幸せそうな顔をするかと思えば、アレクはじ――――っとモニカを見上げ続けている。それがとてつもない凝ぎよう視しで、あまりに一生懸命見つめるので、視線を追ったモニカはぎょっとして裂けたドレスの胸元をかき合わせた。

「どこ見てるの!!」

　自分が半はん裸らだということをすっかり忘れていた。

「すみません、この角度から見上げるあなたの格かつ好こうがすごすぎて、目のやり場に困っ」

「噓だ、全然困ってないよ!?　一点集中で見てる!!」

　アレクは瞬きを堪えているのか目が血走りそうだ。真っ赤になったモニカが足を抜こうとすれば、必死で縋すがり付いてきた。

「す、すみません、つい！　目に焼き付けておこうと頑がん張ばりすぎてしまった……！　こ、こんなに絶ぜつ妙みようの見えそうで見えないは初めてだ……！」

「馬鹿！」

　モニカが上着の前ボタンをすっかり留めてしまうと、アレクは清すが々すがしいほど残念そうな顔をしたが、やがて落ち着いた様子で切り出した。

「……先ほどは、すみませんでした。自分でもよく分かってるんです。あなたを中心にして動いてはいけないと」

「うん」

「あなたが私を好きになってくれたおかげで、少しは余裕ができたと思っていたんですが……まだまだでしたね」

　危あやうく、怒りで国の大事を引き起こすところだった。

　落ち込みながら目を閉じたアレクの髪を、モニカは優しく撫なでる。

「それならアレクだけじゃなくて、私もまだまだなんだと思うよ」

　不思議そうに目を開けたアレクに、モニカは笑った。

「今日みたいにアレクに助けてもらうんじゃなくて、一人でどうにかできるって信じてもらえるような人間でないといけない」

　モニカが困難を一人で乗り越えられるなら、アレクが振り回されることもないだろう。

「アレクに、助けないと！　って思われてるうちは私もまだまだなんじゃない？」

　アレクだけが至いたらないわけではない。

　そういう気持ちを込めて言ったのだが、真剣な顔で聞いていたアレクはぐったりと脱だつ力りよくしてしまった。

「アレク？」
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「……いつになったらあなたに追いつけるのか分かりません……」

「追いつく？」

　モニカにしてみれば、先を行っているのはアレクの方だ。そのためにいろいろ頑張っているつもりなのだが。

　モニカを見上げ、アレクは懺ざん悔げするような真しん摯しな声で言った。

「いつかあなたの前に立って、あなたが振り向いてくれるような男になりたいんです」

「もう振り向いてるよ」

　十分アレクのことは好きなつもりだ。

　しかしアレクは困ったように笑うと、身を起こした。

「……恋じゃなくて、人としてです」

　優しくキスをして、真剣な目でモニカを見つめた。

「愛してます」

「……知ってるよ」

「もっとです」

「…………」

　それだけ言うと、アレクはモニカの髪を撫で「ローズを呼んできます」と立ち上がった。

　寝室を出て行く広い背中を見送り、モニカは唇に指先で触れた。頰が熱い。

（困った）

　いかに愛されているかは知っていたつもりなのに、どうやらまだまだだったようだ。




　アレクが寝室を出れば、客間にはローズとマーシュがいた。

　青ざめ、胸の前で両手を握り締めているローズに向けアレクは微笑む。

「すまない。みっともないところを見せてしまったな」

「殿下……！」

　いつもどおりの優しい声に、ローズの目が潤んだ。

　ほっと肩の力を抜いて安堵の表情を見せた彼女に、アレクは奥の寝室を指した。

「モニカの湯浴みと着替えを手伝ってやってくれ」

「はい！」

　ローズは元気よく返事をし、モニカの元へ飛ぶように駆けていく。

　その様を見送り、マーシュは侍じ従じゆうらしく優雅に一礼した。

「おかえりなさいませ、殿下」

　皮肉っぽい挨拶を爽さわやかな微笑みに乗せて言われ、アレクは苦笑した。

「悪かったな。……お前と、ロベルトがいてくれてよかった」

　空そら色いろの瞳が丸くなる。

　こういう機会でもないとあまり言わない言葉だ。

　アレクは心を込めてゆっくりと言った。

「助かった。ありがとう」

　素直に感謝したというのに、マーシュはよろりと一歩よろめいた。

「で、殿下が大人になった！　中で一体何が！」

「何もない！　行くぞ、晩ばん餐さん会かいまでライとルドルフの相手だ」

　モニカの身み支じ度たくが整うまで時間があるだろう。

　迷惑を掛けられたことも確かだが、ライとルドルフもディアのために尽じん力りよくしたのだ。アレクの怒りに任せた態度も謝らないといけない。

　すっかり落ち着いた様子に、マーシュは怖おそれに近いような顔をした。

「いやはや……さすがはモニカ様」

　しばし絶ぜつ句くする。

　それきり動かないので無む視しして歩き出せば、途端にマーシュは足取り軽くアレクの隣に並んだ。

「俺、殿下の女性を見る目は素晴らしいと思います。モニカ様の男性を見る目は謎ですが」

「………………モニカもすぐに男を見る目があると言われるようになる」

「ほほー、ここで怒らないだけ成長しましたね」

「偉えらそうに」

　たまに年上ぶる側近に笑って扉を出れば、ディアを送ってきたロベルトとはちあわせた。

　アレクを見つけたロベルトは几き帳ちよう面めんに一礼する。

「殿下……」

　それっきり続ける言葉が見つからないロベルトに、アレクは感謝を込めて言葉を掛けた。

「すまなかった、ロベルト。お前にも迷惑を掛けた」

「……！」

「ありがとう。これからも私が間違いを犯しそうになれば遠慮なく止めてくれ」

「……殿下……！」

　感動の体ていで顔を上げたロベルトに、アレクはにこやかに微笑みかけた。

「で。オルディアーナ姫と何があった？」

「で……っ！」

「そうだそうだ、聞いてくださいよ殿下！　兄さん、ディア様のこと呼び捨てだったんですよ！　夫婦として旅してきたってジェラルド様が！」

「ほう、どんな旅だったか興味深いな。今からライのところへ行くし、ジェラルドにも聞いてみるか」

「も、申し訳ありませんが私は騎士団の用事を……!!」

　方向転てん換かんして逃げようとしたロベルトを、アレクとマーシュは左右から捕つかまえる。

「おっと」

「逃がさないよ、兄さん……！」

「!?」

　じたばたもがく大きな生贄を携たずさえ、主しゆ従じゆうは声を上げて笑いながら天蓋宮の奥へと向かった。







　終章　―Epilogue―







　部屋の中には十人程の女じよ官かんがいたが、誰も彼もが着き飾かざったモニカに感かん嘆たんの息をつくのが分かった。

　光こう沢たくのある白しろ繻しゆ子すのドレスは金の刺し繡しゆうで縁ふち取どりされ、襟えりは高く繊せん細さいなレースになっている。胸元から腰こしはぴったりとしていて華きや奢しやな体の線をそのまま表しているが、袖そで口ぐちや裾すそは末広がりにゆったりとしていた。

　結い上げた髪に雨あま垂だれのように細い金細工を幾いくつか飾り、ローズが自じ慢まん気げになりそうな声を抑おさえて淑しとやかに頭を下げる。

「お支し度たく整いましてございます」

　鏡に映うつるのは、非ひの打ちどころのない公こう爵しやく家けの姫ひめだった。

　ヴァルダン行きは急きゆう遽きよ決まったため既き成せいの品だが、小物に至いたるまでアレクが見立てただけあって、誂あつらえたようにモニカに似合っていた。普段のモニカは可か憐れんさや清せい楚そさを押し出した装よそおいをしているが、今回は少し大人らしい威い厳げんを感じられるドレスだ。格かく式しき高い、ヴァルダンという国風に合わせたのだろう。

「お美しゅうございます、モニカ姫」

「まこと、アレクシス殿下のご趣味の好いいこと」

　天てん蓋がい宮きゆうの女官達も口々に、だが騒さわぎ立てずに落ち着いた口く調ちようでモニカを褒ほめ称たたえる。アレクを褒めることも忘れない。

　教育の行き届いた侍じ女じよ達に内心舌を巻きつつ、モニカは淑しゆく女じよらしくゆったりとした動作で立ち上がった。

「ありがとうございます。晩ばん餐さん会かいまで、少し空中庭園を見てきてもいいでしょうか？」

　モニカは最初に湯ゆ浴あみをした部屋から場所を変えている。ここは王おう宮きゆうの女性たちが暮らす宮で、城の最上階にある中庭はこの階のすぐ上らしい。

「かしこまりました。私共もお供ともを」

「いいえ、大丈夫。すぐに戻ります」

「では堀ほりには落ちられませんよう、お気をつけ下さいませ」

「え？　あ、はい」

　一瞬考えてしまったが、ディアの言葉を思い出し、モニカはローズを伴ともなって部屋を後にした。

　ローズと二人になった途と端たん、モニカはどっと全身の力が抜ぬけた。辺りを警けい護ごする兵士やすれ違う女官に聞こえないよう、こっそりと斜ななめ後ろを歩くローズに囁ささやく。

「みんな上品だね」

　カゼルラの、ましてやモニカを〝麗しの女神ヴイアトリーチエ〟と崇あがめるアレクの宮の女官の前でこの姿を披ひ露ろうすれば、即そくお祭り騒ぎになるだろう。その場で彼女達の嬌きよう声せいと持てる限りの美び辞じ麗れい句くが並び、盛り上げるための楽団が呼ばれ、記念の一枚をと絵師が呼ばれるはずだ。

　気を張っていたモニカと同じく、ローズも大きな息をついた。

「本当に。王宮女官が貴き族ぞくの出だと実じつ感かん致しましたわ。私、あまり出すぎたことをしないようにしないと」

「私が連れてきてる侍女だから大丈夫だと思うんだけど……それよりも私が何か失敗しないか不安だよ」

　ここで笑われるようなことがあってはならない。アレクのためにも公爵家の姫として完かん璧ぺきでいることが目標だ。

（確かに今のうちに来ておいて良かったかも）

　ペンテレイアでのアレクの言葉が身に染しみた。今の失敗ならまだ許される。

　気を取り直して、モニカは拳こぶしを握にぎった。

「とりあえず、まずは早くレームに会いに行かないと」

　オデリージ家の刺し客かくに襲おそわれ負ふ傷しようしたレームは、ライの領地で療りよう養よう中ちゆうだという。

　明日にでも会いたい旨むねを伝えようと心に決め、モニカとローズは光の射さす大きな階段を上がり、外に出た。

　途端に歓かん声せいを上げた。

　建物の最上階とは思えないほど広い空間に、見渡す限り花が咲いていたのだ。

　ここは天蓋宮の七階になる。城壁そのままの円形の花園は、芳かぐわしい香りに満ちていた。

　花か壇だんは雪せつ花か石せつ膏こうのような白い石で造られ、通常膝ひざまであるものだが、ここでは床ゆかに埋うめ込まれ足首までの高さしかない。そのせいか、本当に花咲く野原に立っているような錯さつ覚かくがした。アレクの言ったとおり、どこから引かれているのか細い水路が縦じゆう横おう無む尽じんに幾いく条じようも造られ、白い花壇の間をせせらぎのように流れている。

　風はかすかに吹く程度で、西の空に沈む夕ゆう陽ひが美しい。

　カゼルラのミゼリア城も本ほん宮ぐうは五階まであるが、一階一階の高さの違いもあり、圧あつ倒とう的てきにこちらの方が高い。周りを囲む山々も、低いものは山頂を見下ろせるほどだ。

　驚おどろいたのは草花だけでなく、たくさんの樹木があることだった。この根や重さを支えるということは、想像以上に堅けん固ごな城なのだろう。

　二人は庭園をそぞろ歩いた。見たことのないような花から馴な染じみの深い花まで、種類は驚くほど多い。

　モニカはそよ風に揺ゆれる小さな花に頰ほおを緩ゆるめた。

（ポーラだ……。ここにも咲いてるんだ）

　五枚の柔やわらかな花か弁べんを持つ白い花は、モニカにとっては思い出深いペンテレイアの春の花だ。遠く離れた大陸中央部で見られるとは思わなかった。

　だが、優しい気持ちでそのまま通り過ぎようとしたモニカは、ふと立ち止まった。

（……今の季節にポーラ？）

　水路はキラキラと輝かがやき、花は枯かれることを知らないような美しさを保っている。

　庭園の中央に立ち、モニカはぐるりと辺りを見渡した。

　西陽に照らされた庭園は静かで、水の流れる音だけが聞こえる。

（……綺き麗れいだけど……）

　何か、しっくり来ない。

　こんなに落ち着いた静かな空間なのに、なぜか心が休まらない。

「モニカ様、麝じや香こう草そうが咲いていますわ。リンドウも風ふう露ろ草そうも……まだ早いでしょうに」

　目を落とせば秋の野花である麝香草が風に揺れ、後ろを振り返れば春の花であるポーラが生き生きと咲き誇ほこっている。

　ローズに言われ、モニカはやっと違い和わ感かんの正体に気がついた。

「……そうか、狂くるい咲きだ」

　ポーラだけではない。真夏の盛りだというのに、この空中庭園には春の花も秋の花も冬の花までもが咲いていたのだ。注意深く見れば、狂い咲きでない花のほうが少ない。

「高い場所だからでしょうか。それとも肥ひ料りようや水が違うのかしら」

　ローズはしきりと首を傾かしげる。

　モニカは庭園を流れる水路を追いかけた。細い道は外壁に繋つながっている。

　最上階であるこの庭園の城壁は欄らん干かんになっており、高さはモニカの胸ほどまでだ。木が生おい茂しげっていない場所を選び、下を覗のぞき込んだ。

「うわぁ……本当に黒い」

　見下ろす先には、ディアの言っていた黒い水の堀が見える。

　カゼルラのミゼリア城も堀に囲まれているが、アルキアーノ河の水を流しているため青く、流れがある。底もあるため落ちても助からないということはない。

　対してこの堀は流れもなく、黒いため、底どころか水中も見えやしない。水は重たげで淀よどんでいるというよりも粘ねん液えきに見えた。階段状の円い城を取り囲む様子は、巨大な黒い蛇へびがとぐろを巻いているようだ。

　一緒になって覗いていたローズもぶるりと体を震ふるわせた。

「なんだか怖こわいですわね……」

「うん……。本当に底なしなのかな？」

「底なしだよ」

　背はい後ごから声が掛かり、モニカとローズは同時に振り返った。

　空はまだ赤みを残しているが、太陽は沈みきっていた。温ぬるい風に花々が頼たよりなく揺れている空中庭園に、いつのまにか若い男が一人立っている。

「こんばんは、綺麗なお嬢じようさん達」

　見知らぬ青年だ。優ゆう雅がな足取りで歩み寄り、モニカの隣となりに立つ。

「この水は落ちたが最後、浮かぶことができないよ。昔は刑けい罰ばつにも利用されてね、死刑は皆この黒い水の中に放り込まれたんだって。大の男が五人がかりで持ち上げるような岩を投げても底に当たらないぐらい深い。怖いよね」

　青年の出いで立ちは間違いなく貴族だ。

　背はそれほど高くなく、声は穏おだやかで明るく耳に心地ここち好い。

　横顔から見える高い鼻や薄い唇くちびるは男らしく、美形ではないが、人に好このましさを感じさせる顔だった。

（…………）

　それなのに、どうしてだろう。

　モニカは無言で石の欄干を強く摑つかんでいた。

　全身の産うぶ毛げが逆立つ。

　男に特とく徴ちよう的てきなものは何もない。赤みがかった茶色い髪と、同じ色の瞳ひとみ。この城に相応ふさわしい白の礼服は品よく、仕立ても上級だ。腰に差した剣は実用ではなく金の鞘さやに包まれ、城に出入りする青年貴族としておかしなところは何もない。

（なんだろう）

　男の横顔を見つめたまま、モニカは自問した。

　特別目立つ容よう姿しでもないのに、妙みように目を引き付けられる男だ。存在感があると言えばいいのだろうか。

　同じものが揃そろっている中に、何か別の、異い質しつなものが混ざっているような奇き妙みような感かん覚かく――。

「初めて見る顔だね」

　男はゆっくりと堀からモニカへと視線を移した。

　風のようなしなやかな動きで、モニカの腰を抱く。

　モニカは抵てい抗こうしなかった。

　しなければいけない、とどこかで思っていたのに、体が動かなかった。顔を背そむけることも、瞬まばたきすら億おつ劫くうで、まるで時間が止まったように全てがゆっくりと見える。

　モニカ様！　と悲ひ鳴めいのようなローズの声が聞こえる。だがそれは、壁の向こうからのように不ふ鮮せん明めいで小さかった。

（誰だろう。これは）

　靄もやがかかったような頭の中で、モニカは思し考こうを巡めぐらせた。

　知っている人のような気がするし、そうでもない気もする。どこでだっただろう。覚えていないどこかで会ったような気もする。

　見つめあう男が微ほほ笑えむ。優しい、温かい笑顔だ。

（そうだ）

　その笑顔に、唐とう突とつに思い出した。

　ああそうだ。これは私の大事な人だ。

　なぜそんな大切なことを忘れていたのだろう。

　思い出せたことが嬉うれしくて、モニカは緩かん慢まんな動きで微び笑しようを形作った。

　上う手まく笑えたかどうかも分からない。だが、男は満足げに微笑んでくれた。

　モニカの顎あごが持ち上げられ、青年も目を閉じる。

　互いの顔が間近に迫せまり、唇に、かすかに息がかかる――。




　その瞬しゆん間かん、パンッ、と触ふれ合いかけた二人の唇の前で何かが爆はぜた。




（!?）

　実際には無音だったが、一瞬にして頭の中の靄がかき消えた。

　モニカは今初めて目覚めたかのように、渾こん身しんの力を込めて青年を突き飛ばしていた。腰に巻きついていた手を振り払はらい、一足飛びに距きよ離りを開ける。花壇に足を取られかけ、ローズが飛びつくように支えてくれた。

「モニカ様！」

　ローズの怯おびえた声がハッキリと聞こえる。

（なに、今のは……？）

　胸が早はや鐘がねを打つ。

　目の前で空気が爆ぜるような音がして、見えない膜まくが割れた。

　先ほどとは打って変わって澄すみ切った頭の中で、何が起ころうとしていたのか理解したモニカは震えが走った。

（……避さけられなかった！）

　あのままぼんやりしていれば、間違いなく口付けを受けていただろう。

　力を込めたつもりだが緩かったようで、男は倒れもせずに平へい然ぜんと立っていた。

　赤みのある茶色の目を瞬またたき、モニカに向けて首を傾げる。

「あれ？　どうして避けられるんだろう」

　上から落ちてきた物が落下する。それを不思議がるような顔だった。

　なんとなくゾッとしてモニカが息を呑のむと、青年は無ぶ遠えん慮りよに近づき、身を屈かがめてくる。

「君は誰？　……なんだろう。すごく懐なつかしい匂いがする」

　首筋に鼻先を押し付けられそうになり、モニカは礼をするように見せて一歩退しりぞいた。男が身み分ぶんの高い貴族だというのは見れば分かる。嫌けん悪お感かんがあったが名乗らないのはよくない。

「……カゼルラ王国ウェスタイン家のモニカ・ウェスタインと申します」

　モニカはまだアレクの正式な婚約者としてお披ひ露ろ目めされていない。ウェスタイン公爵の名は轟とどろいていても、ヴァルダンの貴族の中にはモニカの存在を知らない者も多いだろう。それとも、先ほどのエントランスでの騒ぎを知っていれば思い当たるかもしれない。

　だが青年の反応はどちらとも違った。

　特に大きく変化しなかった表情が、強い驚きに変わったのだ。

「モニカ？　君がモニカ？　アレクシス殿でん下かの恋人でペンテレイアの姫？」

（ペンテレイアの……？）

　それは違う。モニカは警けい戒かいしながら控ひかえめに否ひ定ていした。

「失礼ですが、ペンテレイアの王おう妃ひ様とお間違えでは？　私はカゼルラ国民です」

「君だよ。君のせいでカゼルラはペンテレイアに礼を尽つくさなければならなくなった」

「…………」

　眉まゆをひそめたモニカの表情をどう受け取ったのか、青年は笑顔になった。

「会ってみたいと思っていた。ずっと君さえいなければと思っていたんだ」

　柔らかで親しみ深い声に、歓かん迎げいと聞き違えたモニカは危あやうく礼を述のべそうになった。何を言われたのか、言葉の処理能力が追いつかなかったのだ。

　穏やかではない言葉を投げつけた青年は、自身の胸に手を当てる。

「僕はサウルって言うんだ」

　モニカは愕がく然ぜんとした。

　無ぶ礼れいとも取れるほど、青年を凝ぎよう視しした。

　名前だけは何度も聞いたヴァルダンの王太子。

　若い。四十七歳で三十代に見える男は珍めずらしくもないし、そこら中にいるだろう。だが、彼の若さはそんなものではなかった。どう大目に見積もっても二十代後半から三十代前半に見える。外見はもちろん、物もの腰ごしも口調もどれを取っても五十歳近い男には見えない。彼の実年齢を一目で当てる人物は皆かい無むだと思えた。

（この人が？）

　しわの一つもない。四十七年の歳さい月げつを全く感じさせない、この作り物のように若い男がライやリディ、ディアの父親？

「……サウル・クリスト・アディマーリ・ヴァルダン殿下でいらっしゃいますか？」

「よく知ってるねー、僕も覚えてないような名前なのに」

　サウルは心しん底そこ驚いたような顔で、やっとのことで声を絞しぼり出したモニカの手を取った。悪お寒かんが走ったが振り払うわけにはいかない。

　サウルは儀ぎ礼れい通り手の甲こうにキスをし、心から嬉しそうに、華はなやかに笑って言った。

「ようこそヴァルダンに！」





〈終〉　　　










　あとがき




「怒いかりに我われを忘れてる！　静めなきゃ！」「怖くない……。ね？　怯おびえていただけなんだよね？」とかいう某ぼう蟲むし姫ひめ様さまの声がリフレインしまくった第五巻です。

　こんにちは、小お椋ぐら春はる歌かです。

　アレク達一行＋αアルフアがヴァルダン王国に向かいました。なんかいろいろありますが、モブキャラに至いたるまで寿じゆ命みよう以外で死なせないことを決めて書いてますので、気持ちを楽にして読んで頂ければと思います。

　ネタバレ……になるんだろうか、ちょっとキャラについて。

　やっと、やっと！　ロベルトを戦わせることができました。剣では負けてても体たい術じゆつを含めればアレクより強いのに、作中で持った刃は物ものは包丁だけ（三巻参照）という事態をなんとかしたかったので良かったです。

　そして近この衛え騎き士し団だん副ふく長ちようゼノ。実は二巻にもチラッと登場しているゼノ！　実は副長、実はアレクの乳ち兄きよう弟だいで背せ格かつ好こうも似てるから有ゆう事じの際にはアレクの影かげ武む者しや役やくをしているという無駄な設定があるゼノ！　でも作中でその有事がないからここに書くゼノ！

　これも出せてよかったです。いや、登場しただけで有事じゃないけど。

　あと星の女め神がみ団だんが発声練習に使っているのは、ちょっと変えてますがフォルゴーレ・ダ・サンジミニャーノさんの詩です。昔のイタリアの方ですね。日本語以外の発声練習の文もん句くが思いつかなくて「アエイウエオアオ」と書いて初稿を出したら、担当さんから当然のごとく「思いっきり日本語だが大丈夫か？」というツッコミが入り、これに変えました。「あめんぼあかいな」みたいなのを探してたんですけど、なかなか難しい。

　さて、謝しや辞じを。いつもお世話になっております、加か藤とう絵え理り子こ先生。今回はコミカライズ『恋こいする王おう子じと受じゆ難なんの姫ひめ君ぎみ』一巻との同時発売！　本当にいつもありがとうございます。今からコミック楽しみです。正座して待ってます！

　校正様。二巻に続きまたしても数の間違い……。おぉぅ……。算数のできない人間で申し訳ない。あとゼノのことを覚えていてくださってかなり嬉うれしかったです（笑）。これからもよろしくお願いします。

　お手に取って下さった読者の皆様、担当Ｉ様はじめ本作に関わってくださった全ての方にお礼申し上げます。ありがとうございました。

　次巻は結婚します。それではまた冬頃にお会いしましょう。


小椋春歌　　　　






参考文献：ダンテ、平川祐弘（翻訳）『神曲』河出書房新社 １９９２
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著者

小椋春歌

Haruka Ogura




12月30日生まれ。山羊座。Ｏ型。

ダイエットを始めました。

部屋の奥から隊長を探し出して入隊したり、赤毛の姉さんと金髪姉さんのハイテンションな指導を受けてコアマッスルを鍛えたりしています。ＤＶＤは持ってると何回も使えて便利ですね。何キロ痩せたか次の巻で書きます。

……って書いときゃやるだろう。







イラスト

加藤絵里子

Eriko Kato




北海道出身東京在住　５月19日生まれ

おうし座　Ｏ型

今回の表紙はミラちゃんです。

そして、やさしく見守る恋する王子……か、どうかは、どうぞカバーを外してご確認ください。




（※電子版注：ビーズログ文庫でご確認ください。）
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